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			レベル99冒険者によるはじめての領地経営③

			藤崎

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・ナカムラナナフシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			　　プロローグ／直後と直前と

			　

			　第一章

			　　１・再会は異世界で

			　　２・自己紹介後に朝食を

			　　３・文化が違う

			　　４・それぞれの思惑

			　　５・女の戦い

			　　６・男の語らい

			　

			　第二章

			　　１・ユウトの理術呪文講義

			　　２・ハーデントゥルムへ

			　　３・ファッション革命への嚆矢

			　　４・会議は踊る

			　　５・二人の距離、二人の気持ち

			　　６・会議は進む

			　　７・ハーデントゥルムの闇

			　

			　第三章

			　　１・謁見

			　　２・私にできること

			　　３・岩巨人の帰郷

			　　４・報告連絡相談

			　　５・王子来訪

			　　６・夕餐会

			　　７・ケラの森へ

			　

			　　外伝・王子来訪の舞台裏

		

	
		
			　

			プロローグ　直後と直前と

			　

			「ゆう、と……？」

			　消えた。

			　たった今まで話していた幼なじみが、いきなり消えてしまった。

			　ありえない。人が突然消えるはずがない。だが、他に言い様もないし、少なくとも彼女にとっては純然たる事実。

			「なんで？　どうして？」

			　なんの痕(こん)跡(せき)も残さず、完全に消えた。

			　三(み)木(き)朱(あか)音(ね)は、ただただ混乱するばかりで、その場から動くこともできない。自信たっぷりな笑顔は消え失せ、挑発的な瞳(ひとみ)は困惑で彩(いろど)られていた。

			　呆然と虚(こ)空(くう)を、天(あま)草(くさ)勇(ゆう)人(と)がいたはずの空間を眺めている。

			「朱音？　校門でぼーっと突っ立ってなにやってんの？」

			　そこに、クラスメート――名前は思い出せないが確かにクラスメートだ――がやって来て肩を叩く。

			「……見てた？」

			「なにを？」

			　通じない。

			　それはそうだ。

			　友達の名前すら思い出せない役立たずの頭をフル回転させて、なんとか言葉をひねり出す。

			「勇人、天草勇人って知ってる？」

			「え？　同じクラスの男子でしょ？」

			「うん。そう、そうね……」

			　勇人の存在は、わたしの妄想じゃないみたい。

			　最低限の事実に安心はしつつ、しかし、他に目撃者がいそうにないという現実に視界がブラックアウトする。

			「ちょっと、大丈夫？」

			　実際によろめいていたらしい。

			　心配するクラスメート――名前は、まだ思い出せない――に弱々しい微(び)笑(しよう)を向けながら口を開いた。

			「人が消えるって、ありえると思う？」

			「……なんの話？」

			「隣を歩いてた人間が、いきなり跡形もなくいなくなっちゃったの！」

			「て、手品？　人体消失マジックとか、テレビで見たことあるなーなんて」

			　名前も忘れたクラスメートは朱音の剣幕に押されているようだったが、それでも現実的な答えを返してきた。

			　そう。これが現実。

			　朱音は、急速に頭が冷えていくのを感じた。いや、単に血の気が引いただけだろうか。

			　分からない。なにも分からない。

			「うん……。そうよね……」

			　どうしようもない断絶。クラスメートが、別の生き物に思えてくる。

			　誰に、なんて訴えればいいのか。どうやって説明すればいいのか。

			　もしかしたら、全部夢なのだろうか？

			　それとも、勇人のイタズラなのだろうか？　家に帰ったら、上手くいったと微(び)笑(しよう)を浮かべて、ひょっこり顔を出すのではないか。

			　そんなことを考えながら、買い物もせず朱音は家にたどり着いた。どこをどう通って帰ったのか思い出せないし、あのクラスメートと、どうやって別れたのかも記憶にない。

			　築十五年ほどになるマンション。その八階の五号室が朱音の、六号室が勇人の家だ。彼女は自分の家を素通りし、隣家の前に立つ。

			　まるでタイミングを計っていたかのように、扉が開いた。

			「勇人……！」

			「あら、朱音ちゃん」

			「春(はる)子(こ)さん……」

			　朱音は再びめまいを憶える。

			　想像していたような都合のいい話はなかった。現実は、こんなものだ。

			「ゆうちゃんはまだ帰ってないわよ。あ、今夜は私たちいないから、あとはよろしくね？」

			　よそ行きのワンピースを着た勇人の母春子へ、朱音は無言で頷(うなず)くことしかできない。

			　背後では、天草家の愛犬コロが出かけようとする主人への抗議のつもりか、甘えるような鳴き声を上げている。

			　呆然としながら勇人の母を見送った朱音は、そのまま自分の家に入り、制服も脱がずにベッドへ突っ伏した。

			　一度だけ起きて合い鍵(かぎ)を使って天草家へと入り、コロに餌(えさ)をあげた。

			　勇人は、帰っていなかった。

			　

			　それから――当然のことだが――大騒ぎになった。

			　朱音も、学校や警察で事情の聞き取りを受けた。

			　最初はありのままを話したが、周囲の不(ふ)審(しん)を通り越した哀れみの視線を意識しだしてからは、真実を現実的なものに近づけるしかなかった。

			　全校集会も開かれ、クラスでは勇人が失(しつ)踪(そう)したという話題で持ちきりだった。

			　ニュースにもなり、警察も多くの人員をかけて捜(そう)査(さ)に当たっている。校内には、どこか不安が漂っていた。

			　人間が一人いなくなるというのは、それほどの大事件なのだ。

			　山西や鈴木といった勇人の友人たちや、中学時代のサッカー部の仲間が、ビラを作って捜(そう)索(さく)に協力してくれたが、手がかりも掴めない。

			　手がかりなど、あるはずもない。

			　また、勇人がいなくなった瞬間の目撃者もいなかった。

			　朱音のように会話をしていたのでなければ、目撃していたとしても見間違いと判断してしまうだろうが。

			　なにも分からず、追加の情報もなく、再発することもなく。

			　事件は徐々に風化していく。

			　人間が一人いなくなるというのは、その程度のことなのだ。

			　その当事者を除いては。

			　勇人が消えて以来、朱音は帰りが遅い彼の両親に代わってコロの世話を請(う)け負っていた。

			　鍵(かぎ)を開けると、いや、開けようと鍵を取り出すと家のなかから鳴き声をあげ、扉を開けると同時に突進してくる小型犬。

			　しかし朱音だと気付くと、義理チョコ程度の博愛精神で尻尾(しつぽ)を振ってから、すっかり定位置になってしまったそこへ戻る。

			　勇人の部屋の前へと。

			　誰を待っているのか、一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)。

			　それを目の当たりにするたび、朱音は泣きそうになる。

			　だからというわけではないが、唯一の目撃者であり真実を知る者として、朱音は絶対に諦(あきら)めるつもりはなかった。

			　

			「よし」

			　勇人の失(しつ)踪(そう)から半年以上が過ぎた。

			　季節は夏。

			　ラジオ体操を終えた小学生が家へと戻っていくなか、朱音は昨日終業式を終えたばかりの学校を訪れていた。

			　勇人と別れることになった校門から校舎を眺め、朱音はかつての自信に満ちた笑みを浮かべる。

			　七十センチはあるキャリーバッグを引きずりながら、まぶしそうに手でひさしを作った。日焼け止めは当然塗ってあるが、陽光のきつさはまた別。

			　海外旅行にでも行こうかという荷物だが、服装はいつもの制服。

			　では修学旅行かというと、それも違う。

			　制服なのは単純な話で、他の服はバッグに入れるか売り払ったから。

			　バッグには、ノートパソコンやモバイルプリンタ、タブレットなど同人誌の原稿執筆用のガジェットを一通り。他は、着替えや化粧品など旅行の必需品。それに、多くはないがアクセサリ類やブランド品など換金できそうな物も入っている。

			「夜逃げかって、感じよね。職質とかされたらアウトっぽい」

			　自分の怪しさに気付き、朱音は思わずそんな呟きをもらす。

			　しかし、自(じ)嘲(ちよう)はあっても後悔はない。

			　なにしろ、これからもっと怪しい人物に会いに行くつもりなのだから。

			「それにしても、霊能者なんかに会いに行くことになるとは思わなかったわ……」

			　さすがに、恥ずかしすぎて誰にも言えない。

			　警察がどれだけ捜(そう)索(さく)しても見つけられないのであれば――警察のせいではなく、状況が異常すぎるだけなのだが――オカルトでもなんでも頼ってみよう。

			　そう思い立った朱音は、この半年以上の間にネットやリアルの関係を総動員して、どうやら本物っぽいという人物に行き当たった。

			　行き先は、熊(くま)野(の)。

			　これが恐(おそれ)山(ざん)とかじゃないあたり、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が高い……と思わなくもないが、藁(わら)にもすがる思いであることには違いない。

			「とにかく、勇人を見つけるわ」

			　それが、すべてだ。

			　もっとも、その資金を捻(ねん)出(しゆつ)するため、持ち物を売り払ったり、同人誌の売り上げにすがらなければならなくなったわけだが。

			「勇人に請求しないとね」

			　あの幼なじみを見つければなんとかなる。

			　そう決意を新たにした朱音が、振り切るように学校を離れた。

			　その瞬間。

			　――朱音の意識は断絶した。

		

	
		
			第１章

		

	
		
			　

			１・再会は異世界で

			　

			「ここは……」

			　緩(ゆる)やかに覚(かく)醒(せい)する意識。

			　三木朱音は微睡(まどろ)みのなかで、柔らかい寝具に包まれている自分に気づく。

			　清潔感があり手触りも良いシーツ。暖かくて滑らかな毛布。柔らかくて適度な弾力のあるベッド。ナイトテーブルからは、優しく暖かな光。

			　室温も快適に保たれており、どこかのホテルに宿泊しているような気がしてきた。

			　周囲をぼんやりと認識しながら、また意識が途切れそうになった。寝不足だろうか？　確かに、最近は勇人を探して睡眠時間が……。

			「――そうだ、勇人！」

			　一気に目覚めた朱音が、毛布をはね除けながら文字通り飛び起きる。

			「落ち着いて。いきなり起きるのは、体に良くないわよ」

			「え？　あ、はい……」

			　母親が子供に言い聞かせるような、聖女が子羊に呼びかけるような、優しい声。

			　それで落ち着きを取り戻した朱音は、ベッドに座ったまま声の主へ視線を向けた。

			「誰……？」

			　顔の半分が真紅の眼帯で覆(おお)われている異相。

			　だが、それで彼女の美しさまで隠すことはできなかった。

			　鴉(からす)の濡れ羽色の長い髪は実際に触れて確かめたくなるほど艶(つや)やかで、見るだけで滑らかだろうことが分かる。なぜか日本人であるプライドが刺激されるものの、茶色っぽい自分の髪と比べる気にもなれなかった。

			　体の線を見せないローブを着ているためすぐには気付かなかったが、スタイルも良い。

			（というか、おっぱいでっかい……）

			　見知らぬ人に対してなにをとも思うが、これも素直な感想だった。

			「いや、私も負けてないはず……」

			「どこか痛いところや、不調な部分はない？」

			「あうっ。えっと、大丈夫……です。はい」

			「そう」

			　見るものを安心させる微(び)笑(しよう)。

			「私は、アルシア。ユウトくんには報せましたから、もう来るわよ」

			　顔も――ほとんど見えないのだが――整っているようだ。今し方言葉を紡(つむ)いだ唇が、また艶(なま)めかしい。

			　しかし、親しげに「ユウトくん」などと呼ぶ彼女は、彼の一体なんなのか。

			　友達？　恋人？

			「まさか、現地妻!?」

			「朱音！」

			　想像――あるいは妄想――が暴走してとんでもないことを口走った朱音の目の前に、ユウトが現れた。

			　あの時と同じように突然。

			　だが、結果は正反対。

			　記憶にある幼なじみよりも背が伸び、精(せい)悍(かん)さが増しているように思えた。

			　天草勇人ではなく、よく似た俳優でも見ているかのよう。

			　思わず、格好良いとつぶやいてしまう。

			　そんな朱音の困惑にも気付かず、制服の上に白いローブを着たユウトが駆け寄ってくる。見慣れない組み合わせの服装だが、妙に似合っていた。

			「大丈夫だから、落ち着きなさい。《瞬間移動(テレポート)》まで使う必要はないでしょう？」

			　眼帯をした美女の注意する声も耳に入らないようで、ユウトは完全に余裕をなくしていた。

			「でも、心配で。いや、不安だったわけじゃないんだけど、やっぱ心配だし」

			「勇人……」

			　その支(し)離(り)滅(めつ)裂(れつ)な言葉と弱々しい表情に、朱音は目を丸くする。同時に、喜びの感情が溢(あふ)れそうになる。不(ふ)謹(きん)慎(しん)だと分かっていても、感情が制御できない。

			　そんな二人を交互に見て、真紅の眼帯を身につけた美女が、諦(あきら)めたように息を吐く。

			「ふう……。私は部屋に戻るわ。ないとは思うけど、なにかあったら教えてちょうだい」

			「ありがとう、アルシア姐さん」

			「なにもしてはいないわ」

			　気を利かせたのか、部屋を出ていくアルシア。

			　その彼女が、ふと足を止める。

			「朝食は私が用意をするから。だからといって、あんまり長時間はダメよ」

			「ああ……。気をつけます」

			「あと、ヴァルへのフォローも任せて」

			　アルシアはユウトへの返答を待たず、部屋から出て行ってしまった。

			（ヴァルって、誰……？）

			　あの口振りからすると、ユウトと深い関わりのある相手なのだろうか。

			　聞きたい。でも、聞きたいことが多すぎる。

			　お互いに、話したいことがありすぎて、言葉にならない。

			　室内を沈黙が支配する。

			　ユウトは、改めて朱音に向き合った。

			　ここで、朱音は自分の服装に気付く。

			　制服は脱がされ、パジャマ代わりなのか、スモック状のワンピースを着ていた。ユウトが着替えさせたわけではないだろう……と思いたい。ふと、今日の下着はどうだったかと気になり、慌ててその考えを打ち消した。今、確認するわけにはいかない。

			「ああ、その服な。ヴァル――俺の仲間ので、俺が着替えさせたわけじゃないぞ」

			「それなら良かったわ……」

			　態度に出ていたのだろうか、ユウトがそんな補足をしてくれる。だが、再会して最初の会話が、これではなんとも締まらない。

			「朱音……」

			　そう思ったのは朱音だけだったようで、ユウトは感極まったように名前を呼んだ。

			「体は大丈夫か？」

			「ええ、さっきの人も言ってたでしょ。寝起きだってこと以外は問題ないわ」

			「そうか……。いきなり気を失って心配したぞ」

			　一番聞きたかったことなのだろう。それを確認して、安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			　そのまま目をつむり、朱音からわずかに視線を外す。

			「すまん！」

			　そして、そうすることを決めていたかのように頭を下げた。

			　分かる。幼なじみが、本当に心から謝っていることが分かる。

			「謝るんじゃないわよ、このバカ！」

			　しかし、朱音にはそんなことは関係ない。一瞬、呆然としたものの、わき上がる疑問と怒りでベッドから飛び降りた。

			　素足のままであることも気付かずに、彼女は何度も何度もユウトの胸を叩く。

			「すっごく、心配したのよ」

			「悪かった」

			「……謝るなって言った」

			「うん」

			「心配した」

			「うん」

			「生きてて良かった……」

			「……ありがとう」

			　朱音の腕が力なく垂れる。

			　その手を取られ、彼女はユウトにベッドへと誘(ゆう)導(どう)された。あまりにも自然な動作。疑問を抱きながらも、なすがままにベッドへと舞い戻った。

			　ユウトは当然のことだといった様子で、やはり自然な動作で傍(かたわ)らの椅子に腰掛ける。

			「……なんか、女の扱いに慣れてない？」

			「はぁ？　いきなりなんだよ」

			　幼なじみは、なにを言われているのか分からないと眉(まゆ)をひそめた。

			「自覚なしか……。これは問い詰めが必要ね」

			  心のノートにメモしておこうと決意し……もっと重要な疑問があることに気がく。大きすぎて気付かなかったのだ。

			「っていうか、異世界ってなによ。正気なの？　その服だって……」

			「言いたいことは分かる。でも、まずはなにを謝っているのか聞いてくれ」

			「なにをって、勝手にいなくなったことに決まって」

			「それもあるけど、それだけじゃないんだ……」

			　真剣な表情をするユウトに、朱音はトーンダウンを余儀なくされる。なにを言われるのかと、思わず身を固くした。

			「ここは地球とは違う異世界でな。実は、朱音が今ここにいるのは、俺のせいなんだ」

			「……なんですって？」

			　聞こえなかったわけでも、理解できなかったわけでもない。

			　ただ、脳が理解を拒否しているだけだ。

			「まあ、勇人のせいってのは、あとできっちり問い詰めるわ。まずは、話を聞かせて。勇人が、この半年どこでなにをやって、なんで帰ってこなくて、なんで私がここにいるのか」

			「そうだな……って、半年？」

			「正確には七ヶ月よね」

			「マジか……」

			　なぜ、そこで呆然とするのか。

			　首を傾(かし)げる朱音へ、答えが告げられる。

			「朱音、驚くなよ」

			「これ以上、なにに驚けっていうのよ」

			「俺がこっちに来てから、もう二年が経ってるんだ」

			　

			「つまり、こういうこと？」

			　最初は緊張していた朱音だが、話をしているうちにそんな気分も吹っ飛び、寝衣の丈が短いのも忘れて、ベッドの上にあぐらをかいてユウトを追及し始めた。

			「悪い魔王を復活させようとする儀式に巻き込まれて、偶然、異世界？　異世界で良いの？」

			「そこを強調されると困るんだが。あと、青き盟約の世界(ブルーワーズ)な」

			「とにかく、世界を移動したわけね。それで、魔法使いになって、魔王を倒しちゃった」

			「魔王じゃないんだが……。まあ、大筋は間違っていない」

			　ユウトは朱音の胸から目を背けつつ肯定する。朱音が裾を押さえる格好をしていたため、必要以上に胸が強調されていたようだ。

			「それで、帰るまでの間に領地経営の手伝いをしてたんだが……」

			「帰れなくなったのね」

			「ああ」

			「それだけじゃなくって、なぜか私まで来ちゃった」

			「びっくりしたぜ、マジで」

			「そして、私も勇人も今のところ帰れる目(め)処(ど)はないと」

			「本当に、なんて言ったらいいか……」

			　再び話がそこに達し、ユウトがまたうな垂れる。

			「許すもなにもないわよ。別に、誰が悪いわけでもないじゃない。あ、魔王復活をたくらんだ連中は悪いわね」

			「魔王じゃなくて、絶望の螺旋(レリウーリア)なんだけどな……」

			　そう言うユウトだったが、目に見えて表情が明るくなっていた。

			　久々に再会した幼なじみの変わらぬ態度に、一部ではあるが心配が氷解したのが理由だろう。

			「ところで、勇人」

			「なんだ？」

			「今の話だと、時間がずれている理由が分かんないんだけど」

			「それは、俺にも分からない。こっちも一日は二十四時間だし、一年は三六〇日なんで、そこまでずれるはずがないんだが……」

			「深く考えても無駄？」

			「ああ。可能性はいろいろ思いつくけど、決め手も確証も意義もないな」

			　ふうと息を吐き、朱音は居住まいを正した。

			「勇人は年上になっちゃったのね」

			　そして、確かめるようにユウトの頬を撫(な)でる。

			　その動きは徐々にエスカレートし、両手で包み込むようにしたかと思うともみ込むように乱暴に動かし、顔だけでなく首筋や腕、脇腹まで手を這(は)い進める。

			　久しぶりと言えばそうだし、昔から良くやっていた行為でもある。

			　しかし、それを諾(だく)々(だく)と受け入れるのは問題だと思ったのだろう。途中まではなすがままだったユウトが、さすがに渋面を浮かべた。

			「久しぶりにやられてるけど、なんか屈(くつ)辱(じよく)的(てき)だな」

			「またまたー。嬉しいくせにー」

			「なんだよ、その根拠のない自信は」　

			「幼なじみの直感、かしらね」

			　適当なことを言ってから、年上になってしまった幼なじみを解放する朱音。

			「満足したなら良いけど……」

			「しばらくは大丈夫よ」

			　大丈夫という言葉を聞いて、ユウトはどこか安心したようだった。

			「それにしても、異世界って本気で言ってるの？」

			「本気もなにも、それが真実だ。パラレルワールドとか、聞いたことあるだろ？」

			　実際のところ、朱音がこの世界で見た光景は、まだあの地下空(くう)洞(どう)とこの部屋しかない。信じられないのは当然だろう。

			　ユウトが説明役でなければ、もっと騒いでいたと思う。

			「まだ別の惑(わく)星(せい)だとか、未来の地球だとか言われたほうが説得力があるわ。どっかに自由の女神が埋もれてなかった？」

			「ねーよ。それに、説明はするけど説得したいわけじゃないんだがな……」

			　朱音の言い分を認めつつ、苦笑するユウト。

			　そんな彼を見て、謎の満足感を得る朱音。

			「その上、勇人が魔術師(ウイザード)とか魔法を使えるとか。どういうことよ」

			「仕方ないだろ、勉強したら使えるようになったんだから」

			「勉強したのね」

			「少し使えるようになったら、森で一人放置されてモンスター狩りとかやらされたけどな」

			「それ、なんて強制レベリング？」

			「結果オーライではあるけどな……」

			　あまり思い出したくはないのか、ユウトは首を振って忌(い)まわしい記憶を振り払う。

			「朱音、体のほうは本当に大丈夫なんだな？」

			「どんだけ心配性なのよ」

			「なら良い。ちょっと外に出よう……って、その格好じゃまずいな」

			　幼なじみを直視できないでいた理由を思い出したユウトが、自分のローブを朱音の肩にかけようとして――寸前で思いとどまる。

			「……なによ？」

			「いや、こいつは理術呪文を使えないと着れないんだった」

			「……リアクションに困るんだけど」

			「本当だって。着れないというか、着ると体が超重たくなって、気分が悪くなる」

			「それ、呪いのアイテムじゃないの？」

			　ユウトは、もっともすぎる意見に頷(うなず)きたい気持ちと反論したい気持ちで揺れ動くが、そんなことをしている場合ではない。

			　あわただしく部屋を出たユウトが、代わりのマントを持って戻ってきた。

			「いきなり一人にして欲しくないんだけど……」

			「あ、悪かった」

			「まあ良いけど、その黒くて地味なのは？」

			「保温の外套(コージネス・クローク)という暑さも寒さも防げる魔道具(マジツク・アイテム)だよ」

			　マジックアイテムときたか。

			　朱音はその響きに戦(せん)慄(りつ)を憶えた。

			　そういうゲームは嫌いではない。アニメもマンガも一般人以上に嗜(たしな)んではいる。

			　しかし、ファンタジーが現実になるとどうしても引き気味になってしまうのだ。

			「外は寒いからな」

			「え？　今は夏……って、季節もずれているのね」

			「ああ、そういうこと」

			　お互いの認識をすりあわせつつ、ユウトが鎧(よろい)戸(ど)を開く。

			　同時に冬の乾いた冷たい風が吹き込んでくるが……。

			「寒く……ない？」

			　まったく冷たさを感じない。

			　それどころか、快適そのものだ。

			「さすがに、南極みたいなところだと通用しないだろうけどな」

			「それでも充分よ。こんなの地球にも……」

			「やっと、信じてくれたみたいだな」

			　ユウトがイタズラっぽい笑みを浮かべる。

			　その笑顔の裏には、保温の外套(コージネス・クローク)は――魔法への抵抗力を上げる効果もあるため――金貨一〇〇〇枚以上するという秘密が隠れていたりするのだが。日本円で五〇〇万円や一〇〇〇万円するなどといって、騒ぎを大きくする必要もない。同じように、あんまり使えないから宝物庫に放置していたとも言う必要もないと、ユウトは考えていた。

			　なお、魔道具(マジツク・アイテム)全般に言えることだが、経年劣化や汚れは発生しないため、どれだけ放置していても新品同然だ。

			「いずれ、ばれるだろうけど」

			「なに？」

			「いや、少し外に出よう」

			　素足のまま朱音を床に立たせたユウトは、懐から呪文書を取り出し三ページ分、切り離した。

			「《飛行(フライト)》」

			　呪文書のページが二人の周りを回転し、白い光となって消える。

			「さあ、行こうか」

			　幼なじみの手を取って、ユウトが宙に浮く。

			　引きずられるように、朱音も空を飛び、慌てて空いているほうの手で服の裾(すそ)を押さえた。

			　そのまま二人は、窓から外に出る。

			「ふあっ……」

			　寒さは感じないが、風は朱音のセミロングの髪を揺らし、頬を撫(な)でる。

			　それが爽(そう)快(かい)だった。

			　夜。

			　都会では絶対に手に入らない、深い闇(やみ)。

			　美しい夜。

			　星が、光の粒をばらまいたかのように瞬(またた)いている。天文の知識のない朱音だったが、それが地球で見る夜空と異なることは一目で分かった。

			　真円を描く月も、地球で見るよりも大きく明るい。

			　そして、傍(かたわ)らにはユウトがいる。

			「どう？」

			「ピーターパンみたいね」

			「なるほど。言われてみれば」

			　ユウトは朱音のことをウェンディというにはやや苦しいと感じたが、もちろん口に出したりはしない。

			「でも、やっぱり女に慣れてる感じがするわね」

			「こんなこと、他にやったこと……あるわ」

			「やっぱり」

			「相手は、ドワーフだったけどな。もちろん、男」

			「ふっ、あはは。いるのね、ドワーフ」

			「いるよ。この街じゃ、最大勢力じゃないかな」

			　そうしなくても落ちる心配はないのだが、ユウトは朱音の肩を抱き、ファルヴの街が見渡せる高さで静止した。

			　まだ、人口は千を越えた程度。

			　発展途上の街。

			　だが、蜘(く)蛛(も)の亜神にも侵させはしなかった大切な場所。

			　最近ようやく設置が終わった街灯の光が、そこに人の営みがあることを朱音たちに知らせてくれる。

			「俺が過ごした世界。俺たちが作った街だよ」

			「ここが……」

			　二人は、飽きもせずじっと街を世界を眺めていた。

			　どれほど、そうしていただろうか。東の空が朱に染まり、少しずつ太陽が昇っていく。

			　夜明けだ。

			「どこにいても、どこであっても、朝は必ず訪れるのね」

			「ああ、そうだ……っくっしょん」

			　ユウトの盛大なくしゃみに、朱音が笑う。

			　思えば、この世界に来てから声を上げて笑ったのは初めてかもしれなかった。

			「そろそろ戻ろうか」

			「そうね。あ、私の荷物って、こっちに来てた？」

			「ああ、あのキャリーバッグな。無事だよ。旅行にでも行くところだったのか？」

			「似たようなものよ。それより、荷物の整理をしなきゃ」

			　そんな話をしながら、二人はファルヴの城(じよう)塞(さい)へと戻っていく。

			　こうして、三木朱音の異世界生活は始まりを告げた。

		

	
		
			　

			２・自己紹介後に朝食を

			　

			「というわけで、彼女が俺の幼なじみの三木朱音……こっち風に言うと、アカネ・ミキだな。同じように迷い込んだので、俺が面倒を見るから」

			　朝食の場にそろった仲間たちを前に、ユウトはきっぱりと言い切った。

			　初めて聞く話に、朱音は驚いて幼なじみを見るが、視線で自己紹介しろと促(うなが)されただけ。

			　食卓には、既(すで)に朝食の準備が整っていた。

			　焼きたてのパンと湯気を上げるスープからは芳(こうば)しい香りが漂い、そこにあるだけで食欲を刺激される。

			　その他、メインの皿やサラダなども、見るだけでこれは美(お)味(い)しいと確信できた。

			　料理が盛りつけられている食器も、目利きでなくとも逸品だと分かる。

			　しかし、食事は自己紹介が終わってからのようだ。

			　朱音は、勇人の仲間だという五人を改めて眺めやる。

			　白髪赤目――アルビノの幼女。

			　少し耳がとがった子供。

			　それから、体のサイズもボリュームも倍はある岩のような巨人。

			　看病をしてくれていた、黒髪に眼帯の美女。

			　そして、その美女を超える超美人。

			　彼女が天使だと言われたら、なるほどと納得するだろう。むしろ、同じ人間であるというほうが、おかしい。さらに言えば、困る。

			　こんなところで、自己紹介をしろというのか。

			　再度抗議の視線を向けるが、やはりユウトは取り合わない。

			　そのアイコンタクトを見て、やや不(ふ)機(き)嫌(げん)になるヴァルトルーデ。それに気付いたのは、アルシアだけだった。

			　朱音――アカネは制服を身にまとっている。

			　こちらの季節は冬だが、ユウトに《耐熱・耐寒(コージネス)》の呪文をかけてもらえば問題はない。自分の服があるのに、わざわざ借りるのも気が引けた。

			「三木朱音？　アカネ・ミキ？　もう、面倒なのでアカネと呼んで。勇人の幼なじみよ」

			　アカネは立ち上がって、特に気をてらわず普通に自己紹介をした。

			　やや思い切りが良すぎた、あるいは素っ気なさ過ぎたかもしれないが、他になにを言えばいいのか。なんと言えば通じるのか分からなかったからだ。　

			「あれ？　言葉って通じるの？」

			「なにを今さら。アルシア姐さんとしゃべってたじゃないか」

			　理屈は分からないが通じないよりは良いと納得し、アカネは着席した。

			「アカネも、ユウトと同じコーコーセー？」

			「コーコーセー？　あ、高校生ね。そうよ、正確には女子高生かしら」

			「ジョシコーセー？」

			　聞いたことのない言葉に、小首を傾(かし)げる赤目の幼女。

			「ヨナ、質問の前に自己紹介だ」

			「ユウトは、他人がいる時だけ厳しい」

			「そういうこと言うなよ!?」

			　幼女と戯(たわむ)れる幼なじみを見て、アカネが今度は複雑な笑顔を浮かべた。

			　彼の案外子供っぽいところを見られたという嬉しさと、自分の知らない一面を目の当たりにした寂(さび)しさとがない交ぜになった複雑な感情。

			「そうね、まずはヨナから自己紹介をお願いしようかしら」

			　紛(ふん)糾(きゆう)しそうな場をまとめあげるアルシア。ユウトも、「さすがアルシア姐さん」とほめたたえる。

			「ん」

			　無表情で、アルビノの幼女が立ち上がる。

			「ヨナ」

			　一応はアカネのほうを見てそう一言発し、ヨナはまた席に着いた。

			「……え？　終わり？」

			　アカネは戸惑うが、他のメンバーは「またか」と苦笑を浮かべるだけ。

			「ヨナの生い立ちは説明が面倒だから省(はぶ)くけど、俺たちが知る限り最高の超能力者(サイオン)だよ」

			　見かねたユウトのフォローに、アカネが首を傾(かし)げる。

			「超能力者(サイオン)？」

			「うん。スプーンとか曲げる」

			　ヨナがそういったところで、前に並べられていたフォークやスプーンが糸で釣られたかのように、くいっと立ち上がった。そのままふらふらと空中を移動し、アカネの前で静止する。

			「えい」

			　棒読みでかけ声をあげると、数本の食器が根本で折れた。ヨナがユウトと冗談半分で仕上げたネタだった。

			「スプーン曲げって、初めて見たわ！」

			　そもそもふよふよ浮いている時点で超能力(サイオニツク・パワー)なのではないかという考え方もあるだろうが、神秘の力に触れ、アカネは子供のようにはしゃぐ。

		

	
		
			[image: 037.jpg]
		

	
		
			　年齢に比べて大人っぽい彼女のそんな仕草は、ユウトの目には普段のイメージとのギャップで酷(ひど)く魅力的に映った。

			「俺と空を飛んだ時よりテンション高いんですけど、それは」

			「それはそれ、これはこれよ」

			　折れたスプーンを手にとって眺めるアカネには、ユウトの抗議も届かない。

			「仕方ありませんね……」

			　きちんとヨナを叱(しか)れる唯一無二の存在であるアルシアも、怒るに怒れない雰囲気だ。

			「このくらい、軽い」

			　言葉の上ではなんでもないといった雰囲気だが、誇(ほこ)らしげに小鼻をふくらませるヨナ。

			　それを見たアカネはしばしフリーズし、次の瞬間、爆発した。

			「うわっ。勇人、勇人。ヨナちゃん、超可愛(かわい)いんだけど。あの娘、私にちょうだい」

			「ダメにきまってるだろうが」

			「ちゃんと世話するから！」

			「ペットか」

			「ある意味では」

			「ダメだこいつ……」

			「でも、まともに自己紹介はできてないよね」

			　地球人二人の漫才を横目に、ラーシアがもっともな意見を口にする。

			「ほう。となると、次はラーシアがオレたちに手本を見せてくれるらしい」

			「無茶振り来ちゃったよ！」

			　相棒であるエグザイルからの挑戦をラーシアは受け取った。

			「アカネ、ボクはラーシア。草原の種族(マグナー)の盗賊(ローグ)だよ。草原の種族(マグナー)は人間の半分ぐらいの身長までしか成長しない代わりに、すばしっこくって抜け目がないんだ。あと、心外なことにいたずら好き(トリツクスター)なんて言われるね」

			　芝居がかった口調で、ラーシアがいきなり語り出す。

			　ヨナにご執心だったアカネが、慌ててそちらに向き直った。

			「盗賊(ローグ)といっても泥(どろ)棒(ぼう)じゃなくて、ダンジョンで斥(せつ)候(こう)を務めたり、街中での情報収集を得意にするものがそう呼ばれるのさ。あと、こう見えて成人男性だからね」

			「なるほど、要するに『指輪物語』のキャラね」

			「それ以上は止めとけ」

			「別に良いじゃない。とりあえず、理解したわ。よろしくね、ラーシア」

			　笑顔で会(え)釈(しやく)するアカネを見届け、勝利を確信するラーシア。

			「どうだい、エグ。今までの経験から学習したボクの自己紹介は」

			「無難だな」

			「おっさんの言うとおりだな」

			「相変わらず、身内に辛い！」

			　そんなラーシアを放置し、相棒のエグザイルが口を開いた。　

			「オレは岩巨人(ジヤールート)の戦士、エグザイルだ。岩巨人(ジヤールート)については――ユウト、任せた」

			「俺に振るのかよ」

			「なんか、真面目にやったボクが負けみたいな雰囲気じゃない？」

			「ラーシア、生きていれば良いことある。そのうち」

			「慰(なぐさ)める気ないよね、ヨナ!?」

			　ユウトの次に貧乏くじを引いたラーシアを横目に、大魔術師(アーク・メイジ)の少年は知識を呼び起こす。

			「まず、見て分かるとおりブルーワーズには、人間と呼ばれる種族がいる。ラーシアの草原の種族(マグナー)もそうだし、エルフやドワーフ、ハーフエルフなんかもそうだ。そして、それとは別に巨人種族(ジヤイアント)ってのがいろいろいて、これまた千差万別なんだが……」

			　関係ない知識まで語り出しそうになり、慌てて軌道修正するユウト。

			「岩巨人(ジヤールート)は、巨人種族(ジヤイアント)のなかでは、比較的小型でメンタリティも人間に近い。数十人から多くても数百人程度の規模の集落を山間部に作り、主に狩(しゆ)猟(りよう)採集生活を送っていて――力こそすべてという信条で生きてる」

			「なる……ほ……ど」

			　苦笑とともに、エグザイルの隆(りゆう)々(りゆう)とした肉体を見るアカネ。

			　テレビで見たどんなスポーツ選手よりも力強い肉体。

			「ちなみに、エグザイルのおっさんは、俺が知る限り最強の戦士だ」

			「それは、オレが決めるべきことではないがな」

			　ユウトのほめ言葉に、エグザイルはそう答えた。意外と理知的な受け答えが、また、凄(すご)みを感じさせる。

			「あの、朱音です。よろしくお願いします」

			「ああ」

			　そんな挨(あい)拶(さつ)がかわされる横で、ラーシアがユウトに軽く探りを入れる。

			「エグが最強って、ヴァルはどうなのさ？」

			「ああ……。ヴァル子は、俺にとって最高の聖堂騎士(パラデイン)だな」

			「なにそれズルくない？　ヴァルもそう思うよね？」

			「いや、私が最高かは別にして、エグは最強だと思うぞ。絶対に敵に回したくはないな」

			「ヴァルがこわれた……」

			　ヴァルトルーデのもっともなコメントにヨナはそう言って、この世の終わりのような、否、この世の終わりが迫っていた時でも見せなかった絶望的な表情を浮かべる。

			「ユウト関連だと、ヴァルは途端にメンタルに不調をきたすからねぇ」

			「それは仕方のないことだ。いつかユウトが言っていたからな、完全なものは滅ぶだけだと」

			「容(よう)赦(しや)ないな、ラーシア、エグザイル！」

			　さすがに我慢できず、お誕生日席にいたヴァルトルーデが立ち上がって抗議する。だが、言われた二人はどこ吹く風。

			「オレは、なんと言えば正解だったというんだ」

			「自分のほうが強いぞとか、じゃあこの場でどちらが上か決着をつけようとか、少しは楽しめそうだなとか、そんな感じじゃないのー？」

			「最後、方向性がねじ曲がっていないか……？」

			　岩巨人(ジヤールート)の疑問に草原の種族(マグナー)が適当に返し、ユウトがあきれたように突っ込みを入れる。エグザイル、ラーシア、ユウトの男性陣は、種族はバラバラだが妙に仲が良かった。

			「では、次は私ね。名前だけは言ったけれど、改めて」

			　明後日の方向へ向かう仲間たちを放置して、アルシアが自己紹介を始めた。

			「私はアルシア。死と魔術の女神トラス＝シンクに仕える大司教(パトリアーチ)よ」

			「あの、看病してもらったみたいで、ありがとうございました」

			　アカネがその場で頭を下げる。さらさらの茶色の髪が揺れた。

			「あの時も言ったけれど、なにもしてはいないわ」

			「でも、大司教(パトリアーチ)って偉い人なんじゃ？」

			　彼女の雰囲気に気圧されて、さすがのアカネも及び腰になった。

			「勝手に付いてきた地位だもの、大したものではないわ。ああそれから、この眼帯は視覚を補うものだから外せないの。私は、生来目が見えないものだから」

			「そうだったんですか。いえ、全然だいじょうぶですから」

			「よかったわ。ありがとう」

			　ふっと相(そう)好(ごう)を崩し、柔らかな笑みを浮かべるアルシア。

			　微笑(ほほえ)みの形に変わった桜色の唇を見て、アカネも緊張が解けた。

			（でも、なんかちょっとだけ怖そう……？）

			「ああ、言い忘れていたわ。今のところは保留だけれど、実は将来的にユウトくんと子作りする予定があるの」

			「ふあっ!?」

			「ど、どういうことだ、アルシア！」

			　アカネだけでなく、ヴァルトルーデまで取り乱して問い詰める態勢に入る。

			「アルシア姐さん……」

			　一方の当事者であるユウトは、手を顔に当てて天を仰ぐのみ。

			「まあそういうことよ」

			　アルシアは、柔らかな微笑みをたたえたまま、それ以上の説明はしない。というよりも、するつもりがないようだ。

			「ヨナは参戦しなくていいの？」

			「ユウトとアルシアの子供なら、弟か妹みたいなものだし」

			「一番大人な意見だ」

			　パーティの良心はここにいたと、ラーシアは安(あん)堵(ど)する。

			　だが、彼の気持ちは直後に裏切られた。

			「それに、十年後には大勝利の予定」

			「ボクらが目を離した隙に、一体なにがあったの!?」

			　収(しゆう)拾(しゆう)がつかない。

			「とりあえず、自己紹介を終えたらどうだ」

			　そこに現れた救世主は、意外なことにエグザイルだった。

			「終わらないとメシが喰えん」

			「そうだな……。まあ、今の件はあとで俺から説明するから、ヴァル頼む。締めてくれ」

			　疲れたようなユウトの懇(こん)願(がん)に、ヴァルトルーデは素直に頷(うなず)いた。

			「絶対に説明してもらうからな」

			　そう言って釘を差しながらも、ヴァルトルーデが自己紹介を始める。

			「私はヴァルトルーデ・イスタス。〝常勝〟ヘレノニア仕える聖堂騎士(パラデイン)であり、この周辺のイスタス伯(はく)爵(しやく)領を治める者でもある」

			　見下ろすように、正面からアカネを直視するヴァルトルーデ。

			　その視線を真っ直ぐに受け止めたアカネは、気付いてしまった。

			「あなたの窮(きゆう)状(じよう)は聞いている。さっきユウトは自分が面倒を見るなどと言っていたが、それはここにいる皆が同じ気持ちだ」

			　この正々堂々として公明正大な女性は。

			　同じ人間とは思えないほど美しく、同性である自分ですら見とれてしまうこの人は。

			　自分自身とまったく同じ気持ちを抱いているのだと。

			「ありがとう。でも、私は私のできることをするつもりよ。逆の立場なら、ヴァルトルーデさんもそうするでしょう？」

			　アカネも立ち上がり、ヴァルトルーデへ右手を差し出した。他の誰でもない、彼女へ。

			　その言葉と行動に、困惑の表情を浮かべるヴァルトルーデ。

			　しかし、すぐに理解の色が紺(こん)碧(ぺき)の瞳(ひとみ)に宿った。

			「そのとおりだな。それから領主とはいえ、皆と立場は変わらないつもりでいる。敬称など不要だ」

			「分かったわ、ヴァル」

			　がっちりと右手を握り合う二人。

			　その間に挟まれたユウトは、「どうしてこうなった……」という表情を浮かべていたが。

			「さあ、遅くなったけれど朝食にしましょう。大した手間はかかっていないけれど」

			　場をまとめるのは、アルシアのいつもどおりの役割だ。

			　ただし、どこか微妙なトゲがあるように、ユウトには、ユウトにだけは感じられた。

		

	
		
			　

			３・文化が違う

			　

			「なにこれ、美(お)味(い)しい」

			　それは、食べる前から分かっていた。

			　しかし、これほどまでとは思いもしなかった。

			　焼きたてのパンは柔らかく芳(ほう)醇(じゆん)で、日本で食べた物と同じか、それ以上。

			　スープも滋味豊かで体に染みこんでくる。これ以上の物を作れるかとなると、なかなか難しい。

			　若鶏のソテーはシンプルだが、素材の味がしっかりと感じられた。

			　しかも、一口食べるごとに気力と体力が満ちていくような感覚すらある。

			「素材が違うのかしらね。調理法自体に変わったところはなさそうだし……」

			　独り言をつぶやきながら、皿に残ったソースを舐(な)める。

			　ベースは林(りん)檎(ご)だろうか？　さわやかな酸味とほのかな甘みを感じた。

			「え？　なに？」

			　そこで視線に気付いたアカネが、周囲に疑問を投げかける。

			「いや、なんか真剣だなと……」

			　代表してユウトがおずおずと答えた。

			「負けられない」

			　大食い勝負だと誤解したヨナがパンをお代わりする。それを見たエグザイルが、相手をしてやろうといった雰囲気でパンをほおばった。

			「アカネは料理が得意なのか？」

			「普通よりはね」

			　横でユウトが首を振っているが、アカネは気付かないことにする。

			　ユウトの否定は否定でも、ちょっとどころでもなく、かなり得意という意味だった。

			　アカネは料理にやたら手間をかけるという欠点もあるが、電子レンジやガスオーブンのないこのブルーワーズでは必然的にそうなるので、マイナスにはならない。

			「そうなの？　じゃあ、ユウトくんがさっぱりだったのは、アカネさんが料理をしていたからなのかしら」

			「いや、普通の男子高校生は料理とかしないから」

			　自分が標準だと主張するユウト。

			「こーこーせーって、なんにもできない人のこと？」

			「ぐっ」

			　ヨナの心ないが的を射た言葉が、ユウトの精神を抉(えぐ)る。

			「そういや無茶振りされるたびに、ただの高校生に無理を言うなって反論してたんだよな……」

			　反省の言葉を口にしたユウトに、ヴァルトルーデが尋ねた。

			「料理は無茶なのか？」

			「そりゃ無理だろ。このソースなんて、どうやって作れば良いか分かるか？」

			「そういわれると、確かに」

			　なるほどとヴァルトルーデが納得しかけたところで、アルシアが口を挟む。

			「騙(だま)されてはダメよ、ヴァル。ただの言い訳なのだから」

			　そんな三人のやり取りを見て、アカネは閃(ひらめ)いた。

			「あっちの料理をこっちで再現してみるのも悪くない……かな？」

			「そうだな。でも、理術呪文……魔法の勉強を勧めるつもりだったんだよな、俺は」

			　ユウトはアカネの前だからと自重したのか、ワインではなく水を口にしてから言う。

			「いきなり俺並みにってのは、相当なスパルタが必要だけど、初歩的なのなら一ヶ月もあればいけるんじゃないか」

			「あっ、やっぱりそっちが良いわね！」

			「いや、それはどうだろうか……」

			　乗り気なアカネを制するように、聖堂騎士(パラデイン)が異論を唱えた。アルシアも同意して言う。

			「そうね。ユウトくんは、特別だったと思うわ」

			「俺が特別？　まさか」

			　笑って否定する幼なじみ。

			　その表情に、アカネは見覚えがあった。同時に、嫌な予感がする。

			「確認するわよ、勇人。自分が特別じゃないって言うんなら、どうしてそうなったのよ？」

			「どうしてって……。急成長したければ、基礎を憶えたあとは使いまくればいい」

			　わずか一年でユウトが魔術を極められた理由。

			　それは――

			「俺の師匠の言葉なんだが、『戦闘に身を置くほうが理術呪文の成長が早いのは、思考と実践を繰り返せるからだ。ただし、破壊の魔法を使用して敵を打ち倒すだけでは意味がない。味方を強化して倒しても、弱体化させて敵を倒しやすくしても、戦場を有利に整えても、勝利は勝利だ。常に探求し、勝利しろ』って」

			「スパルタな話ね……」

			「まあ、勝てばいいというよりは、戦闘で勝つためにたくさん呪文を使ったり、どんな呪文があるかを調べていったり。とにかく、研究に耽(ふけ)るよりは場数を踏むんだほうが成長は早いということだな」

			「実戦が成長を促(うなが)すのは私のような聖堂騎士(パラデイン)でも同じだが、テュルはそんな極論をユウトに……」

			　故郷オズリック村に住むエルフの魔導師(ウオーロツク)テルティオーネは、ヴァルトルーデやアルシアとも旧知の仲。しかし、そんなことになっているとは思いもしていなかったようだ。

			「なんだか、今の仕事にも通じるものがあるな」

			「その結果、ユウトは仕事ばっかりになった」

			　アルビノの少女がとどめの一撃を放ったところで、アカネが極上の笑みを浮かべて言った。

			「私は普通で良いわ、普通で」

			「そうだな。むしろ、そうすべきだな」

			　今さら異常さに気付いたらしいユウトが、うな垂れながら言う。

			「もし剣を振るうことに興味や適正があるのならば、私が力になるぞ」

			「そうだね。盗賊(ローグ)向きだったり急所を攻撃する方法なら、ボクが教えられる」

			「えっと、そっちは、どうかな……？」

			　ヴァルトルーデとラーシアの申し出に、アカネは戸惑った。というより、適正があっても急所攻撃を修得するのは遠慮したいところだ。

			「超能力(サイオニツク・パワー)も素質が必要」

			「ということは、私に素質が――」

			「ない」

			　ヨナに一刀両断され、アカネががっくりとうな垂れる。

			「才能がないんなら、言わなくても良かったんじゃねえ？」

			「こういうのは、最初に言っておかないと」

			　ユウトのフォローに対して、無表情でヨナが言い切った。

			　そう言われると、そんなもんかなと思えてくるから不思議だ。

			「ユウトくん」

			「なんでしょうか？」

			「今日はお休みにするでしょう？」

			「ああ……。そうですね」

			　アルシアの問いかけに、ユウトは少し考え込んだ。

			　結局こっちへ残ることになってしまったが、仕事はだいぶ引き継いである。まあ、その分、学校の建設などあれこれやろうとしていたところなのだが、現時点でユウトには余裕があった。

			「アカネ、とりあえず今日は俺からいろいろレクチャーするから」

			「……そうだな。それはユウトに任せたほうが良いだろう」

			　不承不承な雰囲気も見え隠れするが、ヴァルトルーデも同意する。

			　彼女の様子に気づいたアルシアは、たまにはわがままを言っても構わないんですよと思ったが、背中を押すにはタイミングが早いか。

			「ユウトに聞けないことがあったら、力になる」

			「いや、ヨナに聞くのはどうだろう？」

			「よ、よろしくね？」

			　昨日からいろいろ急展開だったが、とりあえず歓迎されているんだなと感じるアカネだった。

			　

			「てっきり、勇人の部屋で授業でも受けるのかと思ってたわ」

			「それも考えたけど、どうせ、朱音の服なんかも買わなくちゃいけないしな」

			　言外にユウトの部屋を見たかったという気持ちを込めるアカネ。だが、ユウトはそれに気づかないふりをして、先に用事を済ませようとアカネに笑顔を向けた。

			　これがヴァルトルーデ相手ならデートと色めき立つところだが、相手が幼なじみではいつもの買い物の延長線に過ぎない。

			　目立たない服に着替えた二人は、ファルヴの城(じよう)塞(さい)から出て、市街へと足を向けた。

			　街は、ちょうど目覚めを終えた頃。

			　南西の住居街から上る煮炊きの煙は細くなり、まだ見えてはいないが商業区域に立つ市ではいくつもの店が開店をしているはずだ。

			「それに、ただ説明するよりも、実際に見ておいたほうが分かりやすい」

			「それもそうねー」

			　アカネは、ここが地球ではないと理解はしても、心の底から納得まではしていない。自分の目で見て回るのは、確かに必要なことかもしれなかった。

			「とりあえず、少なくとも日本じゃないってのは分かるわ。この辺を見ただけで」

			　石造りの建物、石畳の道。

			　すれ違う人間に黒髪は滅多におらず、たいていは金髪碧(へき)眼(がん)のいわゆる「外人」たち。

			　それだけなら、まだ外国と言い張ることもできたかも知れないが、いるのは「人間」だけではない。エルフやドワーフ、草原の種族(マグナー)も混ざっているのだ。異世界と認識するには充分に思えるが、アカネのなかではまだぴんとこないらしい。

			「外国でもないんだけどな……」

			「そうは言うけどね、太陽や月がふたつあるわけでもないじゃない？」

			「一応、なくはない」

			「そうは見えないけど」

			　頭上を仰ぎ見るアカネ。

			　空気が澄んでいるからなのか空は高く、風の匂いも違う。朝の太陽はまぶしいほどだったが、そこだけを切り取れば、地球のそれとあまり変わらない。

			「太陽は光・火・風の、月は闇(やみ)・水・地の源素界への扉になっていて、その影響の強弱により朝と夜や季節の入れ替わりが発生している。そして、その太陽と月の間に影月――混(こん)沌(とん)の源素界の扉がある」

			　ユウトたちが倒したイル・カンジュアル――炎の精霊皇子――は、この混沌の源素界の奥に住まう支配者の一人。

			　それが完全に消滅したことにより混(こん)沌(とん)の源素界の勢力が弱まり、この世界はやや温暖になり豊作な地域が増えつつあるのだが、そのからくりを知る人間はいなかった。

			「そういう世界だったの？　その割には、夜も見えてなかったような……」

			「そりゃそうだ。影月だぞ。光を反射しないから、そもそも見えない。月明かりもあるしな」

			「見えないんじゃ、ないのと一緒じゃない」

			「見えるような状態になったら、混沌の勢力が増してるってことだからな。消えてるほうが良いんだよ」

			「今フラグ立ったわよ、大丈夫？」

			「立ってねーよ」

			　目が覚めた時のように殊(しゆ)勝(しよう)になれとは言わないが、いつもどおりだと扱いに困る。まあ、環境変化に伴う一時的な躁(そう)鬱(うつ)状態と考えれば理解できなくもないが。

			「とりあえず、いろいろ見ていくから」

			「りょーかい」

			　こうして、二人は連れだって歩き出す。

			　まずは、ファルヴで一番の賑(にぎ)わいを見せる市場へと。

			　

			　市場にたどり着いた二人がまず回ったのは、生地や古着を扱う店だ。

			　既製服が存在しないわけではないが、庶民は古着か自作。余裕がある層であれば仕立てを依頼する。そのため、新品の服が店で売られていることは少ない。

			「ここだけ見たら、フリマよね」

			「中身はだいぶ違うと思うけどな」

			　ユウトの適当な相(あい)槌(づち)に返事をせず、アカネはしゃがみ込んで物色を始めた。

			「これは、フランネル？」

			「どう？　こっちなんか、東方産の草木染めよ」

			　女店主が、クリムゾンレッドの生地を見せる。

			　ユウトはその様子を一歩離れて見ているだけだ。興味がないと言えばまったくそのとおりなのだが、善し悪しが分からないのも事実。

			　魔道具(マジツク・アイテム)なら、鑑(かん)定(てい)する呪文が使えるのだが。

			「手触りも良いし、結構良い生地なんじゃないかしら。そういえば、全部手織りなのよね……」

			「そうさ、うちのはどれも上物だよ」

			「うーん。コスプレ衣装を仕立てる感じで、自作できるかしら……。でも、ミシンなんてないわよねぇ」

			「ミシンは見たことないな。まあ、仕組みは調べられるから、どっかに作ってもらう手はあるか……。だけど、いつになるか分かんないな」

			「いや、そこまでは」

			「手縫いで良いって言うのなら、とりあえず買うか？」

			「そうね……って、お金」

			　アカネはいつもの習慣でポケットに手を伸ばすが、日本円が使えるはずもない。

			「金ならあるぞ」

			　なにも心配するなとユウトが言うのに対して、アカネは微妙な表情をした。

			「なんていうか、そうやって断言されると引くわね」

			「遠慮するな。俺への借金は、まだまだ増えていくんだからな」

			「勇人最悪だわ」

			「まあそれは冗談だが、迷惑料みたいなもんだと思えよ」

			「ううむ……。確かに、諸(もろ)々(もろ)償(つぐな)ってもらおうとは思ってたけど……」

			　おごらせると息巻いていたものの、実際にそうなるとブレーキがかかってしまうものだ。

			　悩むアカネ。

			　どうでも良いから、買うなら買ってと視線で懇(こん)願(がん)する女店主。

			「いろいろやりたいし、勇人お願い」

			「あいよ」

			　葛(かつ)藤(とう)の末、アカネはユウトを、ユウトの財布を頼ることにした。

			「じゃあ、そっちのを……。あ、量り売りとかできます？　とりあえず、三メートルぐらいずつ欲しいんだけど」

			「はいよ。ちょっと待っておくれ」

			　客の求めに応じ、巻き尺で布の長さを測っていく女店主。

			　しばし、その手際の良さを眺めていたアカネが、ようやく違和感に気付いた。

			「勇人、メートルが通じたんだけど」

			「ああ……。俺も最初びっくりしたなぁ」

			　女店主から不信感を抱かれないように、小声で応じるユウト。

			　確かに内容は聞こえないが、行動自体の怪しさは隠しようがない。

			「言葉が自動的に翻(ほん)訳(やく)される関係で、一緒に単位も変換されるらしい」

			「便利というか、適当というか……」

			「楽で良いじゃないか」

			　その機能が貨(か)幣(へい)価値にまで及ばない理由までは不明だが、ユウトは気にしていない。

			「これで良いかい？」

			　二人の会話が一段落したタイミングで、女店主が声をかけてくる。

			　アカネは一度こうと決めたら遠慮もなくなり、複数の種類をそこそこの長さで購入したため結構な量となっていた

			「……全部で金貨二枚と銀貨五枚だね」

			　値段交渉はきっちり行ったが、結構な金額だ。

			　ただし、上物ではあっても最高級品ではなく、仮に後宮へ納品されるような品でも平然と購入できるユウトにはなんら問題はない。

			　ぴったり払ったユウトが品物を受け取り、露天を離れる。

			「いきなり買わせちゃって悪いんだけど、どんだけの価値なのか分かんないわね……」

			「俺の感覚だと、金貨一枚で樋口一葉か諭吉一枚って感じだな」

			「そうなると、二万円ぐらい……？」

			「大ざっぱだけど」

			　ユウトが持つ無限貯蔵のバッグへ複雑な視線を向けるアカネ。約二万円という金額は高校生には高いが、布代としては、こんなものかとも思える。

			「何度でも言うけどまったく気にするな。こっちだと、俺は金持ちだからな」

			「暗くてお靴が分からないわ」

			「どうだ、明るく……って金貨は燃えねえよ。あと、成金でもないし、明かりぐらい呪文で出せるわ」

			「それもどうなのかしらねぇ」

			「まあなぁ……」

			　こっちの感覚だと普通のことが、あっちの常識に照らすと残念なことになってしまう。

			　そんな会話をしつつ、次は古着の露店へ。

			　男物・女物問わず、子供服も並んでいる品揃えの良い店だった。

			「さあ、見てってくれ。どれも状態の良い品ばかりだよ」

			　先ほどの布屋とそう離れていない。

			　金払いが良い上客と判断されたのだろう。そのため、最初から愛想もいい。

			「これが、こっちの服ね。いかにも昔の……」

			　ブルーワーズでは一般的なチュニックを広げながら、アカネがつぶやく。

			　店主が言うとおり、古着の割りにはみすぼらしい感じはしない。

			　だが、それだけだ。

			「う～ん。縫(ほう)製(せい)が甘い……。手縫いだから、どうしてもばらつきが。それに、デザインも……」

			　聞こえないように小声で不満を漏らすアカネ。どうやら、こちらはお気に召さなかったようだ。

			「下着は、そこそこあるからまだマシだけど……」

			「服も買わなくちゃとは言ったけど、無理にここで買う必要はないぞ。店で仕立てたって良い」

			「でも、この辺が一般的なんでしょう？」

			「まあ、そうだな」

			「なら、買うわ」

			　考えがあるのか、アカネは真剣な表情で断言する。

			　結局、上下セットで何種類か購入。ついでに履(は)き物も買った。自分で着るというよりは、なにかの資料のようだ。

			「さ、次は食べ物かな」

			「そうね。まだお腹は減ってないから、食材を見てみたいわね」

			「あいよ」

			　そっちであれば詳しいし、お勧めの店もある。

			　人通りが増え始めた市場を縦(じゆう)断(だん)して、目的の店へと向かった。

			「しかし、そのバッグ便利よね。ひみつ道具みたい」

			「ああ。重量はこのバッグの分しか感じないからな。金のある冒険者なら持っておくべき」

			　冒険中に見つける大量の貨(か)幣(へい)や宝石などは、この無限貯蔵のバッグがなければすべてを持ち運ぶなど不可能だ。ドラゴンの巣で、銅貨を数万枚見つけることもままあるのだから。

			　ただし、万能というわけでもない。

			「入れる時は手作業だし、本当に無限に入るわけじゃないけどな」

			「それでもよ。これがあったら、薄い本がどれだけ入ると思ってるの？」

			「知らねえよ」

			「でも、あっちで常用するにはためらわれるデザインだわ」

			　ユウトが持つ無限貯蔵のバッグを見ながら、アカネが遠慮のない意見を言う。それも無理はない。端的に言えば、ただのずだ袋だ。

			「そっちも知らん」

			「男は、これだから」

			　市場とはいえ、そこまで広くもない。歩きながら話していれば、距離も感じない。

			　ほどなくして、一軒の店に到着する。

			「まず、ここ。野菜とか穀(こく)物(もつ)とか、農産物の店だ」

			「どれどれ」

			　興味津々といった様子で、品揃えをチェックしていくアカネ。

			　小麦粉に、そば粉。大麦といった穀類。

			　人参、セロリ、大根や蕪(かぶ)に似た根菜類。それに、キャベツのような野菜。

			「どれも、普通の野菜ね」

			「そりゃそうさ。こんな市場じゃ、珍しいだけの商品は売れないよ」

			「そういう意味じゃないんだけどね……。それより、味見とかできます？」

			「味見って生でかい？　止めときなよ、腹をこわしても知らないよ」

			　そう店主に諭(さと)されるアカネ。それを、ユウトがフォローする。

			「こっちじゃ、あんまり生食はしないんだよ」

			　堆(たい)肥(ひ)の関係で生では寄生虫が心配……ということは、あとで説明すればいいだろう。

			「そう？　じゃあ、一通りもらおうかしら。良い？」

			「ああ。店ごとでも良いぞ」

			「そんなにどうしろって言うのよ」

			　もちろん店ごとではなく、野菜を中心にいくらか購入。小麦粉などの穀類は、城(じよう)塞(さい)の台所にストックがあるので見送る。

			　その後も、肉を取り扱っている露店で塩漬け肉や干し肉を買ったり、ハーデントゥルム産の魚介類を物色したり、珍しい香辛料を見て回ったりと、充実した時間を二人で過ごした。

			「でも、普通よね」

			「なんだよ」

			　とりあえず、一旦城塞へ戻ろうとしていたところ、アカネが少し残念そうに切り出した。

			「てっきり、異世界なら見たこともない色の野菜とか、モンスターの肉とか売ってるものかと」

			「なるほど。言われてみればそうだけど……そもそも、モンスターの肉なんて、食わないからなぁ」

			「はぎ取って、上手に焼いたりしないの？」

			「埋めるか、焼き捨てるかだな」

			　そもそも、頻(ひん)繁(ぱん)に出会うモンスターといえば、ゴブリンやオーク、オーガなどの悪の相を持つ亜人種族たち。よっぽど餓(う)えていない限り、食べたいとは思わない。

			「それから、変な野菜なんて、俺が知る限り見たことがない。というかむしろ、ジャガイモとかトマトとか普通の野菜でもこっちにないのがあるくらいだ」

			「ううん。トマトがないのは、レパートリーが狭まっちゃうわねぇ」

			　思案げなアカネが、ふと思いついて言葉を発する。

			「そうなると、逆に不思議よね。地球に似すぎてない？　いや、こっちに、あっちが似ているとも言えるけど……」

			「それを言ったら、呼吸できる時点でおかしいってことになるからなぁ」

			　ユウトも通った道だが、考えてもどうにもならなかった問題。

			「ええっとなんだっけ？　インテリジェントデザインだっけ？　一人の神様がどっちの世界も作ったとか？」

			　幼なじみの大胆な仮説に肩をすくめる。

			「さあな。こっちの神様に会った時は、そんな話は出なかったけど」

			「……神様に会ったとか平然と言われても、リアクションに困るわね」

			「スルーしとけ。重力が変わらないのも、一年が三六〇日ぐらいなのも、そんなの気にしてたらなにもできない」

			「そんなだから、地球と一年半もズレてることにびっくりするのよ」

			「正直、そんなところまで、頭が回らなかった」

			「でも、秘密が隠れてそうじゃないのよ」

			「別に、世界の秘密になんて興味ないさ。俺たちの生活に関わってこないのなら、調べようとも思わない」

			「せっかくのファンタジーなのに、勇人は勇人なんだから」　

			　無関心を責める内容だったが、声音に棘(とげ)はなく顔も笑っている。

			「まあ、あれよね。ファンタジー的に一番説得力があったのは、このお城だわ」

			　進路上に鎮(ちん)座(ざ)するファルヴの城(じよう)塞(さい)を指さして、アカネが言う。

			　夜の間は、はっきり見えなかった。出て行く時も、当然、ちゃんとは見ていない。

			　それが今、一歩近づくごとにその偉(い)容(よう)がはっきりと分かる。

			　分厚く高い城壁。

			　東西南北にそびえる、その城壁よりも高い尖(せん)塔(とう)。

			　跳ね橋の先にある巨大な城門。

			　そして、中央に鎮(ちん)座(ざ)する城館。

			　確かに、非日常の光景だろう。

			「ダイナシだ、こいつ……」

			　これには苦笑もできず、ユウトは、ただ頭を振るしかなかった。

		

	
		
			　

			４・それぞれの思惑

			　

			「それで、どうするつもりなの？」

			　ユウトたちが出て行ってから、きっかり三分。食後のハーブティーを楽しみながら、ラーシアが問いかけた。

			《祝宴(セイント・フイースト)》で創造した食べ物や食器は跡形もなく消え、食後特有のだらりとした空気が流れかけた瞬間に投下された疑問。

			「どうとは、どういう意味だ？」

			　疑問をぶつけられたヴァルトルーデは、意味が分からないと首を振る。

			「いや、あの娘とユウトを二人きりにしちゃって良いのかなーって」

			　ラーシアが分かりやすく言い換えても、表面上、ヴァルトルーデの態度は変わらない。イスタス伯(はく)爵(しやく)と呼ぶべき威(い)厳(げん)は保っている。

			　ただし、わずかにこめかみが動いたのには、誰もが気付いていた。

			「彼女の立場にもなってみろ、ラーシア」

			　言い聞かせるかのような口調で、ヴァルトルーデが言う。

			「いきなり故郷から切り離され、そこに同郷のユウトがいたんだ。頼りにするのは当然だし、世話を焼くのもごく普通のことだろう」

			　正論。

			　これ以上ないほどの正論。

			　誰もが納得したことだろう。彼女の口調が自分に言い聞かせるようなものでなければ。

			「ふぅん」

			　イタズラを楽しむかのようにラーシアが笑う。

			「オレは勉強してくる」

			　興味がないわけではないが、自分では有益なアドバイスは見込めないだろうと、エグザイルが席を立った。

			「べんきょうって？」

			　ヨナが不思議そうな表情と声で聞くと、エグザイルが立ち止まって答えた。

			「軍を率いてみようかと思ってな」

			「それ、ボクも初耳なんだけどー」

			「誰にも言っていないからな」

			　ラーシアの言葉に、当然だと、エグザイルが言い切る。

			「どういうことだ？」

			「このまま、ヴァルの下で厄(やつ)介(かい)になるつもりなのでな」

			　しかし、ヴァルトルーデの問いかけにも、詳しい事情を話さないエグザイル。そのまま待っても説明はなかった。

			「えっと、つまり？」

			　しびれを切らしたラーシアが再び疑問を投げかけると、代わりにアルシアが答えた。

			「エグザイルが、自分ができること、為すべきことを見つけたということでしょう」

			　その言葉に同意し、やっとエグザイルも口を開く。

			「ああ。立場上、ヴァルが前線に立つわけにはいかないだろうからな」

			「むう……」

			　戦争を起こしかけたことはあるが、実際に軍団編成までには至っていない。

			　しかし、いずれ――数年の猶(ゆう)予(よ)はあるだろうが――軍を率いることになるだろう。

			　その時、信頼できる指揮官がいれば、これ以上に頼もしいこともない。

			「まあ、期待されすぎても困るがな。挫(ざ)折(せつ)する可能性もある」

			　そう言って、岩巨人(ジヤールート)は部屋を出ていった。

			「そういえば、なんの話をしてたんだっけ？」

			「ユウトくんとアカネさんを、ヴァルは追わなくて良いの？　という話だったはずですよ」

			「そうだったそうだった」

			「かなりねじ曲がっているぞ！」

			　ラーシアとアルシアのやり取りに抗議するヴァルトルーデ。だが、当然ながら、その訴えが聞き届けられることはない。

			「でも、二人がどんな様子か気にならない？」

			「もだえるぐらいなら、のぞき見したほうがマシ」

			　そう言ったヨナの視線は、ユウトの執務室にある上級魔道具(マジツク・アイテム)のミラー・オブ・ファーフロムへと向いていた。

			「気にならないと言っては嘘になるがな……」

			　ヴァルトルーデは無意識に、胸元のペンダント。ユウトからの贈り物をまさぐる。

			「私はユウトを信じている」

			「おおー」

			　無表情で感嘆の声を上げるヨナに対して、ラーシアはにやにやとアルシアに振った。

			「親友として、アルシアどうよ？」

			「いつも一緒だった幼なじみの成長に嬉しさ半分、ヴァルトルーデにあんな台詞(せりふ)を言わせたユウトくんに嫉(しつ)妬(と)半分というところかしら」

			「なるほど。深いね……」

			「おまえらなぁ！」

			　伯(はく)爵(しやく)と言えば、押しも押されもせぬ上級貴族。そんな彼女がいじられている様子を他の貴族が見たら卒倒しかねないだろう。

			「ユウトとのことがなければ良い娘だとはボクも思うよ。ヴァルがそれで良いって言うんなら、こっちも適当にいじって楽しもうかな。主に、ユウトを」

			　ヴァルトルーデに追い打ちをかける草原の種族(マグナー)に、アルシアも便乗する。

			「私としては、ヴァルが正妻であれば妾(めかけ)が数人いても止むを得ないと思っているのですが」

			「ええ？　でも、ヴァルと結婚ってことは、なんとか伯爵家に婿(むこ)入りでしょ？　お婿さんが妾とかありなの？」

			「そこは、ヴァルの度量次第でしょうか」

			「もう、好きにしろ……。全部、ユウトのせいだ……。あと、イスタス伯爵家だからな……」

			　ヴァルトルーデは、ユウトがいないと矛(ほこ)先がすべて自分に向いてくるんじゃないかと、理(り)不(ふ)尽(じん)な怒り――哀しみかもしれない――を感じて言った。

			　いじめ過ぎたかしらと反省したアルシアは、この辺で矛を収めることにした。

			「あら、ヨナの前でする話ではなかったですね」

			「だいじょうぶ。みんなで仲良くってことでしょう？」

			「ヨナは賢いなぁ」

			「ぜったいに、ちがう……」

			　ヴァルトルーデの生涯で、今ほどユウトを必要とした瞬間はない。残念ながら、悪い意味で。

			　そんな彼女の声を聞きながら、アルシアはほっとしていた。

			　ユウトが帰還の術(すべ)を失ったと知った直後に、親友が不安定になり心配していたのだ。しかし、アカネという予想外の要素により、一時的にせよ罪悪感を忘れられたらしい。

			（できれば、このままユウトくんを取り合って、エスカレートした挙げ句に、既成事実でも作って欲しいものですが）

			　ヴァルトルーデの幸せのためならば、ある意味で見境のないアルシア。

			　同時に、こうも思う。

			「それに、ユウトくん自身が妾(めかけ)が許される立場にならないとも限らないのですよね」

			　その呟きは、誰にも聞かれることはなかった。

			　

			「勇人、ちょっとタンマ」

			「歩くの、速かったか」

			「それもあるけど、それだけじゃないかな？」

			　城(じよう)塞(さい)が一番異世界らしいという言葉を受けて、ユウトは次に神殿へとアカネを案内した。

			　ファルヴには、アルシアのトラス＝シンク神殿に、建設途中のヘレノニア神殿、他にも続々と神殿が進出している。ゴシック様式ともなんとも言えぬ異世界の神殿を前にして、アカネは完全に観光客気分になっていた。

			「歴史的建造物として教会とか神社は見たことあるけど、リアルタイムだともっと派手なのね」

			　黄金に近い黄色で彩(いろど)られた太陽神フェルミナの神殿を目にし、アカネはそんな感想を抱いていた。

			　その後は、居住地区へ移動し、街灯や工事中の住居などを見て回っていた。

			「なんというか、そろそろ情報を処理しきれなくてオーバーフローしそう」

			「ああ……。それは悪かった」

			「良いわよ。楽しかったのは事実だし。でも、もっとゆっくり歩きなさい」

			「ヴァルは俺より足が速いぐらいだから、すっかり忘れてた」

			「そこでなぜヴァルが出てくるのかは、あとでじっくり問い詰めるから」

			「ぐっ」

			　失言を悔やむユウトへ、サディスティックな笑みを向けるアカネ。

			　しかし、彼女の内心は複雑だった。

			　数歩先を歩くユウトの背中は、記憶にあるそれよりも大きい。一年以上の時差があるのだから当然だが、なんだか置いてけぼりを食らったような気分になる。

			　それに、昔よりも体力がついたようだし、背も高くなった。

			　中学時代サッカー部だった幼なじみを思いだし、自然と頬が赤くなってしまう。

			　ユウトは変わった。

			　良くも悪くも。

			　簡単に言えば――格好良くなった。

			「あれだ、仲間内じゃ俺が一番体力がないから。それで、配(はい)慮(りよ)が欠けたんだ。そういう意味では、ヴァル子が関係しているとも言えるし、無関係とも言える」

			「言い訳はあとで聞くって言ったでしょ。でも、ヨナちゃんより？」

			「野生児なんだよ、見た目はそんな感じしないけど」

			「野生児って」

			　アカネは思わず苦笑をもらし、小走りにユウトの隣へ移動する。

			　肩が触れそうで、横顔がはっきりと見え、その気になれば手をつなげる距離。

			　後ろからついていくよりも、このほうが良い。

			　そのまま十分ほど歩き続けると、ユウトが立ち止まる。

			「ここが、最後の目的地？」

			　二人の前には、このファルヴでは一般的な石造りの家があった。

			　他と違うのは看板に書かれた文言だろうか。

			「ええと、『レンの魔法薬(ポーシヨン)店』？　知らない文字なのに普通に読めるって、やっぱり違和感があるわね……」

			「そのうち、嫌でも慣れる。ここは、知り合いが最近始めた店だよ。タイミングが悪くて、顔を出せなかったんだ」

			　タイミングとはイグ・ヌス＝ザド――とはその時点では知らなかったが――が現れると神(しん)託(たく)が下った前後。さすがに、ユウトは知り合いのいる店へヴァルトルーデとのデート中に立ち寄る気にはなれなかったのだ。

			「レン、いるか？」

			　無遠慮に木製の扉を開け、なかへ入っていくユウト。アカネも、堂々とそれを追う。

			　店内は、それほど広くなかった。

			　端から端まで移動するのに、五歩もかからない。両端の棚とカウンターの奥には、魔法薬(ポーシヨン)が入っているのであろうガラス瓶が並んでいた。

			　アカネは、住宅街で住人が趣味半分でやっている小物の店を連想する。

			「お兄ちゃん……？」

			　カウンターの奥にいた少女が、ユウトを見て茫(ぼう)洋(よう)とした声を漏らす。

			　しかし、整った顔は幽霊を見たかのような驚きに彩(いろど)られ、実際、驚いているのだろう。魔法薬(ポーシヨン)が入ったガラス瓶を、今にも取り落としてしまいそうだった。

			「なかなか顔を出せなくて悪かったな」

			　ユウトの言葉に対してふるふると無言で首を振る少女の仕草に、アカネは言いしれぬ感動を憶える。反則だ。どのルールに抵触しているのかは分からないが、反則だ。

			　少女の動きにあわせて、ややくすんだ金色の髪が揺れる。その髪はかなり長く、小柄とはいえ、その少女の背丈ほどもある。

			　それが包み込むのは、小柄なだけではなく華(きや)奢(しや)な体(たい)躯(く)。身長は一四〇センチ前後だろか。

			　抱けば折れてしまいそうだが、不健康さは感じられない。若葉のようにみずみずしい少女だった。
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			「妖精？」

			　アカネのその印象は、あながち間違いではなかった。

			「レンはハーフエルフだよ」

			「うわお」

			　興奮で、女子高生らしからぬ声を上げる。

			　エルフであれば街の散策中にもすれ違ったが、不(ぶ)躾(しつけ)な視線を向けるわけにもいかず、きちんと相対するのは初めて。

			　よく見れば、確かに耳は広葉樹の葉のようにとがっている。

			　アカネが興奮している間に、ハーフエルフの少女――レンもようやく現実を認識したらしい。

			「会いたかった……っ！」

			「うおっと」

			　レンはもどかしそうにカウンターの横手から出ようとしたが、魔法薬(ポーシヨン)を持ったままであることに気づき、それを慎重に置いてからユウトの胸に飛び込んだ。

			　身長差のせいで、実際には腹か腰の辺りなのだが。

			「まったく、レンは寂(さび)しがりやだな」

			「だって……ずっと会ってなかった……から」

			「それもそうか。この一年はこっちにかかりきりだったもんな……」

			　深く考えずに胸中の少女の頭を撫(な)でているユウトに、アカネが横合いから冷たい視線を向ける。アカネがあえて二人の視界に入った形だ。

			　慌ててハーフエルフの少女を離し、軽く居住まいを正すユウト。

			「ああ。彼女はレン。俺の理術呪文の師匠、テルティオーネの娘だよ」

			　非難がましい視線には触れず、ユウトがとりあえず初対面の二人を紹介する。

			「で、レン。こっちはアカネ。俺の故郷の幼なじみで、つい昨日こっちに来たんだ」

			「わぁ……」

			　憧(どう)憬(けい)にも似た純粋で純真な視線を向けられ、アカネは一瞬たじろぐ。

			　しかし、聞くことは聞かなくてはならない。

			「ユウト、あんたはこっちでなにを想い、なにを為してきたのよ」

			「そんな壮(そう)大(だい)なことを聞かれても困る……」

			　あんな美人をこまし、いたいけな少女たちまで手なずけているとは。この幼なじみに、一体なにがあったのか。

			「俺とレンは姉弟弟子みたいなもんだからさ。一緒に理術呪文をならったり。もちろん、俺が弟な」

			　そう言うユウトに対し、レンは静かに首を振る。

			「私は、才能があんまりない……から」

			「才能とか、関係ないだろ。まあ、向き不向きはあるだろうし、魔法薬(ポーシヨン)を作るのが好きだったみたいだけど」

			　そのフォローに対しても、レンはふるふると首を振って否定する。

			「お兄ちゃんは……凄(すご)い。お父さんが考えた特訓を初めてクリアした人。お父さんでも音を上げたのに……」

			「そうだったのかよ……」

			「まあ、監督が選手と同じ練習をできるわけはないしね？」

			　アカネのフォローが、ユウトにとっては逆に哀しい。

			「そういえば、森でのサバイバル合宿も、途中で俺だけになったなぁ……」

			「待って」

			　額に手を当て頭痛をこらえながら、アカネはユウトの言葉を聞き咎(とが)める。

			「途中でユウトだけになったってことは――」

			「ああ。二週間ぐらい、レンと二人だったな」

			「……うん」

			　顔を向けると、ハーフエルフの少女は視線をそらしながらも、しっかりと肯定する。頬を赤く染めて。

			　可愛(かわい)いから性質(たち)が悪い。

			　抱きつきたくなる衝動を必死にこらえ、アカネはもうひとつの疑問を口にする。

			「ちなみに、ハーフエルフってことは人間よりも寿命とか……」

			「ああ、かなり長いな。普通のエルフが八〇〇～一〇〇〇歳。ハーフエルフだと、ざっくりその半分ぐらいらしい」

			　ハーフエルフはおよそ人間の五倍の寿命。

			「それで、レンちゃんはおいくつ？」

			「あれ？　何歳だっけ？」

			「二〇歳……だよ」

			「実質四歳じゃないの！」

			　レッドカードを持っていれば、即座に掲げていただろう。その後は、規律委員会送りだ。

			「いや、最初は人間年齢の半分ぐらいの成長速度らしい。んで、ある程度成長したらもっと緩(ゆる)やかになるとか」

			「それでも、一〇歳よねぇ」

			　とりあえず、これはなにかあったのは確定だ。この見るからに内気な少女が、ユウトに心を開き懐くに至った出来事が。

			　まあ、それはあとで追及するとして。

			「でも、実質一〇歳でこの店を出すわけ？　って、他にちゃんと大人が……」

			「私、がんばる……よ」

			「そうよね、『レンの魔法薬(ポーシヨン)店』だもんね」

			「レンも魔導師(ウオーロツク)一歩手前ぐらいの実力はあるし、不安になるのは分かるけど、立派に一人前だよ」

			　ユウトはそう言いながらも、この界(かい)隈(わい)の巡回はしっかり行うようにヴァルトルーデから伝えてもらおうと決意する。

			「ところで、ユウト」

			「なんだよ」

			「それで、魔法薬(ポーシヨン)ってなに？」

			「おう……。忘れてた……」

			　魔法薬(ポーシヨン)は、様々な薬草や鉱石、動物やモンスターの内臓などを特殊な配合で煎(せん)じ詰めた特殊な薬品――ではない。

			「違うの？」

			「薬草や鉱石のどこに、魔法の要素があるんだよ。そういうのは、錬金術師の領域だな」

			　そして、効果も怪しげなものがほとんどだった。

			「魔法薬(ポーシヨン)の原料は、呪文の巻物(スクロール)」

			　つま先立ちになったレンが、カウンターの上に置いてあった巻物(スクロール)を手に取る。理術呪文や神術呪文を羊(よう)皮(ひ)紙(し)に封じ込めた、即席だが一度きりしか使用できない消(しよう)耗(もう)品(ひん)。

			「これを薬液で溶かして魔法的な処理を施(ほどこ)し瓶詰めすると、そのベースになった呪文の効果が発揮される魔法薬(ポーシヨン)の完成らしい」

			「薬液とか処理方法は秘密」

			　ユウトも、魔法薬(ポーシヨン)作りにまでは手を出していないので、詳(しよう)細(さい)は知らない。

			　一方のアカネには、製法よりも気になることがあった。

			「紙が原料って、不(ま)味(ず)そう……」

			「ふつうは」

			　レンが控えめに否定する。ちょっと胸を張って得意げだ。

			「ユウト……お兄ちゃんと一緒に、研究した……から」

			　ハーブを香料にしたり、酒や果汁を混ぜて飲みやすくしたりと、ユウトにとってはちょっとした工夫。それが偉大な父と違って魔術師(ウイザード)としては二流止まりだったレンの劣等感を救ったのだが、ユウトにはそんな自覚は欠片(かけら)もない。

			「そういえば、派手な攻撃呪文とか魔法薬(ポーシヨン)にしたら、飲んだら死んじゃうんじゃない？」

			「そういうのは無理。強すぎる呪文もダメ」

			「制限があるのね」

			  それはそうかとアカネが頷(うなず)く。

			「基本は、怪(け)我(が)を治したり、身体能力を増幅させたりだな」

			「うん。あっちにある……よ」

			　レンがとてとてと店内を移動し、「ん～っ」と背を伸ばして商品のありかを指さしてくれた。

			「それから……。武器とか鎧(よろい)を一時的に強化する塗布型のも」

			　今度はカウンターのなかに戻って、わざわざガラス瓶を並べてくれる。

			「ユウト、買うわよ。いくらか知らないけど」

			「買わねえよ。あと、金貨二〇枚以上するからな」

			「きっと払うから！」

			「その言葉は聞きたくなかったなぁ」

			　いきなり漫才を始める二人に、レンは首を傾(かし)げていた。

			　しばらく商品を冷やかし、一段落したところで、そんな雰囲気が醸(かも)し出されたからだろうか。

			「お兄ちゃんと、アカネ……さんは、もう帰っちゃう？」

			「いや、用事があるようなないような……」

			「お昼……一緒に……」

			「もちろん。良いわよね、勇人」

			「ああ、そうだな。おごるから、どこかへ食べに行こうか」

			「うん」

			　満面に笑みを浮かべ、小さな天使が、居住スペースにしているのであろう奥へと軽い足取りで準備をしに行った。

			「ねえ、ユウト。訂正する」

			「なんだよ？」

			「私、レンちゃんに一番異世界ファンタジーを感じたわ」

			「……左様で」

		

	
		
			　

			５・女の戦い

			　

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)は、街そのものとは独立して存在している。

			　城塞が出現してから街作りをしたのだから当然と言えば当然だが、その最たるものは水回りだろう。

			　城塞内にはいくつもの井戸が設けられ、万一の際にも数ヶ月は耐えられるようになっている。

			　また、浴場やトイレといった施設もいっそ過(か)剰(じよう)と思えるほど準備されており、その仕組みはユウトでも解明することはできなかった。

			　要するに、お湯がどこからともなく出てきて、廃水はどこにとも知れず処理されている。

			　まさに、神の恩恵という他ない施設。

			「凄(すご)いんでしょうけど、なんか地味よね」

			　罰(ばち)当たりながら、現代日本人としては当然といえるアカネの感想。風呂やトイレの水を流したあと、どこへ行くかなど普段から意識しているはずもない。

			「なにか言ったか？」

			「ううん。気にしないで」

			　アカネは、ヴァルトルーデへ曖(あい)昧(まい)な答えを返す。それほど気にしていたわけでもないようで、美しき聖堂騎士(パラデイン)は自らの着替えに戻る。

			　そう。着替えだ。

			　ふと周囲を見回し、アカネは現在の状況を再確認する。

			　数メートル四方のこの部屋には石造りの床にカーペットが敷かれ、壁際に棚が並んでおり、そのなかにはカゴが並んでいた。

			　温泉の脱衣場にしか見えないこの場所は――実際に、そのとおりだった。

			　街の見学から戻ったアカネと、神殿での訓練を終えたヴァルトルーデ。二人して城(じよう)塞(さい)内の浴場に連れ立って入っているのは、初めて使うアカネにヴァルトルーデが配(はい)慮(りよ)してのことだが、逆にアカネは妙に意識してしまう。

			「気にしても仕方ないわよね」

			　あえてヴァルトルーデのほうは見ずに、表着を一気にめくり上げる。

			　玻璃鉄(クリスタル・アイアン )の球に封じ込められた《燈火(ライト)》が、その瑞(みず)々(みず)しい肢(し)体(たい)を照らす。

			　白く柔らかそうな肌。

			　女性らしい曲線を描く上半身。

			　豊満な双球を包み込む、ライトグリーンのブラジャー。

			「アカネ、その布はなんだ？」

			「え？」

			　アカネは一瞬、なにを聞かれているのか分からなかった。

			　困惑しつつも、ヴァルトルーデの視線をたどると……胸に行き着いた。

			「ぶ、ブラ？」

			「ブブラ。ふむ……」

			「いや、違くて……」

			　アカネの否定の言葉は、ぶしつけなヴァルトルーデの視線によって遮(さえぎ)られた。

			　新種を発見した学者のように興味津々と、ブラジャーをぐるりと回って観察する。

			「なるほど。この布で胸を支えるわけか。なかなか便利そうだな」

			「まあ、そうね。あと、こすれると痛いし……って、こっちにはないの？」

			「そのように胸を支える必要がある場合には、コルセットだな。私もアルシアも好いてはいないが」

			「ブラが、ない……？」

			　なんということだろうと、めまいがする。

			　そう言えば、古着屋でも見かけなかった。その時は、下着を市場で堂々と広げたりしないだけだろうと思っていたのだが……。

			　そして、もっと重大な問題に気付く。

			「じゃあ、ヴァルはノーブラ？　アルシアさんも!?」

			「うん？　ノーブラ？　そして、アルシアへの反応が大きいのはなぜだ？」

			「ごめん。ちょっと待って」

			　何度目かのカルチャーショックに、アカネは頭を抱える。半裸だが、気にしている場合ではない。

			　そんな来訪者を見て、ヴァルトルーデはあっさりと決断を下した。

			「そうだな。見たほうが早いだろう」

			　証拠とばかりに、彼女も服を脱ぐ。

			　下着姿となったヴァルトルーデの体を覆(おお)っているのは、青白い綿製の肌着。肩(かた)紐(ひも)で支え、膝ぐらいまで丈があった。

			「ああ、シュミーズはあるのね」

			　まったく下着がないわけではなかったのかとアカネは安(あん)堵(ど)する。

			　ヴァルトルーデはその安心が、ユウトに対してのものだとまでは気付かなかった。

			「知っていたか。それから、下はこうなっている」

			「あー。スパッツみたいなものかしら？　って、じゃあショーツもない？」

			「ショーツ？」

			「そう、こんなの」

			　もう羞(しゆう)恥(ち)心(しん)はどこかへ行ってしまったようだ。

			　アカネは目の前でスカートを脱ぐと、上とおそろいのライトグリーンのショーツが姿を現す。

			「可愛(かわい)らしいな。色も、上下で揃えてあるのか」

			「女のたしなみよ」

			「ふうむ……。このリボンがいい。しかし、私は今までこんな肌着は見たことがないな」

			「まさか、ショーツまでとは……。私の分は何着かあるけど、どうしよう」

			　ユウトがいたら照れるよりも先に、あきれそうなやりとりだ。

			「アカネ。とりあえず、そろそろなかに入らないか？　風邪を引いてしまう」

			　ヴァルトルーデは風邪は元より病気などほとんどしたことはないのだが、アカネはそうではない。

			「そ、そうね」

			　さすがに背中合わせになって下着を脱ぎさると、ヴァルトルーデはタオルだけ持って、アカネはお泊まりセットに入れたシャンプー類を持って浴場へと移動した。

			　

			　二人は、ゆったりと湯船に浸かっていた。

			　体を洗う段階でも、タオル、ボディソープ、シャンプー、リンスと様々なギャップは存在したが、熱い湯の気持ちよさは変わらない。

			「ああ……。染みるわ……」

			　浴(よく)槽(そう)に身を沈めたアカネが、たまらないと息を吐く。

			　石造りの浴槽がいくつか設えられた、優に十数人は入れそうな浴場。天井は高く、広々としている。

			　日本の温泉と違って窓も装飾もないが、ここが普段から使う風呂場と考えれば不思議ではない。

			「随(ずい)分(ぶん)と気持ち良さそうだな」

			「今日は、結構歩いたから」

			「ユウトも、最初は移動で苦労していたな。いや、今でもか？」

			「地球には、便利な乗り物がいろいろあるもの」

			　半分夢見心地で答えるアカネ。

			「チキュウか……」

			　見たこともない地球――愛する男の故郷を思い、ヴァルトルーデが遠い目をする。

			　その物(もの)憂(う)げな表情が、湯浴みにより上気した頬と相まって得も言われぬ色気を醸(かも)し出す。湯気の向こう側というある意味制限された環境も、その神秘性を強調する結果になっていた。

			　ここまで美人だと、嫉(しつ)妬(と)する気にもならない。ただただ、感嘆するだけ。

			　彼女の美しさの前には、アカネの密かな自慢だったこの胸も、余計な脂肪の塊(かたまり)に思えてしまう。それに、大きさだけを言えば、アルシアに負けているではないか。

			　聖堂騎士(パラデイン)――剣を振るって戦う騎士だというのに、その白(はく)磁(じ)のような肌には傷ひとつない。適度な脂肪がついた手足も、筋肉の固さではなく女性らしい感触を有している。

			　つまり、美人でスタイルが良い。

			「どんなチート……」

			「ん？　じっとこちらを見て、どうした？」

			「いえいえ。なにも」

			　一方、ヴァルトルーデも同じことを考えていた。

			　ユウトの幼なじみであるアカネは、ヴァルトルーデが見たなかで、最も洗練された美少女だった。

			　茶色に近い髪はさらさらしていて、自分のように櫛(くし)が引っかかるようなこともないのだろう。肌には日焼け跡もしみもなく、艶(つや)がある。

			　また、立ち居振る舞いも堂々としており、自信を感じさせる。

			　戦士としては、当然、比べるまでもない。だが、女性としては、どうだろう？

			　それに、あの精(せい)緻(ち)な刺(し)繍(しゆう)が施(ほどこ)された肌着は見事なものだ。

			　知識豊富というわけではないが、あんな物を見たこともなかった。あれが地球特産ということであれば、ユウトにとっては馴(な)染(じ)みがある物なのだろう。

			　翻(ひるがえ)って、こちらはどうだ。

			　今まで気にもしたことはなかったが、ユウトにあんな姿を晒(さら)すことができるだろうか？　いや、いずれはそうしなくては……。

			「いやいや、待て、落ち着け、ヴァルトルーデ」

			　暴走する思考――あるいは妄想――を、ヴァルトルーデは慌ててかき消す。そのまま顔を湯に沈めて、ぶくぶくと気泡を放出する。

			「ヴァル、なにやってるの？」

			「精神修養のようなものだ……な」

			「そう」

			　そこで、会話が途切れる。

			　そのまま数分。

			　そろそろ出ようかとヴァルトルーデが動きかけたところ、アカネが思い詰めたように言った。

			「聞いて欲しい話があるの」

			　声は浴室の壁に反響し、湯気で彼女の表情ははっきりと見えない。

			　だが、真剣さは伝わった。

			「聞こう」

			　ヴァルトルーデは居住まいを正し、正面からアカネを見つめる。

			「勇人には話せない、勇人の話。でも、ううん。だからこそ、あなたは知らなくちゃいけない話なんだわ」

			　湯に浸かりながら、ヴァルトルーデは頷(うなず)いて先を促(うなが)す。

			「勇人がいなくなってから、地球では半年ぐらいかしらね」

			「半年？　二年ではなく？」

			「うん。でも、そこは本質じゃないの」

			　一度、深呼吸。

			　それでなんとか心を落ち着けたようで、改めてアカネは口を開いた。

			「勇人がいなくなってからね、勇人の家は夜、絶対に明かりが消えなくなったの」

			「それは……」

			　戸惑いながらも、ヴァルトルーデは正解に達した。

			　いつ息子が帰ってきてもいいように。自分たちが寝ていてもせめて明かりだけででも迎えられるようにしているのだ。

			「そして、おじさんとおばさん――勇人のご両親は休みの日も滅多に休まなくなった。勇人がいない家にいたくないからじゃないわよ。警察が見つけられないからって、代わりに人を雇(やと)って探しているの。その費用を稼ぐために働いているのよ」

			「…………」

			「勇人の学校の友達も、みんな心配してる。夜遅くまで勇人を探すのにかけずり回ってくれたこともあるわ」

			　なにも言うべきではない。そうヴァルトルーデは感じていた。

			　ヴァルトルーデでは、否、ユウト以外の誰であっても、言葉を発した瞬間、それは空(くう)虚(きよ)な絵空事となる。

			「あなたが、勇人を好きなのは分かる。勇人が、この世界でいろいろやって来たんだなというのも、全部じゃないでしょうけど分かるわ」

			　アカネは非難にならないように冷静さを心掛けるが、成功しているかは分からない。

			　切り出したは良いが、アカネにも迷いがある。

			　せっかくの機会だからと、焦りすぎたかもしれない。

			　緊張に、手が震える。

			　思えば、今日一日異常なテンションだったのも、この思いを抱えたままだったという裏返しだったのかもしれない。

			　それでも、口を開くのは止められなかった。

			「でも、それは誰かの哀しみを生み出しているということでもあるの」

			「それを想わなかったことはない」

			　ヴァルトルーデの声が震える。

			　それは、浴場の反響ゆえか、それとも……。

			「だが、やはり、本当のところでは分かっていなかったのだろうな……」

			　ある意味、それは当然だろう。

			　なにしろ、ユウト自身ですら、本当の意味で地球に残してきた人たちのことを理解していたわけではないのだから。

			　自分自身が生きているのは、ユウトには分かる。一方、両親や友人が不幸に見舞われるという想像は難しい。

			　そして、ユウトが元気であることが伝わるはずもない。

			　この情報格差は、どうしても乗り越えられないのだ。

			「でも、勘違いはしないでね。別に、勇人を諦(あきら)めろなんて言ってないから」

			「……どういうことだ？」

			　湯でのぼせかけているヴァルトルーデには、その言葉は難解だったようだ。平常時でも、理解できたかどうかは分からないが。

			「だって、勇人のこと、好きでしょう？」

			「うっ」

			「好きでしょう？」

			「うう……」

			　再びヴァルトルーデが浴(よく)槽(そう)へ沈む。

			「ああ、そのとおりだ」

			　しかしすぐに浮上し、彼女は堂々と宣言した。

			　顔は真っ赤だったが。

			「それは誰にも止められない。理屈じゃないものね。だから、勇人がヴァルを選んでこっちに残るというのも、私は非難できない」

			「アカネ……」

			「だから、私が勇人を誘(ゆう)惑(わく)するのも自由よね？」

			「そうだ……な」

			　同意しかけて、ヴァルトルーデは途中でおかしさに気付く。

			「あれ？　なんだか話が違わないか？」

			「違わないわよ」

			「いや、絶対におかしい」

			「はぁ……。のぼせちゃいそう」

			「それは私もそうだが、ちょっと待ってくれ」

			「大丈夫よ。勇人を信じましょう」

			「うん。そう……なのか？」

			「そうよ。でも、アルシアさんとの関係はきっちり問い詰めないと」

			「ああ、そうだな。それは重要だ」

			　疑念をあっさりと流し、ヴァルトルーデは同意した。

			　二人は湯に入ったまま、再びがっちりと握手を交わす。

			　それは、戦いの握手か、共犯者の握手か。

			　いずれにしろ、ユウトが知ったならば頭を抱える類(たぐい)のものに違いなかった。

		

	
		
			　

			６・男の語らい

			　

			「魔法薬(ポーシヨン)をですか？」

			「うん。供給に関しては問題ないと確認済だから」

			　アカネとヴァルトルーデが入浴しているその頃、ユウトは執務室に戻って書記官のクロード・レイカーと打ち合わせを行っていた。

			　ユウトは机の上に書類を広げ、クロードはその前で直立不動。

			　アカネと連れだってレンの下へ訪れたのは、仕事の一部でもあったのだ。

			「税率を下げるのですな？」

			「うちの収入分は」

			　今の議題は、今年から行う予定の村々からの徴(ちよう)税(ぜい)に関してだ。帰還予定だったため既(すで)に決定していたはずの問題だが、時間ができたため見直しとなった。

			「税率はそのまま。ただし、徴(ちよう)収(しゆう)した税の一部を健康保険に切り替え、そこから魔法薬(ポーシヨン)を購入する」

			「まとめると、そういうことかな。ファルヴやハーデントゥルムなら施療院があるから健康保険の意味があるけど、他の場所じゃね」

			「そこで、租税から購入した魔法薬(ポーシヨン)を、各村に配備ですか……」

			「とりあえず怪(け)我(が)と病気用のを数本ずつ配備して、全部で金貨七百枚ぐらいかな？」

			　主からの提案を確認したクロード老が、考え込む素振りを見せる。

			「承知いたしました。調整も説明も必要になりますが、長い目で見れば利益になるでしょう」

			「うん」

			「しかし、あえて苦言を述べますれば、いささかお優しすぎではありませんかな？」

			　この世界では――というよりも封建制では――民は搾(さく)取(しゆ)される存在だ。もちろん、完全に無力な存在ではなく時に力ずくで領主に反抗し、逃(ちよう)散(さん)して村を捨てる場合もある。

			　それでも、厚(こう)遇(ぐう)し過ぎではないか、他の領主や王国との軋(あつ)轢(れき)が生まれるのではないか。クロードは、そう指摘している。

			「今さらだよ。今のイスタス伯(はく)爵(しやく)領は腫(は)れ物扱いだよ？　よそからの移住も制限しているし、文句を言われることなんかないよ」

			　ユウトは笑って、その懸(け)念(ねん)を一(いつ)蹴(しゆう)した。

			　腫れ物扱いなのはユウトがバルドゥル辺境伯との決闘騒ぎで暴れすぎたせいなのだが、心に棚を作ってあるので問題ない。

			「それに、わずかな金で命を救えるかもしれないんだ。諦(あきら)めたくはない」

			「かしこまりました」

			　魔法薬(ポーシヨン)の仕入先や転売対策なども話し合い、打ち合わせは三十分ほどで終わった。

			　資料を持ったクロードが、きっかりと四十五度頭を下げて退室する。

			「あえて主君に反対する。忠(ちゆう)臣(しん)の鑑(かがみ)だよね」

			「そういやなんでいるんだよ、ラーシア」

			「無視されてるよ、エグ」

			「オレは本を読んでるだけだから気にするな」

			　応接用のソファを占(せん)拠(きよ)している二人――エグザイルは床だが――の下へ移動する。

			「まあ、エグザイルのおっさんは、兵法書を読みたいっていうから分かるけど、ラーシアはこの部屋にいる意味ないじゃん？」

			「本なら別の部屋でも読めると思うけど、まあ、いいや」

			　子供のような体(たい)躯(く)のラーシアが、童子には浮かべられない邪悪な微(び)笑(しよう)を浮かべる。

			「ユウトに聞きたいことがあってさー」

			「悪い予感しかしないんだけど」

			　それでも追い出すようなことはせず、ラーシアの対面に腰を下ろした。

			　深めに座り足を組んで、言葉を待つ。

			「ヴァルとアカネと、どっちが本命なの？」

			「実は、アルシア姐さんが本命」

			「うっわ！　なんかテンション上がってきたんだけど！」

			「ラーシアは病気だから気にするな」

			　本から目を上げることなくエグザイルが言う。

			「んで、本当のところは？」

			「そりゃ、ヴァル子に決まってるだろ？」

			　多少の照れはあったが、ユウトはしっかりと宣言した。ただし、ヴァルトルーデがいない、男だけの場だから言えること。

			　本人がいたら……死ぬなとユウトは思う。

			「ほうほう」

			「フクロウか」

			「まあ、オレたちの前で、堂々とあんなことをしたんだ。本命は別と言われても困る」

			　エグザイルが、やはり目線を本に向けたまま、つぶやく。

			「エグも、気になってるんじゃん」

			「当たり前だろう」

			　なんだかんだと仲間思いな岩巨人(ジヤールート)だった。

			「ラーシア、気は済んだか？」

			「ううん。まだまだ」

			「おまえは……」

			「じゃあ、アカネはどうなのよ？」

			「幼なじみ……だなぁ」

			　アカネはアカネだと、ユウトは正直なところを口にする。

			「好きじゃない？」

			「好きか嫌いかで言えば、当然好きだが……。あのままあっちにいたら、なんか流れで付き合ってたような気もするし、そうでないような気もする」

			「あいまいだなー」

			　そう非難しつつも、ラーシアは楽しそうだ。

			「ひとつ言えるのは、すべては保留ってことだな」

			「なんでさ？」

			「俺が残るか帰るかは別にして、朱音は絶対に地球へ帰さなくちゃならないからな。悪いけど、そのためにはいろいろ準備が必要だ」

			　恋愛に浮かれている場合ではないと言い切って、意志の強さを見せる。

			「帰る手段かー。無駄になりそうな気もするんだけど。アカネも、ユウトが残るなら、私もこっちにいるとか言いそうじゃない？」

			「いや、それはないな」

			　言下に否定する。

			「そんなことを言ったら、俺は地球へ帰る。だから、朱音はそんなことは言わない」

			「ほうほう。これも信頼って言えるのかな、エグ」

			「分からん」

			　眉(み)間(けん)の辺りをもみほぐしてから、重厚なバスボイスでエグザイルが言う。

			「だが、行ったきりになることはなさそうで安心はしている」

			「ボクはそんなことより、引っかき回していろいろ楽しみたいんだけど」

			「俺にサークルクラッシャーになれと言うのか……」

			　二人には通じない、ユウトのぼやき。

			「俺たちに構わず、ラーシアが先に身を固めても良いんだぜ？」

			「そうしたいのは山々だけど、出会いがないからさー」

			「そんなラーシアに朗(ろう)報(ほう)だ」

			　ニヤリと笑いながらユウトが言う。

			「ちょっと、ハーデントゥルムに出張しないか？」

			「そうだねぇ。なにをさせたいの？」

			　子供のような笑顔は変わらないが、ラーシアの声に真剣さが加味される。

			「ファルヴが澄みすぎて、ハーデントゥルムに犯罪組織の橋(きよう)頭(とう)堡(ほ)ができかけているみたいでさ」

			「ふうん。こっちじゃヘレノニア神殿も頑張ってるみたいだしね」

			《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》には、いわゆる悪人を拒絶するまでの効果はないし、その内部で犯罪行為を起こす気がなくなる……などということもない。

			　しかし、ファルヴの犯罪発生率は非常に低かった。

			　聖女や英雄のお膝元であるという心理的な抑制、早い段階で施行されたヘレノニア神殿による治安維持活動、完全に新しい街であるため地縁を持つ犯罪組織がなかったこと。

			　さらに、建設ラッシュによる好景気。

			　様々な要因が重なっているものの、為(い)政(せい)者(しや)としては歓迎すべき状況。

			「もちろん、現在の状況が将来までは保証してくれないが、悪くはないのは確かだ」

			「だから、進出しやすいほうに行ったと」

			　制限をかけている――国外からの移住は原則不可、国内でも正規の許可証が必要――とはいえ、ハーデントゥルムにも人手が足りないのは事実。

			　人が増えれば、ビジネスの匂いを感じる輩(やから)がいるのは表も裏も変わらない。

			　密入国や密輸から始まり、違法な高利貸し、不当な人身売買など裏のビジネスの種も多い。

			　それを取り仕切るのが、いわゆる犯罪ギルド。地球で言えばヤクザやマフィア、ギャングといったところだろうか。

			「ぶっつぶせばいいの？」

			「目に余るところはな」

			「なるほど。これはボクにしかできないねぇ」

			　ヴァルトルーデに任せたらすべて壊(かい)滅(めつ)させかねないし、それはヨナも同じだろう。アルシアならば、ある程度の分別を期待できるが物理的な実行力に乏(とぼ)しい。

			　ユウトやエグザイルは、言わずもがな。

			「まあ、信頼できる人間がハーデントゥルムにいてくれたら捗(はかど)るってのもある」

			「港町で嫁探しでも頑張ろうかな」

			「じゃあ、部下と活動資金だけど……」

			「ああ、いらない。いらない。ボク一人のほうが効率的だよ」

			「協調性のないやつらめ」

			「オレまでとばっちりが来ている気がするが」

			　そんな岩巨人(ジヤールート)の抗議は聞き流し、ユウトが懐から記章をひとつ取り出した。

			　記章には、長剣に絡みつく巻物(スクロール)が描かれている。イスタス伯(はく)爵(しやく)家の新しい紋(もん)章(しよう)だ。

			「特別監察官――という制度を作った。詳(しよう)細(さい)は省略するけど、まあ、後出しでも証拠さえ出してくれれば、強引な捜(そう)査(さ)もある程度認められるし、現地の衛兵なんかの動員権もある」

			「なかなか強権だね」

			「領内だけだからな」

			「まったく、独裁者は最高だね」

			「権力は、使うためにあるのさ」

			　ヴァルトルーデには見せられない笑顔を交わす二人。

			「じゃあ、みんなに話して行くとするよ。準備もしたいから、明後日ぐらいかな」

			　草原の種族(マグナー)は、一所に留まるということを知らない。

			　そんな世評通りの身軽さで、ラーシアが執務室を出て行った。

			「なあ、ユウトよ」

			「特別監察官は、俺も捜(そう)査(さ)対象にできるんじゃないかって？」

			　エグザイルの問いかけに先回りして答えるユウト。

			「まあ、外へのポーズだよ」

			「そうか。ユウトが良いのなら、構わない」

			　微妙にかみ合わない会話。

			　しかし、真意は伝わっていたし、それで充分だった。

			　本人にもそんなつもりはないが、もしかしたらユウト自身が暴走してしまうことがあるかもしれない。

			　もしもの時の抑(よく)止(し)力(りよく)として、権力を仲間に預けた。

			　そんな恥ずかしいこと、口に出して言えるわけがないのだから。

		

	
		
			第２章

		

	
		
			　

			１・ユウトの理術呪文講義

			　

			　アカネがこのブルーワーズへ転移して三日目。ファルヴの街を見て回った翌日の昼過ぎ、早速ユウトによる魔法の授業が始まった。

			「魔法とはなんだと思う？」

			「なにって、普通じゃできないようなことを引き起こす……つまり、魔法？」

			「いきなりメビウスの輪から抜け出せなくなってるぞ」

			　生徒は、当然ながらアカネ。

			　それから、なぜかヴァルトルーデも並んで座っていた。

			「魔法というのは、つまり現実を改変する術だ。そういう意味では、呪文を使わない行動だって広い意味で魔法になる」

			　苦笑しつつ、ユウトがかみ砕いて伝える。

			「呪文を使わない魔法？」

			　ここは、ユウトの執務室。

			　先日、ラーシアやエグザイルと修学旅行先の男子生徒のような会話をしていた応接用ソファで、講義は行われていた。

			　ソファの中央に一人座るユウトが、鸚(おう)鵡(む)返しに聞いてきたアカネを見つめながら言う。

			「たとえば、そうだな……。」

			　教本として用意していた呪文の巻物(スクロール)を軽くつまんで持ち上げてみせる。

			「これだって、テーブルの上に置いた巻物(スクロール)という現実を改変したことになる」

			「ユウトには悪いが、へりくつにしか聞こえないな」

			　ヴァルトルーデが思わずそうもらす一方、アカネの理解は意外に速かった。

			「つまり、呪文だの魔法だのって言っても、目的を達成するための手段に過ぎないっていうこと？」

			「そういうことだ」

			　正解だと、ユウトが柔らかな微笑(ほほえ)みを見せる。

			　純粋に嬉しそうなアカネに、なんとなく不満顔なヴァルトルーデ。

			　もっとも、ヴァルトルーデに言われるまでもなく、こんなものはただの言葉遊びだ。理術呪文とつまみ上げる行為に関連などない。

			「魔法は、《火球(フアイアボール)》を撃ち出すことが目的じゃない。ゴブリンを倒したいのなら、《次元扉(デイメンジヨンポータル)》でエグザイルのおっさんをゴブリンの群れの真んなかに飛ばしたって良い」

			「魔法は現実改変。呪文は、現象……」

			　アカネがかみしめるようにユウトの言葉を反(はん)芻(すう)した。それを確認しながら、続きを語る。

			「そして、理術呪文とただの物理現象の違いは力の源」

			「魔力だな？」

			「そのとおり」

			　この程度は知っているのだと、わずかに胸を張るヴァルトルーデ。

			　ヴァル子は可愛(かわい)いなぁと思いつつも、表情には出さずユウトは続けた。

			「魔力というのは、世界に偏(へん)在(ざい)している微細な力だ。呪文という公式によりそれをかき集めて、源素界にアクセスして力を引き出す。天上から生物を召(しよう)還(かん)する、あるいは魔力自体を力場として叩きつける」

			　そして、理論は入り口に戻る。

			「つまり、現実を改変する。それが、魔法だ」

			　二人の生徒を正面から見据え、ユウトが言う。

			　ヴァルトルーデは、今までに見たことのあるユウトの呪文を思い出しているのだろう。そういうことだったのかと、納得の表情。

			「そして、神術呪文になると力の源は信仰する神から分け与えられた力ということになる」

			「神術呪文って、僧侶とかが使うような？」

			「理解が速いな、アカネは。祈りを通じて神にアクセスし、その力の一部を己の肉体を通して世界に放出するのだ」

			　この話題なら専門だと、聖堂騎士(パラデイン)が説明を始める。

			「だが、偉大なる神々と接続して力の導(どう)管(かん)となるため、どうしても肉体と精神に負荷がかかり、無(む)尽(じん)蔵(ぞう)に呪文を使うことはできない。また、当然だが、信仰を失えば呪文を行(こう)使(し)する力も失われる。いや、剥(はく)奪(だつ)されると言うべきかもしれん」

			「まあ、悪の道に走ったりすると、代わりに悪の相を持つ神々に見込まれて呪文行使能力はそのまま残ったりするんだが」

			「ユウト……」

			　触れられたくない部分だったのだろう。ヴァルトルーデが哀しそうな瞳(ひとみ)でユウトを見つめる。

			　ボクを置いて、外に出かけちゃうの――という飼い犬のような切ない瞳だ。

			　そういえば、コロは元気にしているだろうか。あっちの様子もアカネに聞いておかないとなと、ユウトは関係ないことを考える。

			　そうでもしないと、アカネのいる前でヴァルトルーデの頭を撫(な)でて慰(なぐさ)めかねない。

			　反則だ――と、何度目か分からない感想を抱く。

			「ま、まあ。流儀はいろいろあるけど、理術呪文の場合、世界は曖(あい)昧(まい)模(も)糊(こ)として可(か)塑(そ)性(せい)のある物だと定義している。魔力によって、改変可能であるとな」

			「魔力とか、神さまの力で世界を作り替える……」

			　飲み込み、理解しようとしているのだろう。

			　アカネはソファにもたれて、真剣に考え込む。

			「んん？」

			　しかし、ここで風向きが変わった。

			　今までは納得して話を聞いていたはずのアカネが、頭上に疑問符を並べだす。

			「さっき言ってた《火球(フアイアボール)》って、火の玉を撃ち出して爆発させるのよね？」

			「そういう呪文だな」

			　頬に手を当て、アカネが何事か考え込む。

			　一方、ヴァルトルーデはどこが問題なのかと、そんなアカネの横顔を見つめていた。

			「……エネルギー保存の法則はどこへ行ったの？」

			「知らん。魔法だし。魔力が転換されてるんじゃねえの？」

			「なるほど。それはそうよね……」

			　ユウトのある意味で投げやりな説明に納得するアカネ。

			　けれど、すぐに次の疑問に行き当たった。

			「ファンタジーだし、そういうものだって思ってたけど……。なんで、魔力で瞬間移動(テレポート)できたりするの？」

			「それは……」

			　どうして飛行機は飛ぶの？　と聞かれても「そういうものだから」という以外に返しようがない。

			　それと同じだ。

			「そもそも、魔力ってなに？」

			「世界を形作るもの……かな？」

			「それって、原子？　分子？　素(そ)粒(りゆう)子(し)？」

			「いや。別物なんじゃないか……？　実際、どうなんだ？」

			「いい加減な……」

			　正直なところ、ユウトもアカネに言われて初めて気にした部分だった。それだけに、先達ではあるが答えることができない。

			「考えれば考えるほど、理屈が分からなくなるんだけど……？」

			「魔法だし」

			　ユウトの、良くも悪くもアバウトな認識が凝縮された言葉。

			　それも無理はない。

			　なにせ、ユウトはあのモノリスでヴァルトルーデ出会ってからすぐにオズリック村へと移動し、そこで生きる手段として理術呪文を身につけた。

			　いや、身につけざるを得なかったのだ。

			　余計なことを考える余裕はなかったし、ブルーワーズを深く知る前にまず理術呪文の習得に没頭した。

			「ああああ。なんだか、自分がどこに引っかかっているのかも分からなくなってきたわ。気持ち悪い……」

			　こだわりなく受容してしまったユウト。

			　理屈が先に立ってしまったアカネ。

			　これは、性格や認識の違いが大きい。要するに、女子のほうが現実的だというだけの話だが。

			　アカネは、地球にいた頃からいわゆるファンタジーをフィクションとしては楽しんでいた。

			　しかしそれは、あくまでも現実世界がある前提での話。

			「ユウト、アカネはなにを悩んでいるのだ？」

			「科学との折り合いかなぁ」

			「カガク……」

			　ヴァルトルーデならずとも、この世界の人間には理解できないだろう。知識神ゼラスでも、本質的に理解できるかどうか。

			　アカネにとっての不幸は、先に世界を見て回ってしまったこと。あの経験が、大きかった。

			　地球もブルーワーズも、そんなに違いがあるようには思えなかったのだ。文化も食べ物も、少なくとも基(き)盤(ばん)は一緒だと思えたわけだ。

			　そうなると、地球にはない魔法だけが浮いている。

			　魔法も、同じ物理法則で理解しようとしてしまう。

			　その結果が、これだった。

			「ヴァイナマリネンのじいさんに任せたほうが良かったか……」

			　あの老人ならば、理屈など粉(ふん)砕(さい)して注入してくれたに違いない。

			「なんの話をしているのか、分からない……」

			　一方、美しき女聖堂騎士(パラデイン)は、ぽかーんと二人の議論を眺めることしかできなかった。といっても、ヴァルトルーデにとって、それは問題ない。真剣に喋(しやべ)っている時のユウトは格好いいし、好きだからだ。

			　それが、自分以外の相手だったとしても。

			「ううむ。なんか雲行き怪しいけど、とりあえず巻物(スクロール)を読んでみるか？」

			「そうね」

			　古めかしい書物のような羊(よう)皮(ひ)紙(し)の巻物(スクロール)。

			　アカネは、それを慎重に手に取って目を通していく。

			「なにが書いてあるかは分かるけど……」

			　一番基礎となる《燈火(ライト)》の巻物(スクロール)へ視線を落としながら、ぐぬぬと唸るアカネ。

			「分かるのか！」

			　その横で驚(きよう)愕(がく)するヴァルトルーデがそこにいた。

			「ああ、うん。理術呪文は、まず文字が読めないと習得できないからな……」

			「……ユウト、なぜ私はここにいるのだろう？」

			「形(けい)而(じ)上(じよう)学(がく)の問題なら答えられない。物理的な話なら、朱音に引っ張られてきたんだろ」

			「そうだったな……」

			　ヴァルトルーデが文字を読めないなどと、アカネが知る由(よし)もない。単純に――最大のライバルではあるが――彼女を差し置いて二日連続でユウトと二人きりというのがアカネには気が引けたのだ。

			　もうひとつ、他に理由はあるが。

			「読めるは読めたけど、理解できたとは到底言えないわね……」

			「そりゃ、いきなりできたら困るけどな」

			　巻物(スクロール)は、呪文の設計図のようなものだ。

			　偏(へん)在(ざい)する魔力に働きかけるための呪言。

			　発生する――範囲、時間も含む――現象。

			　その総体が呪文であり、定義済みのプログラムのようなものといえるだろう。いわば、アカネはソースコードに目を通していたようなもの。

			　読めるが、意味までは掴みきれない。それが実行された時に、なにが起こるかまでは想像できない。

			　しかし、それでは魔術師(ウイザード)にはなれないのだ。

			　なぜならば、魔術師(ウイザード)は呪文のすべてを理解し、記憶する。

			　その記憶した呪文を呪文書へ転写することで、呪文書を通して呪文を発動し、現実を改変するという仕組み。

			　当然、強力で複雑な呪文ほど容量も膨(ぼう)大(だい)になり、呪文書のページ数も増えていく。

			　ただ呪文を憶えるという動機だけでは、習得できるはずもない。ユウトの師、テルティオーネが、呪文を使わないと生き残れないような環境に放り込んだのも、ちゃんとした理由があるのだ。

			「絶対に無理とは言わないけど、憶えられるとしても相当時間かかりそう」

			「普通に高校に通える学力があれば、大丈夫だと思うんだけどなぁ」

			　ユウトは、自分の時との違いに困惑する。

			　そんな彼を見て、ヴァルトルーデはあきれたように言った。

			「ユウトは自己評価が低すぎるのだ。アルシアも言っていたぞ、『ユウトくんは、自分ができることはみんなできると思い込んでます』と」

			「自己評価に関しては、少なくともヴァルにだけは言われたくねえなぁ」

			　神が手ずから造型したかのような容姿を誇らないどころか、普通より上程度としか思っていないヴァルトルーデに言われても説得力に欠ける。

			「まあ、勇人は昔からそんな感じよ……。とりあえず、私はこれを熟読してみるわ」

			「ああ。分からないところがあったら聞いてくれ」

			「うん」

			　アカネが自習に入り、暇になるユウトとヴァルトルーデ。

			　二人は顔を見合わせ――

			「文字の勉強でもするか？」

			「う。まあ、そうだな……」

			　この状況で逃げ出すには、ヴァルトルーデは善良すぎた。

			　執務室が教室に変わり、そして黙々と一時間ほど勉強は続いた。

			　

			「ううん。読めるけど、意味が分からないのがもどかしいわね。古典のテキストみたいだわ」

			　必死に読み込んでいたアカネが、降参だと両手を挙げる。

			「ダメだわ。どうしても、物理法則が引っかかっちゃう。うう。勇人と夜空を飛んでいた頃の、純粋な私なら……」

			「一昨日(おととい)じゃねえかよ」

			「見ろ、ユウト！　ユウトの名前も完(かん)璧(ぺき)に書けるようになったぞ」

			　嬉しそうな伯(はく)爵(しやく)様の姿に、地球人たちは心が温かくなるのを感じてしまう。

			「まあ、それはそれとして。俺みたいに短期間で上り詰める必要もないし、普通に勉強すればそれなりに上達するんじゃないか？」

			「それ、誉(ほ)められてる気がしないわよ……」

			「いや、充分大したものだぞ、本当に。魔術師(ウイザード)など、滅多にいるものではない」

			　そう言うヴァルトルーデの言葉に嘘はない。五百人に一人もいないだろう魔術師(ウイザード)の比率の低さを考えると、貴重だとすら言える。

			「ヴァルがそう言うのなら、そうなんでしょうけど……」

			「俺の信用の低さはなんなんだろうな？」

			「勇人は慰(なぐさ)めるためにフォローしそうだもの。優しいんだから」

			「そうだな、ユウトはそういうところがある」

			　こくこくとヴァルトルーデも頷(うなず)いた。

			「いや、なんか……。なんだそれ……」

			　ストレートに誉められて照れているのか、動揺しているのか。ユウトはあからさまに挙動不(ふ)審(しん)になった。

			　そんなユウトを、二人がニヤニヤと眺める。

			「まあ、それはそれとして、少し休憩入れるか」

			「そうね……」

			　凝りをほぐすように、アカネが首や腕を回す。その度に胸が揺れ、ヴァルトルーデは自らの胸元を眺めることになったのだが、誰にも気付かれなかった。

			　そこで、アカネが吹っ切れたようにつぶやいた。

			「勇人には悪いけど、他の手段でお金を稼ごうかしら」

			「え？　働くつもりなのか？」

			「当たり前じゃない」

			　アカネが半眼でユウトをにらむ。

			　当然のように扶(ふ)養(よう)家族扱いされては、心穏やかではいられないのだろう。

			「別に金の心配ならすることないんだぞ？」

			「奥さんでもないのに、それはちょっとねぇ」

			「奥さん!?」

			　ヴァルトルーデも、思わず反応する。

			「ああ……」

			　これには、ユウトも迂(う)闊(かつ)に答えられない。

			　この状況では、雄弁が銀とは決して言えないからだ。

			「それにね、勇人はちょっと私に甘すぎるわ。ヴァルをないがしろにされたら、私も気分良くないわよ」

			「アカネ……」

			「ちゃんと、公平に見なさい。公平に」

			　見透かされ、諭(さと)され。ユウトは、この幼なじみには敵わないと首を振る。

			「んで、どんな仕事をするつもりだよ」

			「そうね。昨日リサーチしたばかりだから、まだなんとも言えないけど……」

			　アカネは市場の様子を思い出しながら考えているようで、指折り数えて候補を挙げていく。

			「まず、生地は結構いろいろあったけど、服のデザインがイマイチというか洗練されていないのよね。だから、地球のファッションを持ち込んだら、そこそこ受けるんじゃないかなって」

			「機能性も含めてか」

			「そうそう。ブラとかショーツもないみたいだし」

			「お、おう」

			　その辺をあけすけにされると、ユウトとしてもリアクションに困る。というか、リアクションした瞬間に死刑執行されそうだ。

			「あとは、料理もそうね。食材は限られるけど、こっちの人にも受け入れられる新しい料理も探せば見つかると思うわ」

			「そうだなー。シチューとか、こっちにはないんだよな」

			「そうなの？　それは、狙い目ね」

			　もちろん、一般的な煮込み料理はいくらでもある。ユウトが言っているシチューは、日本で一般的な、いわゆるクリームシチューのことだ。

			「実現したら、いろいろ使えそうだよな。金の匂いがする」

			「ククク……」

			「そちも悪よのう」

			「いえいえ、お代官様には」

			　悪そうな笑みをかわす二人。だが、ユウトの表情はすぐにくもってしまった。

			「でも、米とかないしなぁ」

			「お米だけあっても、みそやしょうゆがないとねぇ。さすがに、みそを自作できるほどのスキルはないわ」

			「それ以前に、前提条件厳しいだろ」

			　実はユウトのなかで、米などの和食の食材を手に入れる構想はあるのだが、あまりにも個人的すぎるのでペンディング状態になっていたりする。

			　アカネの来訪が、それを動かすきっかけになるかも知れなかった。

			「それから、通用するかどうかは分からないけど、マンガをこの世界に広めるのも面白そうかなって、思ったりも」

			「マンガかぁ」

			　考えたこともなかったとユウトが唸る。

			「斬(ざん)新(しん)だろうけど、識字率やら漫画の読み方やら紙やら印刷やらハードル高そうだなぁ」

			「そうよね。だから、構想というか、夢というかそんな感じ」

			　ロートシルト王国で、今、マンガが大ブーム！

			　そんなことになったら……と、想像するだけで楽しそうだ。

			　反射的に、なにが必要か計算を始めてしまう。

			　そんなユウトの妄想をストップさせる声が、今まで沈黙を守っていたヴァルトルーデから発せられた。

			「なあ、ユウト」

			「なんだ、ヴァル？」

			「これは名目上でも構わないが、アカネをこの城(じよう)塞(さい)のメイドとして雇(やと)うというのはどうだ？」

			「あの話か……」

			「メイドさん!?」

			　意外なことに、アカネがぐっと食いついてきた。

			「一応、城塞自体の管理・維持のために雇ってはいるんだけどな」

			「私たちの私室などは、基本、関わらないようにしているのだ」

			「あれ？　ヴァルって貴族じゃないの？」

			「貴族だが、元は冒険者だ。さらに言えば、ただの村娘だったのだぞ、私は」

			「へぇ。てっきり、お姫さまかなにかだと……」

			「ユウト、どんな説明をしていたんだ……？」

			「説明をしたというか、しなかったというか。したつもりになっていたというか」

			　つまり、すっかり抜け落ちていた。

			「だが、体(てい)裁(さい)もあるし、そろそろ誰か身の回りの世話をするような人間を雇(やと)わなくてはという話になっているのだ。しかし、別に下女として扱うとかそういう意味じゃなくてな――ユウト！」

			「はいはい」

			　説明しきれないヴァルトルーデに代わって、ユウトが引き継ぐ。

			「要するに、今後の身の振り方が決まるまででも良いから、朱音の身分保障をするってことだよ。客分のままだと、なにかと不便かもしれないしな」

			「なるほど……」

			　その提案を検討するアカネに、まさにそういうことだと首を縦に振るヴァルトルーデ。

			「文字通りとらえる必要もない。最低限のことは自分たちでやるからな」

			「でも、ヴァルとかヨナちゃんの服を選んだり、食事を作ったりが仕事になるのよね」

			「そうなるな」

			「やるわ」

			　即決だった。

			「良いのか？　まだ給料の話も……」

			「良いのよ。趣味と実益も両立できそうだし」

			「分かったよ」

			　ユウトにも、特に反対する理由はない。もともと、アカネへ無理に理術呪文の習得をさせるつもりもなかった。アカネがこの世界で生きる手段になるようであればという程度だったのだ。

			　他にやりたいことがあるのならば、そちらを優先すべきだろう。

			「じゃあ、厨(ちゆう)房(ぼう)でも案内するか？」

			「あ、待って勇人」

			　早速移動しようとするユウトへ、アカネが待ったをかける。

			「その前に、聞かなくちゃいけないことがあるの」

			「なんだよ？」

			「あの……アルシアさんと子作りって、どういうことよ」

			　思わずユウトは顔を背け、無意識に出口へ視線を向ける。

			　だが、無駄な努力だ。アカネだけならともかく、ヴァルトルーデと競争して勝てるはずもない。

			「そうだ。どういうことなのだ」

			　ヴァルトルーデも、ぐっと身を乗り出して参加してきた。

			　同時に、彼女はようやく気付く。

			　アカネが自分を同席させたのは、このためだったのだと。

			「分かった。ちゃんと説明するから、まずは落ち着け」

			　凄い剣幕で迫るこの世界で一番大切な少女たちをなだめつつ、ユウトは内心でアルシアに恨みをぶつける。

			　大した話じゃない。俺が悪いわけじゃない。

			　そう言い聞かせながら、なんとか平常心を保つ。

			「なんか、あれだよ。トラス＝シンク、アルシア姐さんが仕える死と魔術の女神なんだが、その神殿の一番偉い人から、凄(すご)い魔術の素養がある子供が産まれるかもしれないんで俺とアルシア姐さんで子供を作れ……って命令があったらしくてな」

			「なにそれ」

			「許せんな」

			　途端に二人の怒りの矛先が切り替わった。

			　ほっとしたユウトが、さらに説明を続ける。決して、言い訳ではない。

			「まあ、アルシア姐さんの立場もあるし、明確には拒絶していない。とりあえず保留みたいな状態になっている……はず」

			　曖(あい)昧(まい)な内容になってしまうのは、最初に言われて以来確認をしていなかったから。

			　正直、この話が蒸し返されるのも予想外だったのだ。

			「そういうことか……」

			「納得しちゃダメよ、ヴァル」

			「どういうことだ？」

			「アルシアさんがそれを持ち出したってことは、満(まん)更(ざら)でもないんじゃないの？」

			「なん……だと……？」

			　女二人でもかしましい。

			　逃げたい。

			　でも、逃げたらなにをされるか。

			　狼(ろう)狽(ばい)するな。イル・カンジュアルや、イグ・ヌス＝ザドと対(たい)峙(じ)した時のことを思い出せ。

			　そんな風に無心で、ユウトはこの嵐を乗り切ることにした。

		

	
		
			　

			２・ハーデントゥルムへ

			　

			「俺が作った呪文はこんな感じなんだが、レンはどう思う？」

			「大賢者さまが、正しいと……思う」

			　ごめんね、お兄ちゃんは頑張ってると思うけどと、フォローを忘れないハーフエルフの少女。

			　しかし、その慰(なぐさ)めはユウトには届かない。半ばと言うより、完全にそう言われるだろうことは予想済みだったからだ。

			「やっぱり、そうだよなぁ。あのジジイからも詰め込みすぎだバカって言われたし」

			「お兄ちゃんは天才……だよ？」

			　ヴァルトルーデとアカネの追及をかわして――やましいことはなにもないので、材料が尽きたとも言うが――から二日後。ユウトは、再びレンの魔法薬(ポーシヨン)店を訪れていた。

			　用件のひとつは、村々への魔法薬(ポーシヨン)の配備に向けた仕入れに関して。

			　こちらもやましいことはなにもない。品質的に信用がおける魔法薬(ポーシヨン)は、領内ではここでしか手に入らないのだから。

			　もうひとつは、以前ヴァイナマリネンから酷(こく)評(ひよう)された地球への帰還呪文――《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》――をレンにも見せて、なにかヒントを得られないか。

			「それに、私じゃ完全に理解できているかも分からないもん」

			「高度すぎると、ダメなんだよなぁ」

			　ユウトは店のカウンター前に陣取り、踏み台に乗ってなんとか顔を出しているレンに愚(ぐ)痴(ち)を漏らしている。

			　端から見ると、かなり怪しい。そして、営業妨害だろう。

			　ただし、魔法薬(ポーシヨン)店は客が押しかけるほどの需要があるわけではないので、後者に関しては問題ないかもしれない。

			「その、チキュウって所は魔力がないの？」

			「ああ……。正確には、魔力があるという確証がない……かな？」

			「そんな場所があるんだ……。絶魔領域(アンテイマジツク・スフイア)みたい」

			　極めて稀(まれ)だが、魔力が一切存在しない場所が存在する。その空間では、理術呪文、神術呪文を問わず一切、呪文の発動ができなくなるのだ。

			　また、魔道具(マジツク・アイテム)もその力を抑止され、ただのアイテムとなってしまう。

			「なるほど。確かに似てるな」

			　なんとなく突破口になりそうな指摘に、ユウトは思わずレンの頭を撫(な)でていた。

			　細身の少女を外(がい)套(とう)のように覆(おお)う髪が揺れ、レンは気持ちよさそうに眼を細める。

			「でも、そうなると打つ手がないんだよなぁ」

			「ごめん……ね？」

			「いや、レンは悪くないよ。さすが、俺の姉弟子」

			「ふふ……」

			　ユウトが頭を撫(な)で続けると、もっとと言うかのようにレンから押しつけてくる。まるで犬のようだ。それも、人懐っこい小型犬。

			「そう考えると、地球にも魔力が存在する場所があるかもしれないのか……」

			　日本に点在する神社、エジプトのピラミッド、イギリスのストーンヘンジ。いわゆるパワースポットと呼ばれる場所なら、可能性はありそうだ。

			　もしこの思考をアカネが覗いていたら、転移前の行動――熊(くま)野(の)で霊能者と面会する――を思い出して悶(もん)絶(ぜつ)していたかもしれない。

			「だけど、ユウトお兄ちゃんはもっと確実なのを作ろうとしているんだよね？」

			　巻物(スクロール)の文字を指でなぞりながら、上目遣いでレンが言う。

			「ああ。戻れたけど帰ってこれないっていうんじゃ困るからな」

			「時空を超える呪文は、だいたい一方通行だもんね」

			　ブルーワーズが『帰ってくる場所』だと聞き、レンはひだまりのような微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			　そうしながら、レンは時空を超える効果を持つ呪文をひとつずつ挙げていった。たとえば、《瞬間移動(テレポート)》。たとえば、《世界転移(プレイン・ウオーク)》。たとえば、召喚系の呪文。

			「ああ、待てよ。《召喚(サモン)》は他と違うな」

			「どういうこと？」

			「持続時間がある」

			　ユウトの説明にも、レンはこくんと首を傾(かし)げるだけ。

			「つまり、勝手に戻ってくるってことじゃないか」

			「あっ」

			　これを帰還呪文に置き換えてみると、地球から一定の時間が経つと自動的にブルーワーズへ戻ってくる――ということになる。

			　これならば、絶魔領域(アンテイマジツク・スフイア)だろうとなんだろうと関係ない。

			「だけど、《召喚(サモン)》だと呼んでもらわないと、だよ？」

			「その仕組みを、呪文の要素に組み込めるかもってことさ」

			　レンの懸(け)念(ねん)も、小さいことだと意に介さない。

			「まあ、あっちへ行っても、数分で帰って来ちゃうことになったら意味ないけどな」

			　しかし、光明は見えた。

			　方法はあるのだ。

			「やっぱり、他の人と話すとアイディアが出てくるな。レンのお陰だ」

			「そんなこと、ないよ」

			　お兄ちゃんが凄(すご)いんだよと、レンが天使のような微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			　なんだか無性に嬉しくて、ユウトは意味もなくまた頭を撫(な)でてしまった。

			「ユウト、いるか？」

			　そこに、身を屈めて巨体――エグザイル――が入ってくる。引いているキャリーバッグが、まるでおもちゃのようだ。

			「やっほー、レンちゃん」

			　その後ろから、アカネがひょいっと顔を出す。

			　なにがそんなに嬉しいのか、満面の笑みだ。

			「おお、レンも久しぶりだな」

			「……うん」

			　顔見知りのエグザイルとレンが挨(あい)拶(さつ)をかわす。レンは、いかつい岩巨人(ジヤールート)相手だからと、おびえることはない。

			　ユウトのローブを握って離さなかったが。

			　そんな様子を見て、アカネは複雑な微(び)笑(しよう)を浮かべる。

			「レンちゃんの可愛(かわい)さに心奪われればいいのかしら。それとも、幼なじみがロリコンになってしまったことを嘆くべきなのかしら」

			「両方やめろ」

			「やほう」

			　さらにもう一人、ヨナが姿を見せる。

			　ヨナの挨拶は棒読みだったが、それなりに感情がこもっていることに、ユウトは気付いていた。

			　そんなアルビノの少女へ、レンが挨(あい)拶(さつ)を返す。

			「ヨナちゃん、元気……だった？」

			「ユウトの世話が大変だった」

			「おかしくね？　なんで、俺、いきなり責められてるの？」

			　抗議するユウトに、エグザイルが諭(さと)すように言う。

			「そういうもんだろう、ユウトは」

			「納得いかねえ……」

			「そんなことよりも、そろそろ出発の予定じゃないの？」

			「分単位で行動できるのなんて、俺と朱音ぐらいだろ」

			　幼なじみの言葉に携帯電話を取り出して時間を確認しつつ、ユウトはだらりとカウンターに寄りかかった。

			「お兄ちゃんたち、どこか行くの？」

			「ああ。ちょっとハーデントゥルムにね」

			　用事は複数あったが、ユウトは端的にそう答えた。

			　

			　ハーデントゥルムへこの大所帯で向かった理由。

			　それは大きく分けて四つある。

			　ひとつは、ラーシアの援護。

			　秘密裏にハーデントゥルムへと潜入する盗賊(ローグ)だが、さすがに誰にも知られずに……というのは、難しい。

			　だが、時をほぼ同じくしてイスタス伯(はく)爵(しやく)家の幹部が、ごっそり移動してきたらどうだろう？　そちらへ関心が集まるのは当然だし、撹(かく)乱(らん)になることは間違いない。

			　力を温存しておきたいという理由もあったのだが、そのために、今回は《瞬間移動(テレポート)》は使用せず、普通に《飛行(フライト)》で馬車鉄道の駅近くに降り立った。

			「これが普通ってどうなの？」

			「普通じゃなければ、仕様だな」

			　こんな会話もあったらしいが、些(さ)細(さい)なことだろう。

			　ふたつ目は、イグ・ヌス＝ザドの襲来と時を同じくして姿を現した水竜やサハギンたちによる被害とその補償に関して。

			　既(すで)に被害はまとめられており、大嵐の時よりも軽微なぐらいなのだが、確認をしないわけにはいかない。

			　もっとも簡単な事案なので、ハーデントゥルムへ到着すると同時にユウト一人で片付け、残りはクロードたちや評議会に丸投げできる程度にはなっている。

			　そして三つ目は、以前から要望というか陳(ちん)情(じよう)のあった鮮魚の輸送に関してだ。

			　ハーデントゥルムは貿易港であると同時に、漁港でもある。従来は、獲れた魚はハーデントゥルム内で消費するか干物などに加工するしかなかった。

			　しかし、ファルヴという新たな消費地が生まれ、さらに、メインツまで馬車鉄道がつながり需要が発生した。

			　特に、メインツは山の街である。

			　そこで一番のごちそうとなると、海の幸。玻璃鉄(クリスタル・アイアン )による好況に沸(わ)くメインツという材料も加味すると逃す手はないのだが……。

			「メインツは、日本の田舎(いなか)みたいだな……」

			　などと、ユウトは益体もない感想を漏らす。

			「なにか仰(おつしや)いましたか？」

			「いや、鮮度の問題が発生するほどドワーフが魚を食べる印象がなかったからさ」

			「その点は、我々商売人も読み切れてはいませんでした」

			　答えたのはユウトを先導している商人、ハビエル・エクスデロ。

			　海(かい)賊(ぞく)と組んで甘い汁を吸っていた、あのブルーノ・エクスデロの息子だった。

			　カエルのようだった醜(みにく)い父親とは違い、ハビエルは細面でそれなりに整った顔立ち。物腰も柔らかく――実際そのとおりなのだが――二代目の若旦那といった雰囲気だ。

			「今は冬場ですので、まだましですが」

			「その前に対策をするのが、有能な商人というわけだ」

			　ハビエル・エクスデロが、小さな会(え)釈(しやく)で肯定の意を示す。

			「こちらです」

			　ユウトは無言で扉をくぐった。

			　終着地は、縦横十メートルほどの空間。元は食糧貯蔵庫だったそうだが、今は完全に空っぽで、余程丹念に掃除をしたのか塵(ちり)ひとつ見当たらない。

			　石壁の地下室は板も張られておらず、ひんやりとした空気が漂っている。

			「なるほど。ここなら、問題なさそうだ」

			　いつもの白いローブから、おもむろに呪文書を取り出す。

			　一言注意してからハビエル・エクスデロを階段まで下がらせ、ユウトは呪文書のページを八枚分引き裂いた。

			「《雪崩(アヴアランチ)》」

			　呪文書のページが周囲へ展開し、周囲の魔力を吸い上げていく。淡い光が徐々に光量を上げ、炸裂した。

			　水の源素界に存在するという雪(せつ)嶺(れい)山脈。

			　彼の地から大量の氷雪を召喚し、雪崩(なだれ)とする第八階(かい)梯(てい)の理術呪文だ。

			「まあ、こんなもんかな」

			　雪で地下倉庫がいっぱいになっている様を見て、ユウトは満足そうに頷(うなず)く。

			　本来は敵を雪崩に飲み込ませて押し流す呪文だが、あくまでもそれは目的。魚の鮮度を保つためであろうと、雪を呼び出すという現象は変わりない。

			「これは……」

			　ハビエル・エクスデロは、ふたつの意味で絶句した。

			　あっさりと、こんなに簡単に奇跡を起こしたユウトに。

			　そして、こんな大魔術師(アーク・メイジ)を金貨五〇〇枚程度の宝石で懐(かい)柔(じゆう)しようとした亡き父の無(む)謀(ぼう)さに。

			「ハビエルさん」

			「は、はい」

			「同じような倉庫は何カ所か用意してあるんですよね？」

			「はい。そういうお話でしたので私どもで見(み)繕(つくろ)い、確保しております」

			　本来であれば、大きく衰(すい)退(たい)したとはいえ、エクスデロ商会ほどの大店がやる仕事ではない。

			　しかし、ハビエル・エクスデロは雑事と思われるような仕事でも積極的に行った。

			　それは――もともと、あったかどうかは分からないが――信用回復のためであり、贖(しよく)罪(ざい)であり、存続を許された恩義に報いるためでもあった。

			「あとから氷を運び入れるんで、悪いけどこの雪を他の倉庫へ運び出してもらえます？」

			「氷ですか？　この雪が、そうなのでは？」

			「え？」

			「え？」

			　意外そうに、お互い顔を見合わせる二人。

			「どうも、話がかみ合っていないようなのですが……」

			「だって、魚の鮮度を保つために氷が必要なんですよね」

			「それはまあ、そうですが……」

			「ですよね？　だから、この雪は氷が溶けないように地下倉庫に置いて、別の場所から氷を持ってくるつもりだったんですけど」

			「は、はあ。そういうことでしたか。分かりました。急いで人を手配いたします」

			「別に急がなくても大丈夫ですけどね」

			《雪崩(アヴアランチ)》で呼び出した雪は、水の源素界の物だ。滅多なことでは溶けない。そのため、冷凍庫代わりにするには最適だ。

			　あとは、一度だけ行ったことがある遥か北方の流星湖から氷を切り出し、《瞬間移動(テレポート)》で運び込む。

			　そのためのヨナとエグザイルで、そのための《瞬間移動(テレポート)》の温存だ。

			　実は、この氷(ひ)室(むろ)は前々から構想だけはあった施設だった。しかし、仲間内だけであれば小魔法(キヤントリツプ)で事足りるし、さすがにやりすぎかなと自重していたのだ。これでも。

			　そんなことは知らないハビエル・エクスデロは、寒いはずなのに冷や汗をかいている。

			「じゃあ、レジーナさんの所へ行くので、あとはよろしくお願いします」

			「はい……」

			「あと、氷を持ってきたら店のほうへ連絡入れますね」

			「はい……」

			「使い切ったらまた持ってくるんで、連絡してください」

			「はい……」

			　壊れた機械のように返事をすることしかできないハビエル・エクスデロを置いて、ユウトは地下室を出る。

			　次に向かうのは、先ほど宣言したとおり、レジーナ・ニエベスが率いるニエベス商会の店舗。ハーデントゥルムへやってきた四つ目の目的が、既(すで)に進んでいるはずなのだが……。

			　そこでユウトは、涙目のヨナという非常に珍しいものを見ることになった。

		

	
		
			　

			３・ファッション革命への嚆(こう)矢(し)

			　

			「ユウトーーー」

			　そこに足を踏み入れた瞬間、白いフリフリが走り寄ってきた。

			　待ち合わせ場所は、ニエベス商会傘(さん)下(か)の仕立工房。いくつもの作業台が並び、奥には試着スペースだろうか。帆(はん)布(ぷ)で仕切られた空間があった。

			　布や糸が散乱するなか、白いフリフリが正面からユウトに抱きつき、そのままぐいぐい登っていく。

			「可愛(かわい)い格好をしてるな、ヨナ」

			　セルフ肩車を成し遂げたアルビノの少女へ、首を曲げて顔を向けながらユウトが言う。

			「りょうじょくされた……」

			「人聞きが悪いわね」

			　つやつやした表情で、アカネが近づいてくる。

			「恥ずかしがることはないだろ」

			　ヨナを乗せたまま、ユウトは奥へと移動した。

			　さっきまでの活動的な服装とは異なり、なぜかヨナはふんだんにレースがあしらわれた純白のシルクドレスに身を包んでいる。

			　子供がウェディングドレスを着ているかのようで、微笑(ほほえ)ましい。

			「こういうのは、レンに着せればいい」

			「そうね。レンちゃんにも着せたいわね」

			　良いアイディアだと、アカネが晴れ晴れした笑顔を見せた。

			　そんな幼なじみやアルビノの少女から、意識をもう一人の女性へと向ける。

			　初めて会った時と同じ鮮やかな緑の生地に植物の刺(し)繍(しゆう)が施(ほどこ)されたワンピースを身につけたレジーナが、小さく会(え)釈(しやく)する。

			　ファルヴとハーデントゥルムの連絡役となっていた彼女は、新しい事業の相談ということでファルヴから、こちらへ戻っていた。

			「いやぁ。やっぱり、帰れなくなっちゃいました」

			　そんなレジーナへ、ユウトは気(き)不(ま)味(ず)そうに言う。面と向かって別れを告げたわけではなかったが、地球へ帰るつもりだということは言ってあった。

			　それなのに、これだ。

			「これからもよろしく」

			　ここは、勢いでなんとかしよう。

			　そう判断して、握手を求める。

			　なんとか奏(そう)功(こう)したようで、レジーナもその手を握ってくれた。

			「むぅ。なんかあやしい……」

			　頭上のヨナから指摘を受けて、弾かれたように二人は離れる。

			「とりあえず、こっちの準備は終わったんだけど、そっちは？」

			　ユウトは平静を装って作業台の前の椅子に勝手に座りつつ、肩の上のヨナを地上に降ろした。それには従ったものの、アルビノの少女は、すぐにユウトの背後に回って隠れてしまう。

			「なんか、盛り上がってはいたぞ」

			　部屋の隅で岩のようになっていたエグザイルが、興味なさげに答えた。実際、岩巨人(ジヤールート)は戦術教本片手だし、ファッションにはなんの関心もないのだろう。

			「ユウトはこのまま残って。エグザイルと一緒に氷取りに行く」

			「え？　大丈夫なのか？」

			　当初の予定では、ユウトが《瞬間移動(テレポート)》でエグザイルと一緒に流星湖へと移動し、無限貯蔵のバッグに氷を詰めてくる予定だった。

			　ヨナは、アカネの護衛役だ。

			　役割としては逆にしても問題ないのだが、エグザイル同様ユウトもファッションに興味はない。しかも女性向けの空間にいるのは気が引ける。

			「行く」

			　だが、ヨナの意思は固かった。

			「分かったよ。おっさん、頼む」

			「承知した」

			　ゆったりと、しかし滑らかな動きでエグザイルが立ち上がる。

			　そんな蛮族戦士(バーバリアン)を引きずるかのように手を取ると、ヨナは着替えもせずに超能力(サイオニツク・パワー)を発動した。

			「《テレポーテーション》」

			　そろって、二人の姿がかき消えた。そろそろ、レジーナもこの程度では動じなくなってきたようだ。

			　ヨナたちを見送りつつ、ユウトがアカネに聞く。

			「行かせたけど、良かったんだよな？」

			「うん。写真なら、いっぱい撮ったから」

			　嬉しそうに。本当に嬉しそうに、アカネがスマートフォンを目の前で振る。ユウトから呪文で充電できると聞いてから、彼女は自重するのを止めていた。

			「……とりあえず、ヨナを着せ替え人形にしてたのは分かるけど、どうだった？」

			　ハーデントゥルムへやってきた四つ目の目的。

			　それは、アカネが持つ地球のファッション知識を、この世界で役立てるための意見交換。相手役には懇(こん)意(い)にしており、なおかつ女性であるという理由からレジーナ・ニエベスを選んでいた。

			　平常運転を続けるユウトに、アカネとレジーナの二人がはっと意識を取り戻す。

			「もちろん、それだけじゃないわよ。ね、レジーナさん？」

			「はい。素晴らしく有意義な時間でした」

			　顔を見合わせて笑う二人には、どういうわけだか友人のような雰囲気が漂っていた。

			（アカネのコミュニケーション能力高すぎじゃないか？）

			　と驚くが、悪いことではないかと思い直す。

			「とりあえず、私が地球から持ってきた服とか見てもらって、同じようなのが作れないかなって相談してるところ」

			「朱音が自作するのは？」

			「型紙作って、手縫いで……というのじゃ、メイドさんのお仕事に差し支えるでしょ。あ、買ってもらった布は無駄にしないわよ」

			　アカネが椅子をふたつ持ってきて、既(すで)に座っているユウトの前に並べる。

			「メイドですか？」

			　アカネに続いてレジーナもその椅子に腰掛けながら、疑問に首を傾(かし)げた。

			「まあ、アカネの身分保障的な意味で」

			　ユウトは、幼なじみの少女が自身と同じ世界からの来訪者であることを隠すつもりはなかった。レジーナにも、最初からそのことは言ってある。

			　事情を察したレジーナは、曖(あい)昧(まい)に微笑(ほほえ)んで頷(うなず)いた。

			「実際は、どんなもんです？」

			　ユウトが話を元に戻すように尋ねると、レジーナは真剣な表情で答える。

			「そうですわね……」

			　デザイン、実用性、レジーナが見る限りともに申し分ない。新しい商売になるどころか、服飾に革命が起こるかも知れないとすら思える。いや、彼女の中でそれは確信に近かった。

			「ファルヴの支店や連絡役は他の誰かに任せ、しばらくはこちらに専念しなければならないほどの大事業になると思うのですが……」

			「なにか問題が？」

			「生地が私どもでは再現できません」

			「あー。まあ、そうだろうなぁ」

			　化学繊(せん)維(い)は、知識神ゼラスですら興味津々だった代物だ。それは無理だろう。

			「そこは、普通の生地で良いんじゃないの？　って、朱音にはずっと言ってるんだけど」

			「こちらも、こんな上質な生地の代用品は、なかなか用意できないと申し上げているのですが……」

			「まあ、デザインだけでも再現する方向性にすれば良いんじゃないですかね？　どっちにしろ、ファスナーとか無理だろうし」

			　ユウトが無難な落としどころを提示する。

			　それは二人とも分かっていたことなのだが、問題がもうひとつ。

			「これは勇人には言いにくいんだけど……」

			「なんだよ」

			「先に、下着を普及させないといけないのよね」

			「お、おう」

			　それはそうだ。

			　現代のファッションは、それが前提だろう。

			　ユウトだって、この世界の女性向け下着がどんなものかは、ある程度知っている。

			「よし。とりあえず、お金の話をしよう」

			「勇人、よりによって、そっちへ逃げるの？」

			「大事だろう」

			「そうだけど、人としてどうなのよ」

			「男の前で、堂々と下着の話を始めるのが悪い」

			「その点なのですが……」

			　レジーナも、これ以上こんな話をするのは避けたかったようだ。ユウトに乗って、話を変える。

			「正直なところ、規模が大きすぎて私どもだけでお引き受けするには、問題がありそうでして」

			「そうなの？」

			　きょとんとした表情でアカネが聞き返す。

			「文化が変わるレベルの話なのかもなぁ」

			「あちゃあ……。もしかしてマズかった？」

			「決してそんなことは。しかし、生産は可能ですが、どのように売り出すべきか。そして、需要に追いつけるかどうか……」

			　レジーナの視線は、ハーデントゥルムだけでもイスタス伯(はく)爵(しやく)領だけでもなく、ロートシルト王国全体。さらに、その先まで見据えている。

			　それほどまでのインパクトを、アカネが見せたアイテムは与えているようだ。

			「う～ん。それなら、ブランド化しちゃえば良いんじゃないかと思うんだけど、どう？」

			「ブランド化……ですか？」

			「逆に、高級路線で行くってこと？」

			「いや、それもあるけど、それだけじゃなくて……」

			　思いつきを通じる言葉にするのは難しい。

			　ユウトはしばらく考えをまとめてから、もう一度口を開く。

			「まず、最初はハーデントゥルムとかファルヴとか。うちの領内で普及させる。そのうち、偽(にせ)物(もの)も出るだろうけど、ブランドのマークを付けて見分けられるようにする」

			「それで？」

			「同時に、ヴァルトルーデにも着せる」

			「あ、なるほど」

			「それは……よろしいのですか？」

			「ヴァル子なら、広告効果は絶大でしょう」

			　鬼に金棒とはこのことだ。そう確信しながら、ユウトは続ける。

			「そうなると、注文が殺到するはずだけど、捌(さば)ききれない」

			「それをどうにかするって話でしょう？」

			「そこで、よそへ委(い)託(たく)してライセンス生産させる」

			「ああ……。なるほど」

			「ライセンス生産ですか？」

			　やはり、二人には今ひとつ伝わらなかった。

			　反省と同時に頭を掻(か)いて、もう一度、考えをまとめる。

			「需要が増えれば、売りたいやつも増えてくる。しかし、ノウハウがないから作れない」

			「簡単に偽物作られたら、たまったもんじゃないわよ。特許とかないんでしょうし」

			「だから、そのノウハウを提供する代わりに、お金をもらうんだよ」

			「ああ、ライセンスってそういうこと」

			　ようやく納得したとアカネが言う。レジーナも、ライセンス生産の意味までは完全に理解できていないだろうが、ユウトの話を理解し始めていた。

			　勝手に偽(にせ)物(もの)を作られるぐらいなら、マージンを取って正規品を作ってもらう。誰も損をしない素晴らしい方法だ。

			「契約はいろいろだから、単なる生産委(い)託(たく)でうちのブランドで出しても良いし、その提(てい)携(けい)先の名前で売ってもいい」

			　これで、需要も満たせるし、儲(もう)かりもする。

			「そして、ヴァルを使った宣伝で、こっちのブランドは一段上の地位を保てるわけね」

			「まあ、机(き)上(じよう)の空論かもしれないけどね」

			「いえ、是非検討させていただきます！　素晴らしいアイディアですわ、アマクサ様！」

			　レジーナが立ち上がり、両手でユウトの手を握った。

			　興奮に目は潤(うる)み、頬は上気している。先ほどの握手はなにがなんだか分からずに交わしたが、少なくともそれよりは遥かに情熱的だ。

		

	
		
			[image: 150.jpg]
		

	
		
			「はいはい。落ち着いてねー」

			　そこに、アカネが割って入ってきた。

			　二人の間に漂う、雰囲気。

			　それに、アカネはただならぬものを感じずにはいられなかったようだ。

			「ま、まあ。まずは、試作品でも作るところからかな？」

			　ユウトも、表面上は落ち着き払って話を戻した。

			「そうなると、どんなのが良いかしらね」

			　そう言いながら、アカネが部屋の隅へ移動する。

			　そして、地球から一緒に転移したキャリーバッグを漁(あさ)ってノートパソコンとモバイルプリンタを取り出した。

			　これも、ユウトの呪文でバッテリィも回復できるから出し惜しみせずに使用できる。

			「私の資料用画像フォルダが火を噴くわよ」

			「え？　なにか危険な魔道具(マジツク・アイテム)なのですか？」

			「いや、違いますから」

			　アカネの言葉を真剣に受け取ったレジーナに対して説明するのは茨(いばら)の道だろう。ユウトはとりあえず否定だけしておく。

			　紛らわしい言い方をしたアカネは、舌をぺろっと出して笑っていた。

			「こっちの縫(ほう)製(せい)技術とか、受けそうなのが分からないから、教えてね」

			　待つこと数分。パソコンが起動するとアカネがタッチパッドを指でなぞり、液晶ディスプレイに画像を表示させる。マンガの資料用に集めていたらしい、ファッションモデルの画像だ。

			「ふあぁ……。アカネさんは、ユウトさんとはまた違う系統の魔術師(ウイザード)だったのですか？」

			「勇人、パス」

			　アカネは、レジーナがユウトのことを名前で呼んだのが気になったようだが、追及は後回しにしたのか、説明を幼なじみへ委ねた。

			「俺の故郷では、機巧魔術師(テクノマンサー)と呼ばれています。こういう専用のデバイスがないとなにもできないんですよね」

			「また適当なことを……」

			　アカネが横でツッコミを入れるが、地球のことをいちいち説明するよりは魔術の一種だと誤解してもらったほうが楽なのだ。

			　さらに、誰でも使えるとなればスマートフォンやノートパソコンを狙う輩(やから)が現れかねないため嘘を混ぜ込んだのだが、そこまではアカネも気付かなかったようだ。

			「まあ、適当に見ていきましょ」

			　気を取り直したアカネが、画像をスライドショーにして再生する。

			　ファッション系のサイトで使えそうな画像を保存していたものなので、季節も性別も人種も統一性はない。

			　時折、際どい画像もあったりして、ユウトは反応に困る。

			「アカネさん、止めてください」

			「はいはい」

			　レジーナが目を留めたのは、レースがあしらわれた薄紫のインナーに若草色のワンピースを重ね、腰の辺りを紐で縛(しば)っているコーディネート。

			　ちょうど、冬から春にかけての装いだろうか。

			「気に入った？　なら、プリントアウトしましょうか」

			　モバイルプリンタのセッティングをすると、数分も待たずに印刷が完了する。バッテリィで稼(か)働(どう)する特殊なプリンターだが、今は実に都合が良い。

			「こんな風にして渡しておくから。実際に作る時、参考にしてね」

			「え？　あ？　はい？」

			　パソコンの画像と手元の紙を見比べ、レジーナはこれが夢ではないかと疑う。それに対して、なんでもないとアカネが微笑(ほほえ)むものだから、レジーナはまたさらに混乱することになった。

			（俺がいろいろやった時も、こんな感じだったのだろうか……）

			　そうユウトは反省するが、一年以上、遅い。

			「持ってきておいて良かったわねえ」

			「というか、準備良すぎだろ」

			「本来はネットワークで入稿するんだけど、どうしても紙に出力した時の確認をしたいから持ってたのよ。それと、バッテリィ内蔵なのは、会場で印刷できるようにするためね」

			「いや、どこに行くつもりだったんだ？」

			「どこに行っても、原稿が描けるようによ」

			「まあ、言いたくないなら良いけどさ」

			　ユウト失(しつ)踪(そう)の手がかりを探すため、霊能者に会いに行くところだった――と、まだ説明ができないアカネだった。

			「言えるわけないじゃない。いろいろ恥ずかしいし」

			　乙女(おとめ)心は複雑だ。

			　

			　ノートパソコンの前でファッション談義に花を咲かせる二人を横目に、ユウトは再び帰還呪文の改造計画を練り始めた。

			《召喚(サモン)》の呪文は突破口のひとつになりうる。短時間とはいえ、地球の環境をこちらの常識に当てはめて観察することができるのだから。

			　改めて、レンにはお礼をしないとな……と考えるユウト。

			「ん？　観察……？」

			　自らの思考に引っかかりを憶える。

			　致(ち)命(めい)的(てき)なミスを犯していたかのような焦(しよう)燥(そう)感(かん)。

			　ユウトは、それを必死につかみ取ろうとし――

			「ただいま――」

			「戻った」

			　ヨナとエグザイルの帰還で、その思いつきは雲(うん)散(さん)霧(む)消(しよう)してしまった。

			「やれやれ」

			　夢の内容を思いだそうとするようなもので、手を伸ばせば伸ばすほど遠くへ行ってしまう。

			　現時点では諦(あきら)め、戻ってきた二人を迎え入れることにする。

			「おかえり。随(ずい)分(ぶん)、格好が変わったな」

			　エグザイルは、見慣れた龍鱗(ドラゴン・スケイル)の鎧姿。いつもどおりだ。

			　しかし、ヨナは本気で嫌がっていたあの白いフリフリを脱ぎ捨てて、毛皮の帽子に厚手のコート、トナカイの革のブーツと完全な防寒スタイル。

			「これはこれでありね」

			　ヨナの服装が替わっているのに気付いたアカネが、スマートフォンで写真を撮る。

			　放っておこう。

			「まあ、聞くまでもないだろうけど、どうだった？」

			「大漁だった」

			　ヨナが雪よりも白い頬を染めて、ユウトのいる作業台へと近づいてくる。

			「とりあえず、こんな感じ」

			　金銀財宝という言葉がある。

			　ヨナが無限貯蔵のバッグの中身をぶちまけた机の上は、まさにその言葉通りの光景だった。

			「……氷を取りに行ったはずだよな？」

			　銀貨や金貨、いくつもの宝石に工芸品。

			　ぱっと見、これだけで金貨数千枚の価値はあるだろう。

			　突然のことに、アカネもレジーナも目を丸くしている。

			「氷も取ってきた。見る？」

			「いや、出さなくて良い」

			「ユウトに言われてたとおり、流星湖へ行ったんだがな」

			「なんか、氷竜(アイス・ドラゴン)がいたから、ついでに駆(く)逐(ちく)してきた」

			　エグザイルの言葉を引き継いで得意そうに言うヨナに、ユウトは苦笑を浮かべることしかできない。

			「危なくなかったのか？」

			「問題ない」

			「怪(け)我(が)ひとつないぞ」

			　それなら良い……という問題でもないのだが、これ以上は過保護を通り越して過(か)干(かん)渉(しよう)かと息を吐いた。

			（説教はアルシア姐さんに任せよう）

			　とも思っているが。

			「それで、氷竜(アイス・ドラゴン)は持って帰って来れそうになかったから、近くの街で売ってきた」

			　財宝を入手した理由を、エグザイルが解説してくれた。

			　竜の鱗(うろこ)は、モンスターの死体のなかでは珍しく使い道がある。ユウトたちの感覚だとはした金に近いが、そんな収入を逃さないのもまた、冒険者だった。

			「服も、その街で買ったのか」

			「あれは早く脱ぎたかった」

			「というわけで、氷竜(アイス・ドラゴン)が貯め込んでた金は、領地経営に使ってくれ」

			「ユウトはお金使ってばっかりだもんね。定期的にお金を入れないと」

			「必要だから使ってるんだけどな……って、定期的？」

			　しまったとヨナが大きく口を開けて固まる。

			「あはは、ばれた」

			　ヨナが棒読みで認める。

			　ユウトはそのまま崩れ落ちるように机に頭をぶつけた。

			「やっぱりヨナかーーー」

			「ゆ、勇人？」

			　コントのように良い音で倒れたかと思うと、すぐに立ち上がってアルビノの少女を糾(きゆう)弾(だん)し始めた幼なじみに、アカネは困惑を隠せない。

			「エグも一緒で、隠せなかったのが敗因」

			「ありがたい、ありがたいんだけどな……」

			「勇人、なんの話をしてるの？」

			　代表してアカネが尋ねる。

			　なぜこんなおかしい状態になったのか、原因を把(は)握(あく)しているのは、ユウトとヨナの当事者二人だけだ。

			「結構前からなんだけど、うちの財産が勝手に増えることが何度もあってな」

			「増える？　減るんじゃなくて？　それなら、問題ないんじゃない？」

			「うんうん」

			　そのとおりだと、ヨナも言葉と身振りを使って頷(うなず)く。

			「あるに決まってるだろ。帳(ちよう)簿(ぼ)を何度つけても数字がズレるんだぞ」

			「それは困ったことですね」

			　ようやくレジーナが同意する。アカネも、なんとなくは理解したようだ。エグザイルに関しては期待していない。

			　そこで、ヨナが言い訳をする。

			「わざわざ言うのも恥ずかしいし」

			「うん。でも、でもなぁ……」

			　なんとなく目星はついていたので驚きとまではいかないが、それゆえに脱力感が酷(ひど)い。

			「アルシア姐さんには言うからな？」

			「良い。逃げるから」

			「子育てできない父親みたいになってるわよ、勇人……」

			　アカネの言葉は聞こえなかったふりをして誤(ご)魔(ま)化(か)すしかない。

			　そう後ろ向きな決意をしたユウトの目の前に、そんなやり取りを見ていたとばかりに、《伝言(メツセージ)》の呪文が届く。

			「アルシア姐さんから？」

			　当初はタイミングが良すぎる――あるいは悪すぎる――と、苦笑していたが、理術呪文により届けられたカードに目を通すうちに、ユウトは表情を曇らせた。

			「なにが書いてあった？」

			「ああ……。まあ、一(いち)概(がい)に良いとも悪いとも言えないんだけど……」

			　全員を代表して尋ねるエグザイルに、苦り切った表情で答える。

			「どうも、アルサス王子がうちに視察にくるらしくてな」

			「そうか、大変だな」

			「めっちゃ他人事だな、おっさん。いや、それだけじゃないんだよ」

			「他になにかあるの？」

			　言いにくそうな顔をして手元のカードとアカネのことを交互に見て、ユウトは諦(あきら)めたかのように口を開いた。

			「その時に、俺の叙(じよ)爵(しやく)と婚(こん)姻(いん)について話し合いたいんだとさ」

			　そう言って、ユウトは笑った。

			　笑っている場合ではないし、笑うべき内容でもないのだが、笑うしかなかったのだ。

		

	
		
			　

			４・会議は踊る

			　

			　三木朱音から見た天草勇人は、どんな人間か。

			　今さらながら、彼女はそんなことを考える。

			　二人の出会いは幼稚園の頃までさかのぼり、お約束のようだが結婚の約束をしたような記憶がおぼろげにあるし、初めてバレンタインデーにチョコを渡したのも彼だ。たいていの初めては、彼と一緒だったような気がする。

			　ユウトは、特別凄(すご)い人間というわけではないと思う。

			　学校の成績も、中学時代のサッカー部での実績も、普段の言動も。

			　どこにでもいるとは言えないが、特筆すべき存在だとも言えない。

			　しかし、今にして思えば集中力は凄(すご)かったと、アカネはあることを思い出す。

			　高校受験を控えた夏。

			　部活を引退した彼の前には、山のように積まれた参考書と問題集があった。受験勉強のために買い揃えたものだが、誰に強制されたわけでもなく、全部やったら好きなものを買ってもらえるというわけでもないのに。

			　黙々と、それが当たり前かのように山をすべて崩し、合格という結果を手に入れた。

			　アカネならずとも驚く結果だが、彼は平然としていた。

			　それだけではない。高校受験を終えたあと、アカネは彼に一本のゲームソフトを貸し出した。

			　いわゆるオープンワールド系のＲＰＧで、無数にあるクエストをこなしていくうちにメインストーリーが置き去りになるという、時間泥(どろ)棒(ぼう)とも言われた傑(けつ)作(さく)だ。

			　案の定というべきか、ユウトはしっかりとはまった。

			　寝食を忘れるという比(ひ)喩(ゆ)があるが、文字通り睡眠も食事もせず、愛犬に散歩をせがまれなければ外に出ることもなく、春休みの間に二〇〇時間はプレイしたらしい。

			　最強装備を作る準備をするだけで、八時間ぐらいかかった。

			　などと楽しそうに語る彼に、絶句するしかなかった。

			　熱中すると止まらない。良くも悪くも、ユウトはそんな人間だった。

			　そして、現状に不満を言わない。

			　いや、言うのだが、口だけだ。

			　結局は、どんなに高いハードルでも乗り越えてしまう。

			　中学まででサッカーを辞めたのは、靱(じん)帯(たい)の怪(け)我(が)をしたせいだ。より正確には、続けることで再発するかもしれないと、両親に心配をかけないため。

			　ユウトに聞けば否定するだろうが、それが真実だとアカネは思っている。

			　日常生活に問題がないレベルまで回復したのは、黙々とリハビリに励(はげ)んだ成果。

			　大好きだったサッカーを理(り)不(ふ)尽(じん)に奪われても、恨み言ひとつ言わず厳しいメニューをこなしていった。

			　そんなユウトの頑張りをアカネは知っている。

			　目立たない幼なじみの、一生懸命なところを知っている。

			　そんな彼を知っているという優越感混じりだが、自分の気持ちを自覚するまで、そう時間はかからなかった。

			　要するになにが言いたいのかというと、

			「勇人が貴族になるとか、どういうことなの……」

			　場所は、いつもの食堂兼会議室。

			　中央に置かれた長方形のテーブル。その短い辺にヴァルトルーデが座り、右側にはユウトとアカネ。その反対側にアルシア、エグザイル、ヨナの順番で並んでいる。当然だが、ラーシアは欠席だ。

			　既(すで)に日が傾きつつある夕刻。

			　テーブルの中央には、先ほど届けられたばかりの書状が置かれ、その内容に関して会議が行われていた。

			「というか、貴族って。なにそれ、実在してるの？」

			「してるんだよ。そういうもんなんだよ」

			「アカネ、私は一応その貴族なのだが……」

			「そうは言うけどね、ヴァル」

			　アカネにとって貴族などフィクションの存在だ。今回ユウトが叙(じよ)爵(しやく)される予定の男(だん)爵(しやく)は、最低位。マンガやアニメで出てきたら、「男爵？　大したことないのね」などと言っていただろう。

			　現実だとしても、昔、日本にはそんな制度があった。今でも、あるところにはあるらしい。

			　その程度の認識だ。

			「もともと、ユウトくんは帰郷を前提に断りを入れていましたから」

			「帰らないんなら、貴族になれよってことか」

			　アカネのぼやきに、アルシアとエグザイルの二人から律(りち)儀(ぎ)に答えが返ってきた。

			　違う。そういう意味じゃない、とは言えない。

			　なので、もうひとつ疑問を重ねる。

			「そもそも、私はここにいて良いの？」

			「朱音には頼みたいこともあるからな。いてくれないと困る」

			「そう」

			　ユウトの返答に素っ気なく応じるものの、「いてくれないと困る」とまで言われて、嬉しくないはずがない。

			　なんとも簡単だ。我ながらちょろい。

			　しかも、それが嫌じゃないとはどうなのだ。

			「ひとつずつ、検討していきましょうか」

			　いつもはユウトの役目だが、今は当事者。そのため、代わりにアルシアが議事進行役を務めることになった。

			　ちなみに、どんな状況だろうとヴァルトルーデが進行役を務めることはないが、今はいつも以上に使い物にならない状態だ。

			「ラーシアがいないこのタイミングで会議か……」

			「いなくても良い時にいて、必要な時にいないって思ってる？」

			「ヨナ、心を読むなよ」

			「読んでない」

			　ユウトとヨナのそんなやり取りを聞いて、できないとは言っていないところが恐ろしいと、アカネは思った。

			「まずは話にも出たことだし、ユウトくんの叙(じよ)爵(しやく)についてかしら」

			「断る……のだろう？」

			　恐る恐る、ヴァルトルーデが尋ねる。

			　涙目で、上目遣いで、怯(おび)えたような表情。まるで、家においていかれた子犬のようだ。

			「たまに、ヴァル子を無性にいじめたくなるんだが、俺は正常だよな？」

			「異常だけど、私も一緒にそのカルマを背負ってあげる」

			　アカネもユウトの悪ノリに合わせる。見かねたアルシアが口を開いた。

			「断りを入れることは、不可能ではないでしょうね」

			「なら、決まりだ。うん、決まりだ」

			「ただし、大義名分が必要よ」

			「たいぎめいぶん？」

			　聞き慣れない言葉にヨナが反応し、それにユウトが優しく答える。

			「お断りするのに必要な、正当な理由……だな」

			「私なら、神殿に属しているため。エグザイルとラーシアの二人は、種族の問題。ヨナは――」

			「いらない」

			「年齢が大義名分となるわね」

			　アルシアの説明に、押し黙る一同。

			　小さく手を挙げてから、今度はアカネが発言する。

			「勇人が地球人だって理由は？」

			「そのユウトくんをこの国に引き留めるための叙(じよ)爵(しやく)なのですから、理由にはなりませんね……」

			「そっか……」

			　アカネは茶色がかった髪をかき上げ、天井を見る。アラバスターの白い天井が目にまぶしい。

			「私が知ってるのは戦国時代の話だけど、陪(ばい)臣(しん)を直臣にするって、例がないわけじゃないのよね」

			　正面に向き直ったアカネが、そんな知識を披露する。

			「そうなのか？」

			「うん。豊臣秀吉が、上杉の直江兼(かね)続(つぐ)とか伊達の片倉小十郎とか家康の石川数正を引き抜こうとしてたわ」

			　得意そうに語るアカネだが、スタイリッシュな戦国ゲームにはまったことから得た知識だ。ゲームの開発者も、まさか異世界で役に立つとは思わなかっただろう。

			「こちらでも、諸(しよ)侯(こう)が抱える有能な人材を騎士などとして取り立てる例はあります」

			　ヴァルトルーデはロートシルト王国からこの地に封じられた貴族なので、その命令に服する義務がある。しかし、ユウトたちはあくまでもヴァルトルーデに仕えているため、国王の勅(ちよく)令(れい)を遂行する義務はない。

			　そのため、直臣を増やすのには王国側にもメリットがある。与えられる土地は有限なのだが。

			「直江とかは、どうやって断ったんだったかしら？　勇人、ちょっと調べて」

			「ええと、ちょっと待て……」

			　ユウトが多元大全を取り出し、机の上に広げる。

			「『自分の主は景勝様以外にない』って言ったらしい。直球だな」

			「なるほど。それにしても便利よね、そのユウトペディア」

			「ユウトペディア言うな」

			　いつもと変わらぬユウトとアカネの掛け合いを、ヴァルトルーデが羨(せん)望(ぼう)の視線で見つめた。

			　だが、二人はそれに気付かない。

			「そういうことなら、簡単」

			　ヨナが落ち着きのない小学生のようにふんぞり返りながら言う。

			「ヴァルは、もう絶対に手放さないぞって言ってた。理由はそれで」

			「いや、言って……。まあ、確かに言ったが」

			　アカネはヨナの言葉に驚きつつも、もごもごと言い訳するヴァルトルーデを可愛(かわい)いと感じてしまった。

			　それはそれとして、問い詰めなければならないだろう。

			「ユウト、どういうこと？」

			「いや、まあ。若気の至りというか感情が爆発したというか」

			「まあ、いいわ。後回しにしましょう」

			　今はそんな場合ではないと、心のノートにメモしておく。追及して、あまりいい結果にはなりそうになかったというのもあるが……。

			「それより、勇人自身はどう思ってるのよ」

			「俺としては、受けるかどうかは別として、話を聞いても良いと思っている」

			「なんっ……」

			　絶句するヴァルトルーデ。

			　激(げつ)昂(こう)するかと思いきや、ほとんど涙目だ。どうにも情緒不安定。

			　もっとも、涙目は別として絶句しているのはみんな同じだったが。

			「勇人、ちゃんと説明しなさい」

			　隣に座るアカネが、皆を代表して軽くユウトの頭を叩いた。

			「悪かった。ええと、あれだ。俺を貴族にするってことは、どこかに領地をもらえるってことでもあるよな」

			「それはそうね」

			　話の行方を見守っていたアルシアが同意する。

			「そうなると、王家の直(ちよつ)轄(かつ)地(ち)を削らなくちゃいけないわけだが――それって北の塔(とう)壁(へき)の周辺なんじゃないかと思うんだ」

			「……北のとーへき？」

			　聞き慣れない地名を聞いて、アカネは尋ねた。

			「ヴェルガ帝国――悪の帝国との最前線だと思えばいい」

			「なるほど……って、そんな土地もらってどうするのよ。嫌がらせ？」

			「まさか、ユウトをヴェルガ帝国との戦に駆り出そうというのか？」

			　ヴァルトルーデから、気弱な雰囲気が一瞬で消え去った。

			　瞳(ひとみ)には剣(けん)呑(のん)な光が浮かび、全身に活力が満ちる。

			「いやいや、まさか」

			　そんな聖堂騎士(パラデイン)を、ユウトが笑って制した。

			「そんな最前線にも、住んでいる民はいる。簡単に移住なんてできないからね」

			　そこで、アルシアがユウトの意図に気づいた。

			「もしかして、その人たちをイスタス伯(はく)爵(しやく)領へ連れてくるつもり？」

			「俺からヴァルに頼んだら、断らないだろう？」

			「まあ、そうだな。というよりもむしろ、ユウトにすべて任せるだろうな」

			　いっそ清(すが)々(すが)しいほどの丸投げだが、今さら誰もなにも言わない。アカネでさえも。

			「つまり、どういうことだ？」

			　沈黙を守っていたエグザイルが、結論を求める。

			「前例があるのか特例なのかは分からないけど、向こうが想定しているのは、俺はイスタス伯爵家の家宰のまま、別の男(だん)爵(しやく)家の当主になるってことだと思う」

			　大魔術師(アーク・メイジ)でもあるユウトならば、領地の間の距離などないも同然。未開と表現しても過言ではなかったイスタス伯(はく)爵(しやく)領を発展した手腕も評価されたのだろう。

			「つまり、ユウトの苦労が倍になる？」

			「うん、そうだね。ヨナ、少しはオブラートに包もうか」

			「オブラート？　意味が分からない」

			「そりゃそうだよな……」

			　ヨナにあっさりといなされて、ユウトがうな垂れる。

			「う～ん」

			　そんな幼なじみを横目に見つつ、アカネは口を開いた。

			「そもそもなんだけど、故郷の世界に帰るつもりがあるから貴族になんてなれませんよ、って言ったらダメなの？」

			「いや、それはできない」

			　思っていたよりも、きっぱりとした真剣な声音。

			　その声に、アカネの心が大きく揺さぶられる。

			「どういう形になるか分からないけど、少なくとも帰ったままにするつもりはないから」

			「そう……なんだ」

			　ユウトの言葉を聞いて、対照的な表情になるアカネとヴァルトルーデ。

			「だが、ユウト。それは当面の理由としては使えるのではないか？」

			「本当にその場しのぎだけどな」

			「結論としては、今の身分を保ったままの叙(じよ)爵(しやく)であれば受け入れる用意はある。それ以外は、断る……かしら？」

			「そうですね。そんなところで良いと思います」

			　イスタス伯(はく)爵(しやく)家の頭脳二人が結論を出す。

			「それじゃ、次はユウトくんの結婚問題についてね」

			「うあ……」

			　しかしその二人も一枚岩ではない。

			　ユウトは心底嫌そうに、アルシアはどこか楽しそうに次の議題を口にした。

			「相手は誰だか、書いてあったのか？」

			　エグザイルが、テーブルの中央に置かれた王家からの書状をあごでしゃくりながら聞く。

			「その辺は、なんにもだな」

			「ですが、話があるとしている以上は、どこからか申し込みがあったか」

			「王家から、誰か宛てがおうとしているか……ってところか」

			　アルシアから引き継いで、ユウトが嬉しくなさそうに未来予想図を口にする。

			　口調からも表情からも嫌がっていることがよく分かる。

			　それを見て、ヴァルトルーデは安(あん)堵(ど)の気持ちを分かりやすく表情に出す。一方、アカネも心のなかで安堵した。

			「むう。相手が分かっていれば、やりようもあるのに」

			　ヨナの冗談――ということにしておく――はともかく、相手が分からなければ判断が難しくなるのは確かだ。

			「勇人は心当たりないの？」

			「心当たり？」

			「そうよ。私が知らないこの二年の間に、お姫さまを助けてフラグを立てたとかそういうの」

			「ねえよ。ラーシアとエグザイルのおっさんはあったらしいけどな」

			　話を振られたエグザイルが言う。

			「相手が人間でなければ……と、ラーシアが血の涙を流していたぞ」

			「そ、そう……」

			　ほっとしたような、余計なことを聞いてしまったような、表情も心境も複雑なアカネ。似たようなことはレジーナに対してあったのだが、その詳(しよう)細(さい)はまだ聞けていない。

			「一回、断り切れずにお見合いみたいのはしたけどな。相手から断られたけど」

			「へぇ……」

			　どうやら、レジーナのこと以外にも、アカネには聞くべきことは山のようにありそうだった。

			「ユウトくんと婚(こん)姻(いん)関係を結べば恩恵を受けられると考えているのは、誰しも同じでしょうね」

			「恩恵？」

			「ああ、政略結婚的な意味ね？」

			　アカネの確認に軽く頷(うなず)き、アルシアが再び口を開く。

			「このファルヴを作り上げたのも、ほとんど顧(かえり)みられることのなかったこの土地が繁(はん)栄(えい)しているのも、すべてユウトくんのお陰。その力を自分の家にも……と考えるのは、不自然でもなんでもないわ」

			「まあ、外から見るとそうなるのかもなぁ」

			「ユウト……」

			「勇人は、また……」

			「仕方ない、ユウトだしな」

			「そだね」

			「え？　なにこの流れ。おかしくね？」

			　一方的にあきれられる展開に納得いかない様子のユウトだったが、もちろん誰も取り合わない。

			「とりあえず、ただの貴族相手だったら断ろう」

			　ユウトの発言に対し、アカネは容(よう)赦(しや)のないツッコミを入れる。

			「ということは、ただの貴族じゃない相手……あ、王女さまがいたりするの？」

			「いや、ロートシルト王家には、未(み)婚(こん)の娘はいなかったはずだ」

			　そこでアルシアが口を挟んだ。

			「正確には、直系にはですね」

			「そうそう。つまり、傍系にはいるんだろうなぁ……」

			「王女さまはいなくても、お姫さまはいるわけね」

			　だんだんと詰みに近づいていくかのような感覚に、ユウトの憂(ゆう)慮(りよ)が深くなる。

			「ま、相手が誰だろうと断るけどな」

			「大丈夫なの？　そんな簡単に断るとか言って」

			「前みたいにドラゴンに変身して暴れる選択肢もある」

			「そんな選択肢は、ないぞ」

			「勇人、あんたなにやったのよ……」

			　アカネはヴァルトルーデとともに揃ってダメ出しをするが、ユウトは肩をすくめるだけ。

			「分かったよ。いざとなれば、ヴァイナマリネンのじいさんにも出馬してもらう。これで、多少の無茶も通るだろ」

			「こんなことで、あの大賢者を……」

			「ヴァイナ……マリ……？　大賢者？」

			「ブルーワーズ最高とも呼ばれる、大魔術師(アーク・メイジ)だ。実は、ユウトの生徒なのだぞ」

			　我が事のように誇らしげに言うヴァルトルーデを、アカネは疑わしげに見てしまう。嘘をついているとまでは思わないが、そんな偉い人がユウトの生徒になるとはにわかに信じられない。

			「ちょっと、地球の世界史とか教えてるぐらいだよ」

			「なるほど。さすが大賢者と呼ばれるだけあってどん欲に知識を吸収するってわけ。偉いのね」

			　アカネのなかで立派なヴァイナマリネン像が形成されているのが面白いらしく、ユウトは含み笑いをもらす。

			　そんなユウトに、完全な不意打ちが飛んだ。

			「逆に、どんな相手なら結婚してもいいんだ？」

			　

			　エグザイルが放った一言で、ぴきりと空気が音を立てた。

			　いや、呪文もなにも使っていないのに、そんな現象が起こるはずはない。起こるはずはないのだが……少なくともユウトはその音を聞いた。

			「なんだよ、それ。エグザイルのおっさんらしからぬ爆弾じゃね？」

			「爆弾がなんなのかは知らないが、オレのなかの小さなラーシアがそう言えって」

			「もともとちっこいくせに……」

			「興味あるわね」

			　代表して言ったのはアカネだったが、その想いは女性陣で共有されているようだった。

			「そうだな……」

			　ユウトは、ひと呼吸置いて周囲を見渡した。

			　逃げられそうにない。

			　ならば、傷が最も小さくなる道を選ぶべきだろう。

			　正直に言うしかない。

			「ヴァル子みたいに可愛(かわい)くて、アカネみたいに気心が知れてて、アルシア姐さんみたいに思慮深い相手なら、考えないでもないな」

			　そんな相手が存在するわけがない。

			　つまり、少なくとも見知らぬ誰かと結婚する気などまったくない。そもそも、まだ十代のユウトにとって、結婚はリアリティのある言葉ではない。

			　そう言ったつもりなのだが……。

			「確かに、ヴァルは可愛いわよね。うん。可愛くて美人とか卑(ひ)怯(きよう)よね。チートよね」

			「そうか。やはり、一番親しみがあるのはアカネか……」

			「ユウトくんに、そんな風に思われていたなんて」

			「いぎあり！」

			　またしてもサンドバッグのように、一方的に言葉をぶつけられる。

			「解せない」

			「まあ、ヨナちゃんとレンちゃんとレジーナさんの名前が出なかったところは評価しないでもないわよ？」

			「そこに、いぎあり！」

			　アカネの発言にヨナが椅子から飛び上がり、全身を伸ばして議長――アルシア――へ抗議するが、当然ながら無言で首を横に振られるだけ。

			　どうにも、こういった話題はヨナは不利だ。

			　再三の異議も取り合ってもらえず、ヨナはしょぼんとうな垂れた。

			「ヨナには未来があるだろ」

			「まるで、私たちにはないようね？」

			　アカネが代表して非難を表明する。泥沼だ。

			「ちくしょう、元はといえばおっさんのなかの小さなラーシアのせいだ。神さまに補正してもらってやっと女運がニュートラルになったくせして」

			「時には八つ当たりも良いと思うぞ」

			　唯一安全圏にいるエグザイルが、本心からそう言った。

			　そして、やや瞑(めい)目(もく)してからもう一度口を開く。

			「そういえば、先手を打って結婚してしまうというのはどうだ？　これなら、変なのを押しつけられることもないだろう」

			　ぴしりと、空気が割れた。

			　いや、呪文もなにも使っていないのに、そんな現象が起こるはずはない。起こるはずはないのだが……少なくともユウトはそんな光景を目撃した。

			「おっさん、なんか俺に恨みでもあるの？　受けて立つよ？」

			「ユウトが錯(さく)乱(らん)してる……。ヴァルみたい……」

			「いや、私はあんなに酷(ひど)くはないだろう？　……だろう？」

			「素朴な疑問を口にしただけなのだがな……」

			　さすがに、これにはエグザイルも困惑気味だ。この岩巨人(ジヤールート)にしてみれば、とりあえずユウトとヴァルトルーデが結婚するのは既定路線。

			　その後、一人か二人か三人か。何人になるか分からないが妻が増えるのだろうが、遅かれ早かれと思っていたのだ。

			　だから、悪意は欠片(かけら)もない。

			　地獄への道が善意で舗(ほ)装(そう)されているのは、地球でも異世界でも変わりないというだけ。

			「そ、そういうことならアカネが良いのではないか？　故郷に婚約者がいたということであれば、余計な詮(せん)索(さく)も受けないだろうし、説得力もある」

			「こ、ここは順当にヴァルじゃないの？　どこからも文句は出ないわよ、きっと」

			　なぜか、お互いに遠慮し合うヴァルトルーデとアカネ。そこに、ヨナが割って入る。

			「逆にありえない選択肢ということで――」

			「いや、悪いけどヨナはちょっと」

			「むう……」

			「むくれても無駄だぞ。俺の社会的な評判を考えろ……」

			　ヨナを理由に断ったら――お見合い相手のレンジが広がってしまって逆にまずい。ユウト本人が受けるダメージがあまりにも大きすぎる。

			「アルシアはどうなんだ？」

			「私は立候補するつもりはありませんから」

			　アルシアとしてもユウトのことを憎からず思ってはいるが、同時に独占欲もない。それに彼女は、まずはヴァルトルーデだと考えていた。

			「立候補しているのはヨナだけで、肝心の二人は譲り合っているように見えるがな」

			「土(ど)壇(たん)場(ば)で狼(ろう)狽(ばい)しているのでしょう」

			　あくまでも冷静なエグザイルとアルシア。だが、アルシアは煮え切らないユウトに対し、いくじなし……と、誰にも聞こえないようにつぶやいた。

			「なんだこの状況……」

			「勇人が男らしく決めれば良いんじゃないの？」

			「決めてはいる。悪いけど、地球に帰る手段を確立するまでは、すべて保留ってさ」

			「……ずるいわね」

			「すまん」

			「それを聞いたら、私からはなにも言えなくなるじゃない」

			　その結論が誰のために出されたものなのか、アカネは気づいたようだった。分かってしまったため、彼女は引き下がらざるを得なかった。

			「……アルシア、考えがあるのだろう？」

			　ユウトの言葉を聞いて落ち着きを取り戻したヴァルトルーデが、親友へと向き直りながら静かに問う。

			「まあ、簡単に断れない相手が来た場合だけですが……。とりあえず、ヴァルとアカネさんの二人を婚約者ということにすれば良いのではないかと」

			「……二人……だと……？」

			「ア、ア、ア、アルシア？」

			「ちょっと、それ、どういう」

			　三者三様のリアクションを目の当たりにしても、アルシアは一切揺るがない。眼帯に覆(おお)われた顔は表情が読めず、本気なのかどうかも分からない。

			「別に、本当に結婚する必要はありませんよ？」

			　しても良いですけど。

			　とは言わず、アルシアが続ける。

			「ヴァルを婚約者にすれば、どんな厚(こう)顔(がん)無(む)恥(ち)な輩(やから)でも自分の娘をねじこむ気はなくなるでしょう？」

			「まあ、それはそうよね」

			　イル・カンジュアルを討ち取った英雄。

			　世界を救った聖堂騎士(パラデイン)。

			　そして、絶世の美女。

			　まともな神経と羞(しゆう)恥(ち)心(しん)があれば、対抗する気にもなれないだろう。

			　本人は、アルシアが放った言葉のインパクトが強すぎて放心状態だったが。

			「じゃ、アカネも婚約者なのは？」

			　ずるい……という言葉はなんとか飲み込んだヨナが聞く。

			「ユウトくんが故郷――チキュウという世界へ帰る。これは、一部では知られている話よね」

			「それで？」

			「仮にですが、ユウトくんがチキュウへ行くのであれば、一緒について行く。そんな条件で娘を差し出してくる相手がいないとも限らないわ」

			　本人の意思は別にして、ヴァルトルーデが同じ宣言をするわけにはいかない。

			　ユウトとしては、その弱点を突いた強引な押し売りにも思えるが……。

			「一(いち)概(がい)に否定できないなぁ」

			「ええ。帰るまでの間に、最大限ユウトくんからむしり取ればいいのだから」

			「怖い話ね」

			「そこで、アカネさんよ」

			「私？」

			　目を白黒させているアカネが聞き返す。

			　普段ならとっくに気付いているはずだが、当事者となると理解が追いつかなくなるらしい。

			「そう。チキュウにも婚約者がいるとなれば、他の女はお呼びじゃないわ」

			「ユウト、アルシアが娘じゃなくて女って言ったぞ……」

			「アルシア姐さん、結構キレてるんじゃ……」

			　男二人がぼそぼそと話をするが、表面上アルシアは冷静そのもの。真紅の眼帯が邪魔で、相変わらず表情はうかがい知れない。

			　ただ、露わになっている口元は、微(び)笑(しよう)に歪(ゆが)んでいた。

			「さらに、日本は法律で重婚禁止と伝えたら完全に詰みと」

			「あっちに戻ったら、俺はただの高校生だからなぁ。養う甲(か)斐(い)性(しよう)なんてないぜ」

			　そんな、ヨナがまた頑張ってしまいそうな台詞(せりふ)でユウトは相(あい)槌(づち)を打つ。

			「そう。だから、婚約者は二人必要なの」

			　にっこりと、アルシアがさらに笑みを濃くする。

			「いや、なんか騙(だま)されている気がする……」

			「これは奥の手よ。どうしようもなくなるまで表(おもて)沙(ざ)汰(た)にするつもりはないわ。だから、心構えだけで良いわよ？」

			「だから、それが一番厄(やつ)介(かい)なんだって……」

			　婚約者？　恋人とか、告白とか。そういう段階を飛び越えて嫁？

			　しかもヴァルトルーデとアカネが？

			　事情はある。理解もできる。

			　しかし、ユウトの感情はそこまで素直でもシンプルでもない。

			「ラーシアが、この場にいないことを後悔するだろうな。血の涙を流すほど」

			　エグザイルのそんな感想で、会議は一旦休憩となった。

		

	
		
			　

			５・二人の距離、二人の気持ち

			　

			「政略結婚を断る話をしていたら、婚約者が二人になった」

			　自分でも、なにを言っているのか分からない。

			　事実は小説よりも奇なりと言っても、上限というものがあるのではないだろうか。

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)。

			　その露台(バルコニー)のひとつで、ユウトは一人物思いにふけっている。

			　太陽はほとんど沈み、代わりに眼下の街並みには街灯の明かりが目立ち始めていた。設置してから半年以上が経過しているが、玻璃鉄(クリスタル・アイアン )に封じられた《燈火(ライト)》の光はいささかも減じてはいない。

			　普通なら、この時間には賑(にぎ)わいが下火になるはずだが、喧(けん)騒(そう)がここまで聞こえてきていた。夜目が効くドワーフが多いこともあり、この街の夜は長い。

			　すっかり見慣れた日常の光景。

			　そんな平和なファルヴの街とは対照的に、ユウトの心は千々に乱れる。

			　ヴァルトルーデが好きだ。

			　恥ずかしい。断言するには抵抗がないわけじゃない。

			　でも、認めよう。

			　そして――

			　同時に、アカネのことも嫌いではない。ラーシアたちにはただの幼なじみだと言ったが、アルシアからアカネも婚約者にしろと言われて、本当に驚いただけだったか？　と問い詰められれば、肯定できる自信はない。

			「俺は、そんな不実な男だったのか……」

			　懊(おう)悩(のう)は止まらない。

			　しかし、ここではたと気付く。

			「そもそも、朱音はどう思ってるんだって話だよな。くっ、余裕がなかったとはいえ、自分のことしか考えていなかった」

			　露台(バルコニー)の柵に頭を打ちつけ、その痛みで浮き足立つ心を鎮める。

			「そうだ。朱音なんて完全に巻き込まれただけなのに、それで婚約者だなんだって。一番の犠牲者だろ」

			　まずは、彼女と話をしよう。

			　そう決めて振り返った瞬間。

			「ここにいたの？」

			「朱音……」

			　話をしなければならない。同時に、まともに顔を会わせづらい幼なじみが向こうからやって来た。

			「ちょうど良いところに。実は……」

			　だが、そうも言っていられない。意を決して口を開くが――

			「勇人がなにを考えているか、当ててあげましょうか？」

			「はっ？」

			　不意打ちにユウトは固まる。

			　その隙を縫うように、アカネがさらに一歩近づいてきた。

			　手と手が触れ合うほど近くに。

			　吐息が混じり合い、心臓の音が聞こえそうなほど近くに。

			「ヴァルが好きだけど、朱音も嫌いじゃない。こんな俺は最低だ……って思ってるでしょ」

			「…………」

			　完全に言い当てられて、ユウトは二の句が継げない。

			　ふらふらと後(あと)退(ずさ)るが、それはアカネが許さない。ローブを掴んで、ユウトをその場につなぎ留めた。

			「そこは、仕方ないんじゃないの？　男の子だし。結婚もしてないのに、操を立てるのも変な話だし、そもそもこっちじゃ、重婚もオッケーなんでしょ？」

			「違法じゃないってぐらいだけどな……」

			「そして、一通り悩んだあと、私がどう思っているか確認してないって気付いて探しに行こうとしたと」

			「……お前、俺のストーカーかよ」

			「かもね」

			　一度目の別れの時と似た会話をして見つめ合う二人。違いは、お互いの距離だろうか。

			「私としてはね、ラッキーかなって思ったりもするのよ」

			「どういう――」

			　意味だと、最後までは言えなかった。

			　アカネがついと背伸びをして、倒れ込んでくる。

			　柔らかなふたつのふくらみが、ユウトの胸で潰れた。それがなにか理解した瞬間、頬が、いや顔全体が熱を持つ。

			　反射的に、幼なじみの顔を見る。

			　そのユウトへ、顔を近づけるアカネ。

			　二人の距離がゼロになり、頬に柔らかくて大切なものが触れた。

			「好きよ、勇人。ずっと、子供の頃から。でも、好きの大きさは、今が一番」

			　いつもの自信に満ちた笑顔とは違う。

			　切なげで、嬉しそうで、恥ずかしそうで。

			　そんな複雑な笑顔を浮かべて、アカネは告白した。

			　小さく。半歩分だけ、彼女が離れる。微かな香水の匂いが、冬の風に乗って運ばれてきた。いや、単にそれを感じる余裕が生まれただけかもしれない。

			「朱音……」

			　気付いていなかったとは、言わない。

			　少し疎(そ)遠(えん)になった時期もあったが、それも関係ない。

			　この世界に来なければ、向こうで付き合っていたかもしれない。ラーシアとエグザイルに言った言葉は、嘘ではない。

			「まあ、そういうわけだから。私のことは気にしないで？　ううん。私の気持ちは伝えたから、もっと私のことを見てね」

			　彼女も限界だったらしい。

			　そこまで伝えたところで、ユウトの返事を聞こうともせずにぱたぱたと逃げ出すように走り去ってしまった。

			　いつもの洗練された彼女とは違う。

			　昔から知っているはずの幼なじみとも違う。

			　そんな新しいアカネを見せつけられて、ユウトの思考回路は完全にフリーズする。

			　無意識に、右の頬――キスをされた場所――に手を持っていくが、触れるべきなのかどうなのかも判断できなかった。

			　

			「先にごめんね」

			　ユウトを露台(バルコニー)に残して一足先に部屋へと戻ろうとしたアカネは、城(じよう)塞(さい)内の廊下でヴァルトルーデとすれ違う瞬間、足を止めてそう言った。

			「でも、なにもせずに負けるつもりはないから」

			「それは、私も同じだ」

			　数歩行きすぎてから美しき聖堂騎士(パラデイン)も足を止め、数日前に出会ったばかりの友人にして好敵手へと振り返る。

			「うん。そうね。ここで勇人を譲るとか諦(あきら)めるとか言い出したら、引っぱたいてるところだったわ。当たらないでしょうけど」

			「私は、そんなに潔(いさぎよ)い女ではない。冒険者というのは、もっと自分本位で抜け目ないものなのだからな」

			　二人の美少女が、不敵に笑う。

			「勇人は、そこのバルコニーにいたわよ」

			「ありがとう。感謝する」

			　聖堂騎士(パラデイン)はゆったりとした足取りで、廊下を歩く。

			　そして角を曲がった所で――一気にスピードを上げた。

			　アルシアが見つけたら説教を始めそうな速度だが、ヴァルトルーデは気にしないし、息も上がらない。

			　高速で駆け抜けた聖女がそこにたどり着いた時、ユウトはまだ頬に手をやって立ち尽くしていた。

			　そこにいたのは大魔術師(アーク・メイジ)ではない。ただの少年だ。

			「ユウト！」

			「ああ、ヴァルもか……」

			　夢から覚めたかのように。

			　あるいは次の夢に移動したかのように、ユウトがまぶしそうな目をヴァルトルーデへ向ける。

			　それだけで、ヴァルトルーデはアカネとなにかがあったのだと理解してしまう。

			　だが、焦らない。

			　腹も立てない。

			　これは戦いだ。

			　そう、本能で悟っていた。

			　冷静に彼我の戦力を計り、自らの強みを押し出し、勝負所では無(む)謀(ぼう)と思っても賭に出る。そんな慎重さと駆け引きと大胆さが必要なのだ。

			「ひとつ、ひとつだけ聞きたいことがある」

			「え？　いきなりなんだよ」

			　そう、戦いだ。

			　ならば先手必勝。一撃必殺。

			「ユウトの一番は私なのだろう？」

			　

			「ああ、もちろん」

			　ユウトは即答した。それだけは胸を張って言える。

			「そうか」

			　嬉しそうに。

			　ただそれだけなのに、本当に嬉しそうにヴァルトルーデは笑った。

			　冬の夜にも関わらず、大輪のひまわりを連想させる笑顔。

			「それが聞ければ、私は充分だ」

			「え？　それだけ？」

			「うむ。アカネの気持ちも分からないでもないからな。まあ、ユウトと二人の世界に入られると、寂(さび)しい気持ちにはなるが……」

			　最後は、少しだけ弱気に。

			　まるで、儚(はかな)げで白く透明感のある夕顔のように彼女が言った。

			「それは……。ごめん」

			「謝らなくても良い」

			「でも、いきなり婚約者二人とか、普通怒るだろ？」

			「ん？　そうだな。驚きはしたが……貴族なんて、そんなものだろう」

			「え？」

			「え？」

			　二人の常識がすれ違った。

			「あれ？　もしかしてヴァル子は一夫多妻に抵抗感があんまりないタイプ……？」

			「そういうわけでもないのだが、納得できなくもないというか……」

			　どちらとも言えない、曖(あい)昧(まい)な言葉。しかし、ヴァルトルーデが言語化を諦(あきら)めた。

			「とにかく」

			　一音一音区切って、歯切れ良くヴァルトルーデが言う。

			「私にも、その、独占欲や嫉(しつ)妬(と)の感情はある。だが、ユウトが一番と言ってくれるのであれば、そんなものは全部消え失せるのだ。分かったな？」

			「お、おう」

			「それよりも、ユウトがいろいろ思い悩むほうが私は辛い」

			「はぁ……。ヴァル子には敵わないな」

			　大きく息を吐き、ユウトは空を見上げる。

			　彼の中で、アカネへの答えは、まだ見つからない。

			　ヴァルトルーデは、アカネを拒絶することはないと言ってくれているが、生まれてから育て上げてきた倫(りん)理(り)感(かん)は簡単に頷(うなず)いてくれない。

			　それでも……。

			「逆だよ、ヴァル子」

			「なにがだ？　あと、ヴァル子はやめろと言っているだろう」

			「誇って良いんだぜ。国が叙(じよ)爵(しやく)させたり、妻を押しつけようとしている大魔術師(アーク・メイジ)様をこんなにやきもきさせてるのは、ヴァル子なんだからな」

			「…………ッッ!!」

			　ぴくんと、物音に驚いた小動物のように全身を緊張させ、顔を真っ赤にするヴァルトルーデ。

			　もっとも、言ったユウトも似たようなものだ。

			「そうか。うむ、そうだな」

			　ヴァルトルーデは、無意識に胸から下げている玻璃鉄(クリスタル・アイアン )のネックレスをまさぐる。

			　あの日、彼女がユウトの気持ちと一緒に贈られた大切なもの。

			　その手が、今度は唇へと移動する。

			　あの日、彼女がユウトの気持ちに触れた場所。

			「わ、私は戻るぞ！」

			　いろいろと思い出して恥ずかしくなったのか、ヴァルトルーデは来た時と同じように走って、城(じよう)塞(さい)内へと戻ってしまった。

			「嵐のようだった……」

			　オリジナリティのない比(ひ)喩(ゆ)だが、アカネとヴァルトルーデ。二人のタイプの違う美少女との語らいは、ユウトにとってまさに台風のような勢いだった。

			「あ、いろいろありすぎて、ヨナを叱(しか)ってもらうようにアルシア姐さんに言うの忘れてた」

			　今度は絶対に忘れないようにしよう。

			　そんなことを考えながら、ユウトもまたなかへ戻る。途中でヴァルトルーデに会ったりしないよう、ゆっくりと時間をかけて。

		

	
		
			　

			６・会議は進む

			　

			「多少はましな顔になったわね」

			「黒幕にそんなこといわれても困るんだけど。っていうか、表情分かんないよね？」

			「さあ、どうかしら？」

			　アルシアが、部屋に戻ったユウトへ艶(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)みかけた。

			　ユウトは追及するだけ無駄と降参し、いつもの席に腰掛ける。

			　左側にヴァルトルーデ。右隣にアカネ。なにを言われたわけでもないし、さっきの話は秘密のはず。

			　それなのに。いや、だからこそか。自然と動(どう)悸(き)が速くなり、まともに二人の顔が見れない。

			「じゃあ、そろそろ本題に入りましょうか」

			「そういや、まだ本題じゃなかったんだよなぁ。もう、アルサス王子が来るとか来ないとか、どうでも良くない？」

			「ダメに決まっているでしょう」

			　疲れ果てたユウトの希望をアルシアが一(いつ)蹴(しゆう)。一同を見回し、次の議題を俎(そ)上(じよう)に載せる。

			「それでは本題。アルサス王子を迎えるとして、そのための準備をどうするかね」

			「アルシアがユウトに厳しい」

			「今は、甘やかさないことに決めたんだろう」

			　ヨナとエグザイルには、最初から期待していない。ユウトは腕を組み、頭を切り換える。

			　そうしてみて分かったが、政治的な問題を検討しているほうが、まだましだった。

			「向こうからは、日数も規模もまだなにも言われてはいないんだな」

			「それでは決めようがないではないか」

			「そんなことはないさ。こっちが受け入れ可能な限界を提示することで、相手と交渉できるんだから」

			「交渉か……」

			　英雄だ、聖女だと言われても元が庶民のヴァルトルーデ。王家からの頼みであれば、その要望を最大限に叶えることしか頭になかったらしく、交渉することなど、考えもしなかったようだ。

			　それは、王族や貴族などフィクションでしか知らないアカネも同じだ。

			「なるほどね。そうなると、いろいろシミュレーションが必要になるわよね。なんか机(き)上(じよう)の空論になりそうな気もするけど」

			「まずは、たたき台とか、ブレインストーミングってところだな」

			　傍(はた)目(め)にも息が合っている二人。

			　そんなユウトとアカネを目の当たりにしても、ヴァルトルーデは先ほどのようにはうろたえたりしない。

			　ちくりと小さな痛みはあるが、今は信頼という薬がそれを癒(いや)していた。

			「想定というよりは希望になるけど、できるだけ大規模な視察団のほうが嬉しいわね」

			　そんなヴァルトルーデの変化を感じながら、あくまでアルシアは仕事モードを崩さない。

			「それでいいのか？　数が多いほうが大変に思えるが」

			「私もエグザイルに同意見だな」

			「あ。ヴァルとエグが同意見ってことは、間違いってことだ」

			　容(よう)赦(しや)ないヨナの言葉に、ヴァルトルーデの笑顔が固まる。

			「そう言われるとそうだなぁ。これが戦闘なら別なのだが」

			「おっさんは、少しはショックを受けたほうが良い」

			「たくさん人を連れてくるということは、世話をする人員も、その分やって来るということでしょう？」

			　無駄話を続けるエグザイルとユウトをよそに、アルシアが補足する。

			　イスタス伯(はく)爵(しやく)家には、貴族の家に必要な使用人というものがほとんど存在しない。

			　今までは必要なかったというのもあるし、いてもこの城(じよう)塞(さい)の維持管理や書記官たちのサポートのためであり余剰人員はいない。

			　それをあと一ヶ月で、しかも信頼できる人間を揃えるというのは、まず不可能だ。

			「……でも、それだと逆に泊まる場所が必要になるんじゃない？」

			「造れば良いのよ」

			　ヴァルトルーデの疑問に、アルシアはちょっと買い物をしてくる程度の気安さで答えた。

			「アルシア姐さんの言うとおりだな。専用の宿舎みたいなのを造って、警備もお世話も王都から連れてきた使用人にお任せってのが一番現実的だ」

			「常識が崩壊する音が聞こえるわ」

			「いや、わざわざ造らなくても良いか。《不可視の邸宅(クリイネエル)》の呪文なら、全力で使えば三日は保つし、百人は収容できる……」

			　ダンジョンをあるいは野外を旅する冒険者たちが、安全な野営を追い求めるのは極めて自然なこと。

			　そのため、過去の魔術師(ウイザード)たちは多くの呪文を開発してきた。

			　ユウトが口にした《不可視の邸宅(クリイネエル)》は、第七階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　空間の一点を指定して呪文を発動すると分厚い木の扉が現れ、そこをくぐった先には豪(ごう)壮(そう)な邸宅が存在しているという、おとぎ話のような呪文だ。もちろん、呪文を使った術者が許可しない人間には、その扉を開くことはできない。

			　ただし、《瞬間移動(テレポート)》で拠点まで往復できるのであれば、わざわざ使う必要もないので目立たない呪文でもある。

			「崩壊したのは、私の常識じゃなくて勇人のだったみたいね……」

			　疲れたようにアカネが言うが、こればかりは慣れてもらうしかない。

			「というわけで、あっちにはなるべく大人数できてもらうようにしよう。なんなら、こっちが費用を負担してもいい」

			「なにか間違っているような気がするが、それが一番なのか……？」

			「ヴァル、急がば回れですよ」

			「……そうだな。うん。そうだ」

			　リーダーの許可が出たので、ひとつ目の方針は決まったことにする。

			「あとは、視察の時にどこを見せるかかな？」

			「そうですね。これも、先方の希望次第でしょうけど」

			「といっても、うちで見るべきところなんて、馬車鉄道にでも乗ってもらって、玻璃鉄(クリスタル・アイアン )の製品を見てもらって……ぐらい？」

			　ユウトとアルシアが思案していると、ヴァルトルーデが口を挟んだ。

			「ユウト、この城(じよう)塞(さい)を忘れているぞ」

			「ああ……」

			　ユウトは神が実在するこのブルーワーズでも、特定の信仰を持つことはなかった。

			　そのため忘れがちなのだが、ヘレノニア神の奇跡により出現したこのファルヴの城塞は、一部で信仰の対象となっているのだ。

			「ま、一回ぐらいここで歓迎会的なものをやれば良いだろ」

			　そんな風にユウトとヴァルトルーデが話している横で、アカネはヨナからこの城塞の由来を聞いて目を丸くする。

			「普通に寝起きしてるんだけど、良かったの？」

			「ん？　もちろんだ」

			　アカネの言葉に、なにを言っているのか分からないと首を傾(かし)げるヴァルトルーデ。

			　アカネからすると神社に住んでいるようなもので、ちょっと畏(おそ)れ多いと言いたかったのだろうが、どうもヴァルトルーデにはその感覚が通じなかったようだ。

			「じゃあ、相手はなるべく大人数。この城塞、馬車鉄道、メインツで玻璃鉄(クリスタル・アイアン )。この辺の視察を中心とした計画をクロードさんたちにお願いしようかな」

			「そうね」

			「呼んでくる！」

			　余程、暇だったのだろう。ヨナが返事も聞かずに部屋から出て行く。

			　その後ろ姿を見送りながら、ユウトはエグザイルに話しかけた。

			「ところで、エグザイルのおっさんにも頼みたいことがあってさ」

			「なんだ？　珍しいな」

			「少数で良いから、イスタス伯(はく)爵(しやく)家の軍を作ってくれない？」

			「そのつもりではいたが……急だな。どんな理由があるんだ？」

			「主に面子(めんつ)の問題かな」

			　警護というだけであれば、アルサス王子の随(ずい)行(こう)とヘレノニア神殿からの人員で充分だろう。さらに、ラーシアに協力してもらって不穏分子――いれば、だが――を掃(そう)討(とう)しておけば完(かん)璧(ぺき)だ。

			　しかし、警備に自前の戦力を出せないというのは、体(てい)裁(さい)の面で問題がある。

			「とりあえず、金で傭兵とか集めてそれっぽく仕立て上げられれば良いんだけど……」

			「そうか……。まあ、渡りに船だな」

			　なにかを決意したかのように、エグザイルが大きく息を吐く。

			「反対に、ひとつ提案がある」

			「なにか考えが？」

			「ああ。うちの部族をこっちに移住させる。そして、そのなかから部隊を組織するというのはどうだ？」

			「……なるほど」

			　岩巨人(ジヤールート)の部隊であれば戦力的には申し分ない。

			　また、比較する基準が普通の人間の軍隊とは異なってくるし、多少練度が低くても見栄えの問題はクリアできるかもしれない。

			「同じ付け焼き刃なら、そっちのほうが良いな。よし、金ならどうにでもなるから、早速お願いする」

			「承知した」

			　トップダウンによる即断即決。この意思決定の速さは、イスタス伯(はく)爵(しやく)家の大きな特徴だろう。

			「岩巨人(ジヤールート)の部隊か。調練が楽しみだな」

			　領主であるヴァルトルーデにも異存はない。

			「お呼びとあって、罷(まか)り越しました」

			　そこに、タイミングを計ったかのようにイスタス伯爵家の筆頭書記官、クロード・レイカーが姿を現した。

			　総白髪の老人だが、こちらへ来た時に比べて肌に艶(つや)が出て目にも力が増している。

			　やりがいのある立場と仕事を得て、まるで若返っているかのようだった。

			「もう帰るところだったでしょう？　申し訳ありません」

			「いえ、領主様方は会議中でしたので、待機いたしておりました」

			　そっちのほうが申し訳ない。しかも、その会議の半分は恋愛話だった――とは口が裂けても言えなかった。

			「わざわざ来てもらった用件なんだけど――」

			　ヨナが自分の席に戻るのを確認してから、ユウトはクロードに向けて説明を始める。

			　といっても、まだ具体的な段階ではないため、それほど長くはかからない。

			　アルサス王子の行(ぎよう)啓(けい)先として、イスタス伯(はく)爵(しやく)領を希望していること。

			　その際の視察先の計画を練って欲しいこと。

			　重要なのは、この二点だ。

			「なんと……」

			　説明を聞いたクロードは驚きに目を見開き、感動に打ち震え、やる気に充ち満ちていた。

			「ははっ。まずは、こちらもいくつかの想定で計画を立案いたします」

			　エグザイルではなく彼に軍の組織を任せたほうが良いのではないかと思わせるほど、綺麗に背中をぴんと伸ばして退場していった。

			「ユウト、アルシア。これで決めるべきことは決まったか？」

			「そうだな。忙しくなるのは、これからだろうけど……」

			　なんか途中で関係のない話にまで飛んでしまったような気もするが、今は深く考えない。

			　そんなほっと一息となったその時、アカネが遠慮がちに手を挙げた。

			「そういえば、ユウト。私への頼みってなんだったの？」

			「え？　あれ？　そんなこと……」

			「言ってたわよ、最初に」

			「ああ、そうだそうだ」

			　言われて思い出したと、ユウトが頭を掻(か)いて誤(ご)魔(ま)化(か)す。

			「なるべくあっちはあっちでやってもらうように調整するけどさ、ヴァルトルーデ主催で晩(ばん)餐(さん)会(かい)の一回ぐらいはやらないといけないと思うんだよな」

			「そういう物かも知れないわね。でも、そこに私が絡む理由はもっとよく分からないけど」

			「うん。そこで、朱音に料理を出してもらおうかなってね」

			「ああ、はいはい。料理、料理ね。それくらい、なんでも……って？　え？　私が、王子様相手に料理を作るの？」

			「うん。よろしく」

			「ええええ～～～～～!?」

			　驚(きよう)愕(がく)。

			　そして、狼(ろう)狽(ばい)。

			　アカネは、異世界へ来てしまったという非常識な事態より、ある意味大きな衝撃に見舞われる。

			　彼女はなにも考えられず、自分の声が反響する音をただ聞いていた。

		

	
		
			　

			７・ハーデントゥルムの闇

			　

			　ラーシアがハーデントゥルムを訪れるのは、初めてだった。

			　だが、それで行動が鈍ることはない。人間が人間である限り、行動が大きく変わることはないからだ。

			　まず、いくつかの酒場を巡って会話に聞き耳を立てる。

			　ほとんどが関係も益体もない話だったが、日が暮れる頃にはラーシアは店を出て移動した。

			　ハーデントゥルムでも最も奥まった場所にある、深夜まで営業している酒場や娼(しよう)館(かん)、賭(と)博(ばく)場などがひしめき合う一画。

			　その裏通りを迷いなくラーシアは進み、ある酒場の裏口の戸を叩いた。

			　なかから出てきたのは、片耳がない禿(とく)頭(とう)の大男。

			　子供にしか見えない草原の種族(マグナー)へ訝(いぶか)しげな視線を向けるものの、金貨を握らされるとすぐに地下へと案内した。

			　そこは賭博場だった。

			　それもハーデントゥルムの評議会が認めていない、違法な。

			　つまり、目的地だ。

			　アカネへの自己紹介で言ったとおり、この程度の情報収集ができなくては盗賊(ローグ)は名乗れない。

			　きょろきょろと、いかにもなれていない様子で全体を回遊するように移動し、最終的にカードの卓に腰を落ち着けた。実際は、ラーシアには椅子の位置が高すぎて、座るのに、やや苦労したのだが。

			　そんな草原の種族(マグナー)を見て、ディーラーも同席している他の客も思っただろう。

			　鴨(かも)が来たと。

			　そんな思惑も知らず、ラーシアは景気よく金貨を十枚ほど詰む。

			「フォースアラインですが、よろしいですか？」

			「うん。よろしくね」

			　ブルーワーズでは、一般的なカードゲーム。

			　細部は異なるが、トランプで麻雀(マージヤン)の役を揃える……といえば、イメージは近い。

			　ディーラーが自分も含めた参加者へ最初の手札を配り、役が揃うまで無言でカードを交換していく。

			「お、きた」

			　そのゲームで最初に歓喜の声を上げたのは、案の定と言うべきか、ラーシアだった。

			「上がりだよね？　ダブルドラゴン」

			　場に広げた札には、赤竜(レツドドラゴン)と黄金竜(ゴールドドラゴン)の刻印が印字された札が何枚かセットで揃っていた。

			「はあぁ……」

			　誰からともなく漏れるため息。

			　掛け金が勝者へと流れていく。

			　ビギナーズラックだと、一回ぐらいは仕方ないかと、ディーラーも含めた参加者たちは頭を切り換えた。

			　フォースアラインは人気だが、麻雀(マージヤン)に喩(たと)えたとおり、運の要素が大きなゲームだ。

			　だから、一方的に勝ちが続くはずがない。

			　――普通なら。

			「いやぁ、ついてるね！」

			　もちろん、ラーシアは普通ではなかった。

			　カードのすり替えに山札の入れ替え。手先の器用さと素早さを利用して、誰にもバレないイカサマで勝利を重ねる。

			　彼からすれば、ディーラーも他の参加者も等しく案(か)山(か)子(し)に過ぎない。

			　最終的に、金貨百枚ほどプラスしたところで、席を立った。

			　去り際、罪のない――とは、こんな場所にいる以上、一(いち)概(がい)に言えないが――犠牲者である同席者の懐に、気持ちだけだが金貨を放り込んでおくのも忘れない。

			　ラーシアにとっては、ちょっと儲(もう)かったなという程度だが、店にとっては看(かん)過(か)できる額ではなかった。

			　珍しい話ではない。

			　大勝ちしすぎた男が、その帰り道に痛めつけられ勝ちをふいにすることなど。

			「――まあ、相手にもよるよね」

			　ぱんぱんと手を叩いてほこりを払ったラーシアが、地面に転がるゴロツキども見下ろして不敵に笑う。

			　まさしく、相手が悪かった。

			　弓の名手であり、理術呪文の使い手でもあるラーシアだが、こんなゴロツキに毛が生えた程度の相手など、素手でどうにでもできる。

			　まったくの想定外に、地面に倒れ伏したゴロツキたちは理(り)不(ふ)尽(じん)を全身で被っていた。

			「くっ……。グリム・ディの手先か？」

			「そんなんじゃないよ。そういう意味では、キミたちの味方かもね」

			「ふざけるなっ」

			「まあ、いいさ。とりあえず、ボスの所に案内してもらおうかな」

			　天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)。

			　邪気の欠片(かけら)もない純真な笑顔を浮かべながら、ラーシアは足下の男の襟(えり)を掴んで引き起こす。

			「寝言を――」

			「言ってるのはどっちかな？　口があるのは、キミ一人じゃないみたいなんだけど、その辺どう？」

			　ラーシアを賭場に通したあの大男の残ったほうの耳に、鋼の冷たい感触が押しつけられる。

			　いつの間にダガーを取り出していたのか。なぜ、それを最初から使わなかったのか。

			　大男としては疑問が尽きなかっただろう。

			　だが、はっきりしていることがある。

			「分かった。案内する。ついて来い」

			　それは、組織の人間が全員束になっても、この子供のような草原の種族(マグナー)一人に勝つことなど不可能だという事実だ。

			　

			　ラーシアがハーデントゥルムに来てから一週間が経った。

			　ヴァルトルーデとアカネがユウトの婚約者として発表されるかもしれないというビッグニュースも知らず、ただただ任務に邁(まい)進(しん)したこの草原の種族(マグナー)は――

			「兄さん、グリム・ディのヤツらのアジトをようやく見つけましたぜ」

			　――ハーデントゥルムの裏社会を統(す)べる顔役となっていた。

			　組織の本部。

			　とある娼(しよう)館(かん)の地下に存在する一室で、ラーシアはその報せを受け取った。

			　豪(ごう)奢(しや)に飾られた、ラーシア専用の玉座。

			　エルフの里で作られた希少なワインを片手に、報告書に目を通す。
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			　第三者から見たら、完全に悪役にしか見えないだろう。草原の種族(マグナー)の女性を侍(はべ)らせたりしない辺り、まだ最後の一線は越えていないようだったが。

			「ヤツら。王都からの流れ者でしたわ」

			「道理で、人さらいもコロシもなんでもやる極道もんなわけじゃ」

			「ふんふん。なるほどね。なかなか見つからなかったのも当然だ」

			　組織を掌(しよう)握(あく)したラーシアは、綱(こう)紀(き)粛(しゆく)正(せい)と同時にいくつもあった犯罪組織の統合を行い、そのトップに立った。

			　しかし、それは目的を達成するための手段でしかない。

			　ハーデントゥルムの裏社会で暗躍する、性質(たち)の悪い組織を潰す。

			　それが、親友からの依頼。

			　ユウトがこの光景を見ていたら、怪しい組織を摘発しろと言ったのであって、誰も夜の世界を統べろだなんて言ってないと頭を抱えたことだろう。

			　そしてそれが現実になるのは、そう遠い未来ではなかった。

			「船を本拠地にするなんて、考えたじゃないか」

			　王都から流れてきた犯罪組織、グリム・ディ。

			　それが、ラーシアのターゲットだった。

			　いかなる理由で王都からハーデントゥルムへ進出してきたのかは分からないが、商会への押し込み強盗、誘拐、人身売買など、この短期間でありとあらゆる犯罪に手を染めている。

			　違法な賭(と)博(ばく)場など、可愛(かわい)いもの。

			　そんなに派手に動いて追及の手が及ばなかったのは、本拠地が陸地ではなく海の上にあったから。

			　何度も出航と帰港を繰り返していては怪しまれるだろうが、港湾の職員に金を握らせるなり、人質でも取って脅(おど)すなりすれば良いだけ。

			「じゃあ、行ってくるよ」

			「待ってくだせえ、兄さん！」

			「俺たちも連れてってくださいませんか！」

			「ダメダメ、邪魔になるよ」

			「そんな……」

			「キミたちは、黙ってボクの帰りを待っていれば良いのさ」

			　いっそ酷(こく)薄(はく)とも言える口調で、ラーシアは玉座を後にする。

			「いや、黙ってってのは無理か」

			「兄さん？」

			「これで、騒ぎながら吉報を待ってなよ」

			　振り返りもせず、懐からなにかを取り出して背後へ投げる。

			　巾着袋のようなそれが床に落ちると口から、何十枚もの金貨がまろび出た。

			「お気を付けて！」

			　子分たちの唱和を背に、ラーシアが地下室を出る。

			　その姿はすぐ人混みと闇(やみ)に紛れ、彼に誰か尾行を仕掛けていたとしてもあっという間に見失っていたことだろう。

			　それは、目的地であるキャラック船の内部に潜入してからも変わらない。

			　敵組織の隠れ家になっている商船のなか、物陰に隠れ、あるいは天井に張り付いて見張りをやり過ごしながら、まずは一番底を目指した。

			　ヴァルトルーデやエグザイルが一緒だったら、正面から討ち入りになっていただろう。

			　そういう意味でも、ユウトの判断は適材適所だった。

			　ラーシアは、当然のように血を一滴も流さずに船底へとたどり着く。

			　そして、そこで醜(しゆう)悪(あく)なモノを目にした。

			「うう……」

			「ああ……」

			　いくつものうめき声。

			　臭いも酷(ひど)く、磯(いそ)臭(くさ)さと不潔な体臭とそれ以外のなにかがミックスされた空気は、筆舌に尽くしがたい。

			「やれやれ……」

			　その源には、奴(ど)隷(れい)のように繋がれている男女。二〇人は下らないだろう。

			「ボクもユウトも舐(な)められたもんだね」

			　自然と怒りが湧(わ)いてくる。

			　しかし、ラーシアは冷静だった。

			　酷(ひど)い状態ではあっても命の危機に瀕(ひん)している被害者がいないと分かるや、船室へと踵(きびす)を返す。

			　まず、頭を叩く。

			　それで降伏しなければ、姿を見せずに一人ずつ始末していこう。

			　そう大ざっぱな計画を立てると、船底へ向かった時と同じような隠(おん)密(みつ)行動で、一番豪華な船室にたどり着いた。

			　そして漏れ伝わる凶(きよう)行(こう)。

			「はっ、はっは。死ね！　死ね！　死ね！」

			　狂ったような。

			　いや、実際に狂った叫(きよう)声(せい)。

			　それと同時に、鈍い音が聞こえてくる。

			「そこまでだよ！」

			　罠(わな)を確認するのも忘れ、慌ててラーシアが部屋に飛び込む。

			　そこに広がる惨(さん)状(じよう)はしかし、想像とは異なるものだった。

			　でっぷりと太り髪がまばらになった男が、棍(こん)棒(ぼう)のようなものを振り下ろし、哀れな犠牲者に叩き付けている。

			「死んだ！　当たり前だ！　殺しゃ死ぬんだ！　あはっ、あはははははははは！」

			　ただし、殴られているのは人間ではない。

			　船室の床に散乱しているのは、鶏や豚、山(や)羊(ぎ)などの家(か)畜(ちく)の亡(なき)骸(がら)だった。いずれも、頭と言わず体と言わずへこみ、血と肉と骨がまき散らされている。

			「じゃあ、あの死なねえ人間はなんだったんだ！　きょうだいをくいころしたあれはわわわわわわ！」

			　男は完全に、精神の均(きん)衡(こう)が崩れていた。

			　それは、ラーシアが入ってきたことにも気付かず。あるいは気付いたとしても、意に介さず自らの行為に没頭していることからも明らか。

			　近くに寄ってよく見てみれば、腹の周りには脂肪がたっぷり付いているが、その顔は違う。

			　骸(がい)骨(こつ)のようにやせこけ、目だけがぎょろっと光っていた。

			　かつては裏社会の顔役だったのかもしれないが、見る影もない。

			「こりゃ、いろいろ無理そうだね……」

			　自失から戻ったラーシアが苦い表情でつぶやく。

			　この草原の種族(マグナー)にこんな表情を浮かべさせただけで大したものだが、誰も誰にも誇れない。

			「他のまともそうな人に期待しよう」

			　銀色の光が、薄暗い部屋を縦(じゆう)断(だん)した。

			「かふっ」

			　奇妙な音を立て、グリム・ディの首領が大きく仰(の)け反(ぞ)る。

			　まるで、喉から生えているナイフを見せつけるかのように。

			　どうっと音を立て倒れると、しばらくはひゅうひゅうと空気が漏れる音がしていたが、やがてそれも止む。

			　それを見届けてから、ラーシアは部屋の捜(そう)索(さく)を始めた。

			「にしても、死なない人間に、食い殺されたねぇ」

			　そうしながら、先ほどの男の言葉を思い返す。

			　野外や迷宮であれば、そんなモンスターは枚(まい)挙(きよ)に暇(いとま)がない。だが、都市となれば話は別だ。

			「そんなのに追われて、王都セジュールからハーデントゥルムまでやって来たってことなのかなぁ」

			　まだまともだった頃に書いたらしい手紙を見ながら、確信にも似た推測を口にするラーシア。

			　ある場所にドラゴンが棲(す)み着いたことで土地を追われ、ゴブリンやオークの部族が別の地方へ流れていくことがある。

			　では、王都で活動していたグリム・ディが、首領が狂気に陥(おちい)るほどまで追い込まれた相手とは……？

			「ユウト……。こりゃ、結構根が深いかもよ……」

			　陽気な草原の種族(マグナー)がぶるりと体を震わせる。

			　かつて対峙した〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟。それに似た不気味さを、ラーシアは感じていた……。

		

	
		
			第３章

		

	
		
			　

			１・謁(えつ)見(けん)

			　

			　ラーシアがハーデントゥルムの裏社会で成り上がりを果たしている頃、ユウトは王都セジュールで宰(さい)相(しよう)と打ち合わせを行っていた。

			　話し合いは順調だった。

			　最後に、ひとつ。一番重要な部分で合意が得られなかったことを除けば。

			「残念ながら、そちらの希望は受け入れられない」

			「どういうことです？」

			　ロートシルト王国宰相ディーター・シェーケル。

			　眼光鋭い壮(そう)年(ねん)の男へ、ユウトが不信とも表現できる視線を向ける。

			「アルサス王子の行(ぎよう)啓(けい)は、少人数。殿(でん)下(か)と婚約者のユーディット・マレミアス嬢。それに、数名の随(ずい)員(いん)。それだけで行いたいということだ」

			「……本気ですか？」

			「殿下の希望と政治的な事情だ。了承してもらいたい」

			　王宮内の宰相執務室。

			　それに隣接する専用の応接室で、ユウトは声にも不快感を乗せて、不服であることを表明する。

			　革張りのソファ。磨き抜かれたローテーブル。その上に用意された、ティーセット。

			　そのすべてが一流であり、諸外国との交渉にも使用されることがある、この豪華な部屋にふさわしい。

			　それだけの用意をしているということは、決してユウトを、イスタス伯(はく)爵(しやく)家を軽く見ているわけではない。それなのに、無茶な要求を押し通そうとする意図はどこにあるのか。

			（裏があるのかよ……）

			　気付いたことを隠そうともせず、ユウトは横(おう)柄(へい)な態度でハーブティをすする。

			　さわやかな酸味とほのかな甘み。どんなハーブを使用しているのかは分からなかったが、美(お)味(い)しいということだけは確か。それが、また妙に腹立たしい。

			「少数での行(ぎよう)啓(けい)となると、宿舎は――」

			「ファルヴの城(じよう)塞(さい)をご希望だ」

			「はっきり言って、うちじゃまともな歓(かん)待(たい)はできませんよ？」

			「それは……分かっている」

			　引き締まった体を縮ませて、宰(さい)相(しよう)もまた苦悩を垣(かい)間(ま)見せる。

			　私も、中間管理職なのだよ――と。

			「それどころか、安全も保証できかねます。このお話はお断りさせていただきます」

			　しかし、ユウトには関係ない。そんな立場など、知ったことではない。

			　多数での訪問でないと受け入れられない。その立場は、伝えてある。

			　なにかあって責任追及をされるのはごめんだし、それで戦にでもなったらアカネには見せられない惨事になる。

			　人もモンスターも動物も、その命を奪ったことなど何度もある。だが、それを彼女には見せたくなかった。

			「正式な文書は後ほど。それでは、失礼します」

			　言葉と態度に拒絶を満載して、ユウトは席を立った。

			　ヴァルトルーデには遠く及ばないものの、見るものをはっとさせる颯(さつ)爽(そう)とした身のこなし。

			「分かった。座ってくれないか」

			「嫌です」

			「なっ!?」

			　事情があるだろうことは分かっていた。それを、なるべく隠しておきたいのだろうことも。

			　アルサス王子自身にも恨みはない。それどころか、最大限協力しても良いと思っている。

			　これはユウトだけの考えではなく、仲間たちの総意だ。

			　だからといって、不誠実な交渉者に譲(じよう)歩(ほ)するつもりはなかった。

			　ディーター・シェーケルがロートシルト王国宰(さい)相(しよう)として国益を最大限にすべく努力するものであるのと同じく、ユウト・アマクサはイスタス伯(はく)爵(しやく)家の家宰として領主と領民に利益をもたらさなければならないのだから。

			「訪問を断るというのかね？　そんなことをしたら……」

			「どうなります？」

			　自ら処(しよ)罰(ばつ)をほのめかしながら、ディーター・シェーケルは沈黙するしかなかった。

			　実のところ、王家からイスタス伯へ切れる札は少ない。

			　軍役の免除は早々に反(ほ)故(ご)にし、バルドゥル辺境伯とのいざこざの際にも仲(ちゆう)裁(さい)は失敗した。新領地開発に伴う協力も、ほとんどしていない。

			　もちろん、王家が上位であるのは間違いないだろう。

			　間違いないが、王家からイスタス伯爵家への〝借り〟が多すぎる。現在の関係は、臣(しん)下(か)が王へ敬意を払っているから成り立っているのだ。

			「すまなかった」

			　さすが政治家と言うべきか。

			　宰相であるという体面も自尊心も一瞬で捨て去ると、ディーター・シェーケルはソファから立ち上がり頭を下げた。　

			　だが、ユウトが欲しいのはそんな対応ではない。

			「…………」

			　あの書状が送られて以来、蓄積されてきたストレスがユウトのなかで荒れ狂う。

			　アカネからはどんな苦境も受け入れて乗り越えると評されたこの大魔術師(アーク・メイジ)にも、限度というものがある。

			　この豪華なソファを蹴倒して、野良猫の群を解き放つぐらいのことはしても許されるのではないか。

			　そんな妄想にとりつかれていたところ、突然、扉が開いた。

			「ユウト殿、我が臣が礼を失したようだ。謝罪しよう」

			「……陛(へい)下(か)！」

			　宰(さい)相(しよう)が慌てて臣(しん)下(か)の礼を取る。この登場は、完全に予定外だったようだ。

			　ユウトも、この展開には、さすがに平静ではいられない。

			　チャールトン三世。

			　白髪で、長い髭(ひげ)の老人。

			　いかにもといった風(ふう)貌(ぼう)の国王。

			　しかし、ただの老人ではないことは、年齢にしては分厚いその胸板と、威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)とした歩みからも明らかだった。

			　ロートシルト王国の主は、王であると同時に武人でなければならない。彼は、それを体現していた。

			「礼は不要。座られよ」

			　ディーター・シェーケルが空けたソファに、極めて自然な動作で腰を下ろす。

			　宰(さい)相(しよう)は慌ててその背後に控え、普段は鋭い光を放っている目を白黒させていた。

			「失礼します」

			　ユウトはヴァルトルーデの家臣ではなく、大魔術師(アーク・メイジ)であり冒険者として王の対面についた。

			　チャールトン王は、「ユウト殿」と呼んだ。

			　つまり、イスタス家の家宰ではなく、王都を、世界を救った英雄に話があるのだろう。少なくとも、ユウトはそう判断したし、それは誤りではなかったようだった。

			「相手を見誤ったな、シェーケルよ」

			「はっ。返す言葉もございません」

			　にこやかなチャールトン王とは対照的に、汗(かん)顔(がん)の至りという表現の見本と化している宰相。

			　そんな二人を眺めつつ、ユウトは言葉を待つ。

			　落ち着きを取り戻したディーター・シェーケルが、王になにかを確認すると口を開いた。

			「シルヴァーマーチのケラの森。その奥には、自然崇拝者(ドルイド)たちが守る遺跡がある」

			「それは……初耳ですね」

			　イスタス伯(はく)爵(しやく)家の領地であると同時に、冒険者時代は活動の中心だった土地。

			　しかし、そんな話は聞いたことがなかった。

			「まあ、閉(へい)鎖(さ)的(てき)な自然崇拝者(ドルイド)たちならそのくらいの秘密はありそうですが……」

			　木材の伐(ばつ)採(さい)の件で顔を合わせた長老たちのことを思い浮かべながら、そんな感想を口にする。

			「その遺跡の奥には六源素の集まる大渦があり、その先にヘレノニア神の祭(さい)壇(だん)があるのだ」

			「古い、祭儀だ」

			　宰(さい)相(しよう)の説明を受けて、チャールトン王が遠い目をしながらつぶやく。

			　今では途絶えてしまった、ロートシルト王家に伝わる秘儀。

			　祭壇の守護者を打ち倒すことによって新たな王としての誓いを立て、その身にヘレノニア神の聖印を刻まれるのだという。

			「あれは、証を立てねばならぬ」

			「なるほど。それで実質、王子お一人で……ということですか」

			　直系の男子はアルサス王子しかいない。本来であれば、彼の王位継承に議論の余地はない。

			　とはいえ、二〇年も行方知れずになっていたのだ。玉座につくことを問題視するだけなら、まだ良いほう。廃(はい)嫡(ちやく)や、王の甥(おい)であるマルヴァト公(こう)爵(しやく)の即位を推す声もある。

			　それが、未だアルサス王子が正式に立太子されていない理由だった。

			　しかし、古式に則(のつと)り儀式を終えることでその流れも変わる。

			「秘密にしたかった理由は分かりましたが……」

			　ユウトは、チャールトン三世の背後に控えるディーター・シェーケルへ鋭い視線を向ける。

			　恐らく、訪問が最終決定したか、あるいは訪問中にこのことを打ち明けるつもりだったのだろう。絶対に断れないタイミングを見計らって。

			「それをお教えいただいたということは、冒険者としての我々に、その探索行(クエスト)の露払いをさせたいということですね？」

			「親ばかと笑うかの？」

			「いえ、適任でしょう」

			　少なくとも、ヴァルトルーデが断ることはない。つまり、その依頼を受けることと同義だ。

			「そうか」

			　チャールトン三世がわずかに相(そう)好(ごう)を崩す。その表情は、息子を心配する父親そのもの。

			「感謝に堪(た)えぬ」

			「妥当な依頼であれば引き受けます。我々は冒険者ですから」

			「冒険者であれば、報酬が必要であろうな」

			　一瞬にして、息子のために奔(ほん)走(そう)した男の面影はなくなった。

			　老王が、威(い)厳(げん)のこもった声で宣言する。

			「それを為したならば、ロートシルト王アルサスの名において、イスタス伯を侯(こう)爵(しやく)へと昇(しよう)爵(しやく)させることとなろう」

			　そうきたか……。

			　思わず頭を垂れながらも、ユウトは感心していた。

			　ヴァルトルーデを、彼女の下に集う仲間たちを本質的に従えることはできない。それでも取り込みたいならばどうするか？

			　簡単だ。

			　地位と権力を与え、引揚げ、国とヴァルトルーデたちの利益を一体化させてしまえば良いのだ。

			　そこで、雲行きをうかがっていた宰(さい)相(しよう)が我慢しきれず、王に尋ねた

			「王よ、それでは……」

			「うむ。アルサスが身の証を立てたならば、余は王位を退(しりぞ)く。とはいえ、あやつはまだ若(じやく)輩(はい)者(もの)。しっかり支えてくれよ」

			「我が命に代えましても」

			　改めて忠誠を誓い合う主従を眺めながら、一本取られたな……と心のなかで苦笑を浮かべる。

			　別に、叛(はん)逆(ぎやく)するつもりも下克上をする意思もないのだから、構わないのだが。

			「既(すで)に内示をしてはいるが、その時に合わせてユウト殿の叙(じよ)爵(しやく)も行うようにな」

			「御(ぎよ)意(い)に」

			「その件なんですが、やっぱり、北の塔(とう)壁(へき)近くの直(ちよつ)轄(かつ)地(ち)を男(だん)爵(しやく)領とされるおつもりですか？」

			　ユウトの推測の形をした確認に、宰(さい)相(しよう)は目を見開き、チャールトン三世はわずかに遅れて頷(うなず)きを返した。

			「もし策源地としても確保するのが限界で、住民を移住させるのが目的だったら……この話、なしにしませんか？」

			　そう、仲間たちとの会議とは反対のことを言う。

			　策源地。つまり、北の塔(とう)壁(へき)に詰め、侵略を試みるヴェルガ帝国の軍勢から人類の領域を守る防(さき)人(もり)たちへ補給物資を供給する土地。

			　であるからには、兵士とは別にその生活を支える農民たちが必要になるのだが、場所が場所だけに安全を確保するのは難しい。

			「言葉足らずだったかも知れません。イスタス伯(はく)爵(しやく)領でその住民は受け入れます。だから、そのためだけに叙(じよ)爵(しやく)する必要はないってことです」

			　あのあと、ユウトは詳(しよう)細(さい)に検討をしたのだ。自分なら、北の塔壁周辺の土地をどう治めるか。

			　現実逃避気味に。

			　出た結論は、小貴族が統治する意味はない。それどころか、危険だ。

			「空になった村には、兵士とその家族に半農半兵という感じで入ってもらいましょう。普段は農民だけど、合間に軍事教練は行い、非常時には兵士として戦う。俺の故郷では屯(とん)田(でん)兵(へい)というんですが」

			「なるほど……」

			　王と宰(さい)相(しよう)は、そのユウトの提案を聞いて、考え込む様子を見せた。

			（ここは、畳みかけるか）

			　そう決めたユウトは、さらに言葉を重ねる。

			「俺の国じゃないんですが、地球には準男(だん)爵(しやく)という制度を設けている国があります」

			「準男爵？」

			「簡単に言うと、土地――領地を持たない貴族。いえ、貴族として扱われる平民と言って良いかもしれません」

			「それが、どうしたというのだ？」

			　いらだたしさも訝(いぶか)しさもなく。ただ純粋に疑問だと、宰相が問いただす。

			「お――私を叙(じよ)爵(しやく)されるのであれば、それに準じた爵位を作ってください。それなら、お受けします」

			「領地は不要だが、地位は欲しい。面倒事を避けたいだけではないかと、言われかねないのではないか？」

			「言いたいなら、言わせてやりましょう。この大魔術師(アーク・メイジ)相手に言えるものならばね」

			　いっそ傲(ごう)慢(まん)とも言える口調と内容で、チャールトン三世の懸(け)念(ねん)を一(いつ)蹴(しゆう)する。

			「そもそもですね。将来的に、土地持ちの貴族の権力は削らなくてはなりません。混乱をもたらしては本末転倒ですが、彼らの力におもねって王権が制限される。それこそ、問題でしょう」

			「それはそうだが、できるものならやっている」

			　王国宰相ディーター・シェーケル。彼も、本領の統治は代官に任せているが、ロートシルト王国の中央部に領土を持つ伯(はく)爵(しやく)である。

			　大臣クラスなど国の要職にある者も同じで、国と自領の利益が衝突することもしばしだった。

			「地縁を持たぬ貴族は、自動的に俸給を支払う王家に依存することになると、こういうことだな？」

			「反対も予想されますが……」

			　ユウトは首を振って、宰相の懸(け)念(ねん)を打ち消す。

			「それは、私への反発と混ざり、うやむやになると思います」

			「シェーケルよ」

			「はっ。早速、検討いたします」

			　こうして、ユウトの現実逃避から始まった提案は、ロートシルト王国を封建国家から絶対主義王朝へと脱皮させる嚆(こう)矢(し)となるのだが、それを実感するのはだいぶ先の話となる。

			「さすが、大賢者ヴァイナマリネン殿の高弟。知恵者であるな」

			　そうお褒(ほ)めの言葉をいただくが、ユウト自身は多元大全でカンニングをしただけと思っているため、誇る風もない。また、面倒なのでヴァイナマリネンの弟子ではないと、否定もしない。

			　それがまた大物感を演出していることに、ユウトは気付いていなかった。

			「となればやはり、アマクサ家を残すためにも、一刻も早く、婚(こん)姻(いん)を結んでもらわねばな」

			「左様ですな」

			　主に同意したディーター・シェーケルが、一礼して応接室を出る。

			「これが、王家に届いている婚姻の申し込みです」

			　戻ってきた宰(さい)相(しよう)が床に置いた木箱には、日本風に言えば、お見合い写真の束が詰まっていた。箱から出して重ねたならば、束ではなく塔になるだろう。

			　美化されていることは間違いない肖像画や、自領への招待という名のお見合い、難解な言い回しのなかに婚姻関係を結びたいとアピールする手紙等々。

			　真心と欲にまみれた申し込みだった。

			「数百年後には、貴重な史料になってそうだ……」

			　それを心底嫌そうに見つめる大魔術師(アーク・メイジ)。

			「我が王家の分家筋にも、適齢の娘はおるが……」

			「お断りします。既(すで)に、婚約者がおりますので」

			「ほう……」

			「まあ、まだ口約束ですが、ヴァルトルーデと、その、なんというかですね。そんな感じで」

			　歯切れが悪いのは、気恥ずかしさが半分。そして、本人にはまだ伝えていないのに、なんでこんなおっさんたちへ先に言わなくちゃいけないんだという理(り)不(ふ)尽(じん)さが半分。

			「それはめでたいことではないか」

			「想定通りではありますが、歓迎すべき慶(けい)事(じ)ですな」

			　口々に祝福をしてくれるが、どうにも素直に受け取れない。

			「だが、イスタス伯との子は、イスタス伯(はく)爵(しやく)家の跡継ぎとなろう。ならば、妻のもう一人ぐらいは――」

			「私は、まだ故郷に帰ることを諦(あきら)めてはおりません。また、最前の変事の際、私の故郷での婚約者も、このブルーワーズへ転移をしております」

			　事前に決めたとおりの説明をするユウト。

			　心のなかでは、アルシアの手のひらの上で転がされているような感覚を味わっていた。

			　しかも、それほど嫌ではないのが困る。

			「ふむ。であれば、シェーケル」

			「はい、やむを得ないでしょうな」

			　どうにか納得してくれたようだった。

			　様々なものを犠牲にしたような気がするが、必要な犠牲だった。泣きながら馬(ば)謖(しよく)を斬ったと思っていたが、斬られていたのが自分だっただけなのだ。

		

	
		
			　

			２・私にできること

			　

			「勇人～。起こしにきたわよ」

			　返事も待たず――寝ているはずなので返答があるはずもないが――籐(とう)のバスケットを持ったアカネがユウトの私室へと入っていく。

			　ユウトの部屋といっても、王都の家からベッドだけ運び入れた寝るためだけの部屋だ。

			　昨日、王都へ行くと言い残して《瞬間移動(テレポート)》していったユウトは、夜になって疲れた顔で帰ってきた。

			　それから打ち合わせや書類の処理を行い、寝たのは深夜になってからだったようだ。

			　アカネとしては、まだ手伝える状態ではないので見ていることしかできなかったのだが、メイドさんに起こされるという癒(いや)しは提供できるはず。

			　そう、メイドだ。

			「うふふ、気持ちよさそうに寝ちゃって」

			　バスケットを足下に置き、膝立ちの体勢で横からユウト寝顔を観察する。

			　ベッドですやすやと眠る幼なじみの頬を突きながら微笑(ほほえ)むアカネが身につけているのは、確かに世間――ただし、日本で――で言うメイド服だ。

		

	
		
			[image: 235.jpg]
		

	
		
			「まったく、ここだけなら異世界だなんて思わないわよね」

			　さわさわとユウトの髪を撫(な)で、顔全体を包み込むように両手でなぞっていく。

			　起こしに来たと言いつつ一方的なスキンシップを展開しているが、昔からこんなものだった。問題ない。なにも問題はない。

			「ここにキス、しちゃったのよね……」

			　頬のある一点を指でなぞり、その指先で桜色のつぼみのような唇に触れる。

			　彼女の頬は紅(こう)潮(ちよう)し、瞳(ひとみ)はわずかに潤(うる)んでいた。

			　思い出すだけで、身(み)悶(もだ)えする。

			　正確には、あの日の夜、アカネは自室に戻ってからベッドへ飛び込んでごろごろと転がり回った。一緒に、奇声を発していたような記憶もある。

			　恥ずかしい、嬉しい。

			　期待もある、不安に襲われることもある。

			　だけど、踏み込んだ。

			　一度決めたなら、アクセルを緩(ゆる)めてはいけない。

			（この格好は、なんか違うような気がするけど……）

			　でも、ユウトが喜んでくれるなら、それでいいかな……とも思う。

			「アカ……」

			　ユウトの寝言に、アカネの心臓が跳ねる。

			　呼吸を止めて、食い入るように幼なじみの寝顔を見つめる。

			「……シア」

			　――冗談ではなく、コントのようにずっこけた。

			「……アカシア？」

			　体勢を整えたアカネが、鋭い視線をユウトへ向ける。

			　幸せそうに寝ている、幼なじみに。

			「おっけーおっけー。私は寛大だわ」

			　いつかユウトと一緒に見た映画に出てきたペルシアの大王のような台詞(せりふ)で、アカネは心を落ち着けた。

			「アカシアね、花の名前みたいね。つまり、女の人ね」

			　しかし……と、ここで短絡的に飛びつかない。

			　彼女は冷静だった。

			　怖いほどに。

			「でも、ユウトの言動や周囲の態度からすると、寝言で名前を呼ぶほど親しい人を私が知らないはずがない」

			　アカシア、アカシア。

			　アカ……シア……。

			「なんだ、簡単じゃない」

			　アカネは笑った。

			　満面の笑みだった。

			「ユウト、そろそろ起きなさい」

			「んっ、ああ……。朝……？」

			　夢と現実の狭間(はざま)にいるユウト。デスクトップ画面は出ているが、まだハードディスクがカリカリ動いているような状態だろう。

			　そんな状態の幼なじみへ、アカネは耳元で優しくささやいた。

			「アルシアさんに、こんな風に起こされたことある？」

			「ああ……」

			　ある。

			　確かにあったはずだ。

			　夢見心地で、ユウトが頷(うなず)き返す。

			　

			「あるのね」

			　有無を言わさぬ断定。

			《雪崩(アヴアランチ)》の呪文を思わせる冷気。

			「なんっ？」

			　生存本能に突き動かされ、ユウトは半開きだった目を見開いた。

			「そこ、詳しく聞きたいわね」

			「あ、はいっ」

			　ユウトは、いつのまにかベッドの上で正座になっていた。

			　なぜアカネがいるのか。

			　こんなに至近距離に。

			　どうしてメイド服みたいな格好なのか。

			　いや、対外的には今のところメイドだからいいのか。

			　それにしたって、着る必要はないだろう。

			　案外悪くない。

			　頭が回っていないのか、現実逃避なのか。

			　とにかく、拒絶という選択肢はどこにもなかった。

			「なんか、寝てたらアルシア姐さんが、俺の顔を触っていたと言いますか」

			「どういう状況よ」

			　近い。

			　吐息が混ざり合い、アカネから――香水かシャンプーか分からないが――ほのかにいい香りがする。

			「たぶん、あれだ。目が見えないから、代わりに触って確かめていた的なサムシングだろ」

			「それで、アルシアさんは『ウォーター』とか叫んだりしたわけ？」

			「創作エピソードらしいぞ、それ……」

			　ユウトのそんな様子を見て、アカネが矛(ほこ)を収めた。

			　ユウトを試すようなことをしたアカネも、なにもないだろうことは、最初から分かっていたのだ。ただ、まさか、こんなことをする人が他にいるとは思わなかっただけ。

			「納得してあげるわ。それより、なにもないわけ？」

			　一歩離れ、そこでくるりと一回転するアカネ。スカートがぶわっとめくれ、健康的なふくらはぎが露わになる。

			「大変よろしいと思います」

			「それはなにより」

			　そのリアクションは人としてどうなのか。それは考えないことにする。

			　アカネが満足していれば、それで良いのだ。

			「んで、なんの用だよ？」

			「朝の部屋に幼なじみ二人。学校でしょう？」

			「学校なー。早いところ作りたいんだけど、割り込みで仕事が入って来やがる。俺、この仕事が終わったらブルーワーズにサッカーを普及させて、未来の日本代表を作るんだ……」

			「頑張りなさいよ。それで、一緒に朝ご飯を食べに行く予定だったじゃない。二人で」

			「ん？　ああ……。今日だっけ？」

			「そうよ」

			「すまん」

			　小さく謝ってから、身(み)繕(づくろ)いのためベッドからようやく出る。

			「仕方ないわよ。昨日も遅かったんでしょう？」

			「だが、このベッドは二倍の睡眠が得られる魔道具(マジツク・アイテム)なんだ。言い訳はできない」

			「夢のアイテムだわ……。修(しゆ)羅(ら)場(ば)中とか」

			「金貨一〇〇〇枚するけどな」

			「それは夢でも、夢のまた夢ね」

			　日本円で五〇〇万から一〇〇〇万円払える人間が時間に追われるはずもない……とは言い切れないが、少なくともアカネには手が出ない。

			「じゃあ、これ着替えね。っと、先に、こっちで顔をふいて」

			　アカネが、持ち込んだバスケットからいつもの制服にローブ、それから熱々のタオル――タオル地の素材はないので、厚手の手ぬぐいのようなもの――を出して、甲斐甲斐しく世話をしてくれる。

			「《修復(リペア)》だったっけ？　便利よね」

			「クリーニングいらずなのは間違いないな」

			　着替える間はさすがにアカネも後ろを向いていたが、二人はまるで熟年夫婦のよう。

			「よし。朝ご飯を食べに行きますか」

			「そのためにこれって。非常識よね、ほんと」

			　周囲に展開する呪文書のページを見回しながら、アカネが苦笑した。

			「《瞬間移動(テレポート)》」

			　眩(まばゆ)い光にアカネが思わず目を閉じる。

			　本当に、それだけの間。

			　彼女が次に目を開いた時、二人はファルヴの城(じよう)塞(さい)から離れたカイエ村の入り口に立っていた。

			　冬の朝日は、まぶしいが嬉しいものだ。

			　寝起きの体に生気を取り込むつもりで、ユウトは大きく伸びをして陽光を全身で受け止めた。

			「う～ん。びっくり。私たちが今いる場所の空気は、どこへ行ったの？」

			「知らん。だけど、そういうことを考えてるから呪文が使えないんだよ」

			　冷たい息を吐きながら、半眼で答える。

			　そこでユウトは、アカネが寒さに身を縮めているのに気が付いた。

			「その格好じゃ、寒いよな」

			　ローブを脱いで着せられれば格好良かったのだろうが、そうもいかない。

			　結局は、脱いだローブを脇に挟みつつ制服の上着を脱ぎ、アカネに自分で羽織ってもらうという迂(う)遠(えん)なものになってしまった。

			「格好悪いな、俺……」

			「現実なんてこんなものよ」

			　そうドライに返すアカネだったが、嬉しそうだった。

			「じゃあ、そろそろ行くか」

			　冬まきの小麦畑が並ぶ農道を揃って歩きながら、ふと思いついたようにアカネが言う。

			「そういえば、街の外を歩くのって初めてだわ」

			「う……。それは不自由をかけて悪いな」

			「別に、冒険をしたいってわけじゃないから構わないけどね」

			　本当にただなんとなくそう思っただけだと、アカネは手を振って否定する。

			「旅行に来てるわけでもないんだし」

			「普通に移動すると、時間がかかるからなぁ」

			　今後の生活に頭を悩ましながら、村の正門に到着。交代で門番をしている村人と挨(あい)拶(さつ)をかわし、村長の家へと歩みを進めた。

			　村を囲む石壁や堀にアカネが目を丸くしていたが、呪文で作ったなどと本当のことを言うとあきれられそうなので、自発的に黙(もく)秘(ひ)権(けん)を行(こう)使(し)しておく。

			　ゴブリンたちの襲(しゆう)撃(げき)を受けてからそれほど経っていないが、村は既(すで)に平静を取り戻していた。

			　どの村も、負傷者は出ても死者が出なかったのは幸いだった。

			「ようこそ、お待ちしておりました」

			　カイエ村のロシウス村長が、家の前で出迎えてくれる。

			　横には、その息子で元冒険者のグレン・ミュラーもいた。

			「どうも、朝から申し訳ありません」

			「とんでもない」

			「あ、今度使用人として雇(やと)ったアカネです」

			「アカネです。よろしくお願いします」

			　いちいち来訪者であることを説明する煩(わずら)わしさと、小さな嘘を吐いているという罪悪感。

			　天(てん)秤(びん)にかけてしまえば、前者に傾いてしまう。

			「どうぞ、なにもありませんが朝食を用意しておりますので」

			　母親になったばかりの元冒険者で魔術師(ウイザード)のマリアンが、ユウトたちを歓(かん)待(たい)する。

			　挨拶もそこそこに、暖(だん)炉(ろ)の前に置かれたテーブルへと移動。

			　初めて見る〝普通の家〟に、アカネがきょろきょろと家のなかに視線を走らせた。

			　今まで見てきた建物は基本的に石造りだったが、この家は木造。密閉度が低いためか空気は冷たいが、パチパチと燃える暖炉の火がそれを忘れさせてくれる。

			「その後、なにか問題はありませんか？」

			「おかげさまで、無事でしたわい」

			　ユウトと村長のロシウス、そして、グレンが襲(しゆう)撃(げき)についての話や魔法薬(ポーシヨン)の備蓄、アルサス王子の訪問などに関して話を進めていく。

			（後任を息子に任せるつもりになったのかな？）

			　少なくとも、補佐はさせるようだ。

			　ゴブリンたちの襲撃時に奮戦して、信頼を勝ち得たのかもしれない。

			　横でアカネが、テーブルの上に並べられたメニューに視線を走らせている。

			　大きな木の皿に黒パンがいくつかまとめて置かれ、それぞれにスープの皿が用意されている。

			　他は、豚肉のハムが何枚かと、チーズ、ゆで卵。漬け物代わりなのか、塩を振った蕪(かぶ)といったところ。

			「朱音、先に食べてて」

			　気を遣ってというよりは、そのために来たので遠慮するなというユウトの言葉。それに反対するものは誰もいない。

			「そうですね。男の人たちは話に夢中ですから、先にいただきましょう」

			「……はい」

			　メイドという設定のため、一応のためらいを見せてから、アカネは木製のスプーンでスープを口に運んだ。

			「これは……」

			「どうかしました？」

			「いえ、美(お)味(い)しいです」

			「おかわりもありますから、遠慮せずにどうぞ」

			　赤毛のマリアンの笑顔に、アカネの良心がうずいた。どういうわけか、彼女の頭の中にニシンのパイが浮かぶ。

			　端的に言えば――食べられないほどではないが――不(ま)味(ず)かった。

			　キャベツのような葉物野菜に、豆――レンズ豆だろうか？――が入ったスープだが、筋張って食感が悪く、スープも味がやたらと濃い。

			　スープにラードが入っているという話は聞いていたが、これほどとは思わなかった。

			　パンも当然硬く、スープに浸さなくては食べられない。

			「勇人……。恨むわよ……」

			　彼女は、誰にも聞こえないようぼそりと幼なじみへの怨(えん)嗟(さ)の言葉をもらし、それをチーズを飲み込むことで誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　これも、日本で食べたチーズに比べると、どうしても劣る。

			　味付けは、なんとかなるだろう。

			　しかし、基本的な食材がこのレベルなのだ。それは、ファルヴの市場で購入した野菜を味見したことからも確認済み。

			　本当の意味で、ようやく理解できた。

			　この世界の食は、あまりレベルが高くない。

			　こちらに来て初めて食べたあの朝食。あれが基準だと勘違いしたのが、不幸の始まり。あれは呪文で生み出した例外中の例外。いや、最高級料理だったのだ。

			　あのレベルの料理が食べられるということは、材料も良いものが手に入るのだろう。そう思っていたので、どうせなら地元で取れた食材を使おうとリサーチに来た結果がこれだ。

			　財力はある。貿易港であるハーデントゥルム経由であれば、たいていの食材も手に入る。

			　しかし、それは王都でも食べられるだろうし、王宮のほうが料理人の腕だって良い。　

			「どうしよ……」

			　メニュー作りが、入り口で暗(あん)礁(しよう)に乗り上げてしまった。

			　そもそも、ユウトは昔から美(お)味(い)しいほうが良いけど不(ま)味(ず)くても食べられるなら食べるという作りがいのない人間だったのだ。

			　そんな幼なじみの口車に乗って引き受けた自業自得。

			　惚(ほ)れた弱みと言っても良いかもしれない。

			「ヒモ男を作る女って、こういう心理なのかしらね……」

			　食事を進めるほど、アカネの憂(ゆう)慮(りよ)は深くなるばかりだった。

			　

			「そんなに酷(ひど)いかな？」

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)へと戻り、厨(ちゆう)房(ぼう)を見回しながらユウトがそんなことを言う。

			「勇人が慣れたのか味音(おん)痴(ち)なのかは知らないけど、日本とは比べものにならないわよ」

			「う～ん……」

			　納得がいかないというユウトの様子を見て、本格的に頭を抱えそうになるアカネ。

			「しかも、下手したら王子様と婚約者しか来ないかも知れないとか、どういうことよ。最悪、一緒に来る料理人の人にレシピだけ伝えて、調理をお願いしようと思ってたのに」

			「グルメ漫画方式か」

			　その手もあったかとユウトは感心しているが、今回はどうしようもない。

			「それで、ここは使えそうか？」

			「できなくはないけど、手際良くとなると……」

			「そりゃそうか」

			　ファルヴの城塞は、城である以上当然だが、厨房が複数存在している。便(べん)宜(ぎ)上(じよう)、第一厨房はユウトたち領主の側近専用。それ以外は、城塞で働く人々のための賄(まかな)いどころとなっていた。

			　ただし、この第一厨房は今の今まで放置されていたのだが。

			「しかし、台所を使わないで一年経ってるって、どうやって生きてたのよ」

			「朝ご飯は、だいたいアルシア姐さんの《祝宴(セイント・フイースト)》だろ？　あれを食べると、その後もあんまりおなかが空かないんだよな」

			「確かに、そうだったわね……」

			　言われてみると、こちらに来てから食事量は減っていた。コンビニで気軽に買い物ができるわけでもないのだから好都合だったのだが、こんな裏があったとは。

			　アカネは自らの経験を思い返しながら、微妙な表情を浮かべる。

			「なんて理想的なダイエット食品」

			「あとは、欲しければ自分でなんとかしたし」

			　ユウトの場合、小腹が空いた場合はヨナのように買い食いに行くか、そのヨナにお土産(みやげ)を頼むか。あるいは、携帯食料や干し肉といった保存食をかじるかといった調子だった。

			「参考にならなすぎるわ……」

			　ユウトのことを諦(あきら)め、アカネは改めて厨(ちゆう)房(ぼう)を見回す。

			　蛇口をひねれば水が出る――とはいかないが、水を貯めて置く大きな瓶(かめ)はあるし、井戸も近くにある。調理台の広さは充分だし、包丁や鍋などの台所用品は好きに買っていいという言(げん)質(ち)もとってある。

			　その他、かまどもいくつかあり、奥にはパンも焼ける石(いし)窯(がま)のようなものも設置されていた。

			　設備としては、揃っている。やってやれなくはない。

			「でも、薪(まき)で調理なんてキャンプでもそうそうやらないわよ」

			「ユウト、あの野営用の魔道具(マジツク・アイテム)が使えるんじゃない？」

			「わっ」

			　突然会話に入ってきた三人目の声に、アカネは犬に吠えられた猫のように毛を逆立てた。

			「びっくりした……」

			「いたのかよ、ラーシア」

			　いつの間に入ってきていたのか。

			　厨(ちゆう)房(ぼう)の扉を背に、草原の種族(マグナー)がしてやったりと笑顔を見せる。

			「うん。ずっと」

			「怖いこと言うなよ」

			「はっはっはっ。婚約者を二人も作ったユウトせんせーに、怖いものなんてあるわけないじゃないですかー」

			「それは死亡フラグよ……」

			「もう聞いてたのかよ」

			「人が真面目に単身赴任してる間にさー。仲間、ううん、それ以上の親友に裏切られるとは思わなかったなー」

			「うぜぇ……」

			　ユウトが心底嫌そうに、苦々しい声を絞り出す。

			「見えるなー。どっちかの子供を抱きながら嬉しそうに微笑(ほほえ)むアルシアの姿が」

			「怖いこと言うなよ……」

			　げんなりとした様子でユウトが胃を押さえた。ストレスで胃薬が欲しくなるなど、数週間前までは想像すらしていなかっただろう。

			「まあ、改めておかえりラーシア」

			「ただいまー」

			　ひょこひょことラーシアがユウトに近づき、ハイタッチをかわす二人。仲が良いのか悪いのか、傍(はた)目(め)にはよく分からない関係だ。

			「ところで、アカネは凄(すご)い格好をしてるね。ユウトの趣味？」

			「趣味だけど、俺が着せたわけじゃない」

			「趣味なんだ……」

			　恥ずかしさに、アカネは体をくねらせた。

			　その動作で胸が寄せられ、豊かなそれが否応なく強調される。

			「ああ、もうやってられないな」

			　ラーシアが自分で話を振っておきながら、途端にやさぐれる。

			　そして、どうでも良さそうに、しかし、衝撃的な報告を口にした。

			「とりあえず、ハーデントゥルムの裏社会を統一してきたよ」

			「ああ、それはおつかれ……え？　なんだって？」

			「ハーデントゥルムで非合法な商売をやってる連中をまとめて、そのトップに立っちゃった」

			　てへっと笑ってごまかそうとするラーシアだが、もちろん聞き流されるはずもない。

			「特別監察官という制度を作ったって言ったよな？」

			「うん。バッジ持ってるよ」

			「現地の官憲を動かしても良いって言ったよな？」

			「ボク一人のほうが身軽とも言った気がするな」

			「要するに……どういうこと？　というか、私が聞いていい話？」

			「だいじょうぶ、だいじょうぶ。ユウトの婚約者なら、ボクらの身内だからね。なんの問題もないよ」

			「俺の胃は大丈夫じゃないんだが？」

			　ユウトとしては、予想外というか、予想以上というか、想像もしていなかったと言うべきか迷うところだった。

			「どうすんだよ、裏社会と連んじゃったよって。ちなみに、冗談とかじゃ……」

			「ないよ！」

			「知ってたよ！」

			「まあ、ほら。別に表(おもて)沙(ざ)汰(た)にするわけじゃないし、効率は良いと思わない？」

			「思うから困ってるんだろ」

			　横で見ていたアカネは、この二人は仲良しだと結論を下す。

			　だが、話の内容を理解するにつれ、彼女の中にひとつの懸(け)念(ねん)が浮かび上がってきた。

			「でも、ヴァルに話しても平気な話？」

			「最終的に納得はしてくれるだろうが……」

			　それはつまり、納得させるまでかなり困難な道のりが待ち受けているということでもあった。

			　激高し、反発するヴァルトルーデ。

			　説得の言葉に理解を示し、不承不承受け入れるが本心では認めていないヴァルトルーデ。

			　どちらも、ユウトには容易に想像できた。

			「あははー。それは、考えてなかったね！　ヴァルが留守中で良かった」

			　今、ヴァルトルーデはエグザイルやヨナとともに、岩巨人(ジヤールート)の里を訪問しているはずだ。《テレポーテーション》があるので日帰りだろうが、すぐに戻って来るとも思えない。

			「……草原の種族(マグナー)って、みんなラーシアみたいなの？」

			「おっと。アカネにまで、けなされてる気配がするよ。だけど、ボクはマシなほうだからね」

			「わりと事実だから困る……」

			「それに、やっちゃったもんは、仕方ないしね」

			「犯人が言うなよ」

			　とはいえ、ラーシアが言うとおり。ここは、前向きに考えるべきなのだろう。

			「とりあえず、ヴァルには秘密にしよう。ラーシアもあんま派手に動くなよ」

			「連中は、ちゃんと統制してるから。当分は治安も安定すると思うよ。積極的に、街の掃除とかやらせてるし」

			「すっかり、ラーシアと愉快な仲間たちじゃねーか」

			「次は、ファルヴとメインツにも支部を作ろうかなー」

			「分かった。そこは任せる」

			「あれ？　勇人、話がつながってないんじゃない？」

			「良いんだよ。釘を刺してはおくけど、ラーシアは基本自由にやらせたほうが良い」

			「そうそう」

			　さっきは仲良しだと思ったアカネだが、やはりそんな言葉じゃ表せないのだろう。

			　これがいつもユウトたちが言う『仲間』というものなのか。

			　自分は、みんなが知らない天草勇人を知っている。それでも、うらやましくなってしまうのは止められないとアカネはため息を吐いた。

			「それで、聞いておいたほうが良いのはそれだけか？」

			「そうだったら良かったんだけどさぁ。結構ヤバイ話もあるんだよね。これはあとでちゃんと報告する」

			「分かった」

			　途端に深刻な表情を見せる二人に、アカネはついていけなくなる。

			　だが、それも一瞬。

			「それで、さっきの話だけどさ」

			「確か、野営用の魔道具(マジツク・アイテム)って……」

			「そう、それそれ」

			　うんうんと大げさに頷(うなず)いてから、芝居がかった口調でラーシアが言う。　

			「昔、野営の時に火を熾(おこ)したりするのがめんどうだって、携帯用のかまどみたいなの買ったじゃん」

			「ああ……。あれか」

			　ユウトは当時の記憶を呼びおこす。最初は、確かに使っていた。そのうち、《飛行(フライト)》で移動するようになったため、野営自体しなくなってどこかでほこりをかぶることになったのだ。売っても大した金額にはならないし、珍しい魔道具(マジツク・アイテム)には違いないので取って置いている。探せば、どこかにあるはずだ。

			「あれ、火の強さが調整できないから、改造して強火しか出せないのとか造ったよな」

			「火力が弱・中・強と三種類、エグザイルに背負わせてたね」

			「一日に五〇リットルぐらい水が出せる水差しとか、食材が腐らなくなる箱とかもあったな」

			　一時期、そんな生活関係の魔道具(マジツク・アイテム)を買い漁(あさ)っていた記憶がユウトの中で蘇(よみがえ)る。

			　便利は便利だった。

			　だが、今ならやりすぎだと白い目を向けていたヴァルトルーデの気持ちが分かる。当時は、聖堂騎士(パラデイン)だからストイックなんだなと深く考えようとはしていなかった。

			「なんか、やたら妙なテンションで買ってた気がするねー」

			「深夜の通販番組みたいなノリだったな」

			　あの頃は若かったとでもいった雰囲気で、ユウトが腕を組む。反省の色は、ない。

			「分かってるわよー。そんな衝動買いした魔道具(マジツク・アイテム)が、またやたら高い物なんでしょう？　いい加減、パターンが読めてきたわよ」

			「そんなことないよね、ユウト」

			「ああ。ほとんど三桁(けた)だったもんな、ラーシア」

			　つまり、金貨数百枚――日本で言えば、車を数台考えなしに買ったというところか。

			「ほんとに成金みたいなもんじゃない」

			「で、この魔道具(マジツク・アイテム)はいらない？」

			「欲しいわ。ものすごく」

			　アカネは心からそう言って、調理過程を頭の中でシミュレーションし始める。薪(まき)が必要ないというかまどはありがたい。ガスコンロとまでは言わないが、調理は楽になるはずだ。それから、今回、石(いし)窯(がま)は諦(あきら)める。使ってみたい気持ちはあるが、時間が足りない。

			　少しずつ、できることとできないことが区別されていく。

			　それにともなって、段々と光が見えてきた。朝はかなり絶望的だったが、それが嘘のようだ。

			「残る問題は、メニューよね……」

			「そうだな。そっちでオリジナリティを出して、材料の問題からは目を背けよう」

			「どういうこと？」

			　当然ながら話の流れが掴めていないラーシアへ、ユウトはアカネがアルサス王子を歓迎する夕(ゆう)餐(さん)会などで腕を振るうことになったこと。しかし、領内で採れる食材では質の問題があることなどを説明する。

			「まあ、王族相手と考えると、良質な食材をよそから手に入れたほうがベターかもね」

			「ほら。やっぱりそうじゃない」

			「う～ん。そうか……」

			　完全には納得はしていなかったが、ユウトは非を認めた。

			「それなら、アルシアに『朝ご飯』の呪文を毎回使ってもらうのは？　うちじゃないと、絶対にできないよ？」

			「今回をしのぐだけなら、別に良いんだけどな」

			　ユウトはもちろん、ラーシアの提案も考慮していたが、無理があると見送っていた。

			　将来、他に要人が訪れた時、同じ対応をするのか。それができなかった場合、非礼に当たらないか。特に隣国のクロニカ神王国とは交易協定の策定中で、国外要人の訪問は充分あり得る。

			「めんどくさいねー。ふむふむ。そこでアカネってことは、ユウトたちの故郷の料理を出すつもりなんだ？」

			「私なんて所(しよ)詮(せん)、素人(しろうと)だもの。珍しさで勝負するしかないと思ってはいるけど……」

			　そう言いつつ、アカネが自らの言葉を否定する。

			「でも、地球の料理を作ってみるっていっても、こっちじゃ見かけない素材がいっぱいあるし、結局、美(お)味(い)しいものって食べ慣れたものじゃない？」

			「ファミレスで、いつもと同じメニューを頼んじゃうのと同じだな。たまに他のを食べると、微妙に損した気分になる」

			「勇人はいつも、焼肉とハンバーグの盛り合わせとドリンクバーだったわね」

			「懐かしいなぁ」

			　部活帰りに学生御用達のファミレスで、よく注文していたものだ。

			　ほんの数年前の話なのに、随(ずい)分(ぶん)と昔のように思える。それだけ、こちらの生活が濃厚だったのだろうが、思い出すと無性に食べたくなってしまう。

			「そういえば、こっちに来てからハンバーグなんて食べてないな」

			「ハンバーグ？　なにそれ？　美味しいの？」

			「あ、ハンバーグもないの？」

			　ラーシアの反応に、アカネが驚いて言う。

			「聞いたことないよ。どんな料理？」

			「なんて言ったら良いんだ？　ひき肉をこねて焼いてソースをかけた……」

			「少なくとも、この国にはないんじゃないかなぁ？」

			「ハンバーグが知られていない……」

			「そうなると、俺たちが知ってる洋食って、こっちじゃ珍しい上に通用しそうな気がするな」

			「洋食って言っても、結構日本で魔改造された物が多いけど、発想のベースにはなるわね……」

			　この世界の料理の延長線上にありそうなメニューを選べば、食べ慣れた味の問題もクリアできるだろう。

			「それなら、変に難しい物にチャレンジしなくて良いし、格式も関係ない……？」

			「だな。カツ丼を、地球の最高級おもてなし料理ですと言っても、バレない」

			「お米がないけどね」

			　否定しつつも、アカネの声は軽い。

			　本格的に希望が見えてきた……ような気がする。

			「よし。方針が決まれば、あとは試作ね！」

			「アカネがやる気だ」

			「ユウト、ラーシア。みんなにも試食してもらうからね」

			「それは、任せて」

			　胸を張って、ラーシアが言う。

			「参考にならない意見は要らないわよ。ちゃんとした感想をちょうだいね」

			「う、いきなり悪い予感が……」

			「覚悟してくれよ、ラーシア。あいつは、凝り性で諦(あきら)めの悪い完(かん)璧(ぺき)主義者なんだ」

			「それは、本格的に性質(たち)が悪いね！」

			　妙に凄味のある笑顔で、必要な材料をリストアップしていくアカネ。

			　そのメモ帳に書き付けていく姿に、二人は揃って戦(せん)慄(りつ)を憶えていた。

		

	
		
			　

			３・岩巨人の帰郷

			　

			　岩巨人(ジヤールート)の集落は各地に点在している。

			　彼らが国という単位でまとまったことはなく、大きくとも部族と呼べる程度の規模でしかなかった。

			　そして、エグザイルの故郷もその例外ではない。いや、そのなかでも小規模なほうだろう。

			　上空からでは少し大きな点にしか見えない集落を見て、そんな感想を抱くヴァルトルーデ。

			　ヨナの《テレポーテーション》により王都の先まで出たヴァルトルーデ、エグザイル、ヨナの三人は、さらに《フライト》のパワーによる数時間の空の旅を経て、ようやく目的地にたどり着いた。

			　そこは、ロートシルト王国の西の端。

			　かつてユウトと争った――正確には、返り討ちにされた――バルドゥル辺境伯領内に、エグザイルの生まれ故郷はある。

			　もっとも、領民とは認知されておらず、放置という名の自治を許されていた。

			　それも当然だろう。誰が好き好んで、こんな辺境のさらに奥へ管理の手を伸ばすというのか。労多くして、あまりにも見返りは少ない。

			「交渉は、任せて良いのだな」

			　集落と外を結ぶ道。

			　岩場よりは多少ならされている程度のそこに降りたった三人。いきなり集落の真んなかに登場するわけにもいかないため、少しだけ歩く必要がある。

			「ああ」

			　ヴァルトルーデの確認に、エグザイルはわずかに頷(うなず)いた。

			　二人とも、今日は完全武装。

			　ヴァルトルーデは魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)を身につけ、腰には討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を佩(は)いている。

			　相変わらずの輝くような美しさ。そして、彼女には戦装束が最も似合う。ほんの十日ほど前に、亜神との激戦を終えたばかりとは思えない威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)とした出で立ち。

			　そのヴァルトルーデが天上の美であるとするならば、エグザイルは地上で振るわれる鍛え抜かれた無骨な兵器だった。

			　龍鱗(ドラゴン・スケイル)の鎧は、イグ・ヌス＝ザドとの激戦の生き証人。補修は終わり実用には問題ないが、傷や汚れは未だ残っている。

			　背負った錨(いかり)のようなスパイクフレイルも、よく見れば部分部分が欠けていることに気付くだろう。

			　しかし、その持ち主であるエグザイル自身に刃こぼれは見あたらない。

			　ユウトをはじめとする、仲間たちは知っている。

			　エグザイルは、その天与の肉体を鍛(たん)錬(れん)という砥(と)石(いし)で日々磨き、力を、強さを追い求めていることを。そこに一切の妥協はなく、ストイックという言葉すら微温(ぬる)い。

			　まさに、敵に打ち勝ち、障壁を破壊するために鍛え抜かれた武器だ。

			　ヴァルトルーデは、ただそこに存在しているだけで気高く美しい。

			　だが、エグザイルは違う。

			　一見しただけでは、ただの無骨な道具に過ぎない。しかし、道具は振るわれることで真価を発揮する。そこに美しさがあるとするならば、機能美に他ならない。

			　このブルーワーズで最強の座を争うであろう二人は、実に対照的。

			　だからこそ、力を信奉する岩巨人(ジヤールート)と交渉を行うのにふさわしい二人だった。　

			「ねー。なんかやってない？」

			　先を歩くヨナが、二人を振り返って聞く。

			「ああ。ラ・グだろう？」

			「ラ・グ？」

			　後ろ歩きは止めるようにとヨナに注意しながら、ヴァルトルーデがエグザイルにそっくり聞き返す。

			「そうか。人間はやらないんだったな」

			　説明するよりも見るほうが早いだろうと、エグザイルはあっさりと説明を放(ほう)棄(き)した。

			　しかし、集落の片隅で行われているそのスポーツ――恐らくだが――は、はっきり見えるようになっても、ルールはまったく不明だった。

			　ユウトやアカネが目にしたならば、野球に似ていると感想を抱いただろう。

			　フィールドの中央に、ピッチャーと思しき岩巨人(ジヤールート)がいてボール代わりの丸い石をおおきく振りかぶって砲弾のように投げる。

			　それをバッター役と思われる別の岩巨人(ジヤールート)が、ヨナと同じぐらいの大きさの棍棒で力任せに打ち上げた。

			　そのボール――としておく――を、フィールドに散った他の岩巨人(ジヤールート)たちが我先にと奪い合う。野球とは違って、攻撃側も守備側も関係ないようだ。

			　そして、ボールに直接関与できない他の選手たちは……殴り合っていた。

			　どうやら、地面に足以外が触れたら負けというルールらしく、地に伏せ膝を折った選手は、それ以降試合に関与することなく見物に回っている。

			「まあまあだな」

			　エグザイルは上から物を言うような批評を下すが、ヴァルトルーデとヨナには、もちろん違いは分からない。

			　やがて、ボールを確保した岩巨人(ジヤールート)が敵を蹴散らし、味方は彼を守りつつ援護し、ピッチャーやバッターがいた場所、野球で言うホームベース目がけて大型馬のように疾(しつ)走(そう)する。

			　そのピッチャーとバッターも殴り合い、ピッチャーが勝利していた。敗因は、バットが使えなかったことだろうか。

			　最後の砦(とりで)と、そのピッチャーがボールを抱えた選手の前に立ちはだかるが――ショルダータックルを受けて吹き飛ばされてしまう。

			　そのままフィールドを駆け抜け、バッターが立っていた場所にボール。いや、岩を置き、喜びを爆発させる。

			　どうやら、攻撃側の得点のようだった。

			　サッカーでゴールを決めた時のような歓喜の輪が、得点者を中心にできる。あまりにも手荒い祝福のため、その場には敗者しかいないように見えた。

			　これが、岩巨人(ジヤールート)たちが伝統的に行っているスポーツ、ラ・グの試合風景。

			　ユウトならずとも、こう言うだろう。

			「頭おかしい」

			　と。

			　しかしながら、この場にはまともな感性を持った人間が一人もいなかった。

			「凄(すさ)まじいものだな」

			　感(かん)銘(めい)を受けたとでも言いたげに、ヴァルトルーデは何度も大きく頷(うなず)く。

			「だが、私なら、直接仲間に打ち返すな」

			　しかも、モチベーションに溢(あふ)れていた。

			　間が悪いことに、それを止める良識と常識のある人間は品切れ中。ヨナも、やる気を煽(あお)るかのようにルールの質問をする。

			「これ、空振りしたらどうなるの？」

			「負けひとつだ」

			「打ち返せないような所に投げたら？」

			「三つ続いたら勝ちだ」

			「あの石を棍棒で打ち砕いたら？」

			「勝ちだ」

			　説明をする気があるのかないのか。分かりにくいことこの上ないが、とりあえず攻撃側視点の勝ち負けらしい。

			「投げてきたあの石が体にぶつかったら？」

			「負けだ。だが、連続で体を狙うのは反則だ。卑(ひ)怯(きよう)者として、石を持って追われる」

			「いや。逆に、棍棒を砕くのも狙い目か……」

			　ラ・グ攻略法を練り始めるヴァルトルーデだったが、彼女にとっては残念ながら、参加する機会はなさそうだった。

			　近づいてきたよそ者三人。

			　いや、エグザイルの姿を見て、ラ・グに興じていた岩巨人(ジヤールート)たちがにわかに騒ぎ出した。歓迎でも、拒絶でもない。遠巻きにして探るようにこちらをうかがっている。

			　そのうち、思い出したかのように、何人かが集落へ走って行く。

			「あまり歓迎されていないようだな」

			　そういえば、エグザイルがなぜこの集落を出て、今まで帰ろうとしなかったのか。その理由をヴァルトルーデは知らなかった。

			　話してくれないからといって信用されていないと不平を漏らすほど浅い仲ではないが、寡(か)黙(もく)なこの岩巨人(ジヤールート)が自発的に語るとも思えない。きちんと聞いておくべきだったかと反省する。

			　しかし、それも一瞬。

			「まあ、やることは変わらないだろう」

			「そだねー。あ、誰か走ってくる」

			　ヨナが指さす先には、比較的小柄な岩巨人(ジヤールート)がいた。

			　ずんずんと音が聞こえそうなほど大地を揺らし、必死に駆け寄ってくるのが分かる。エグザイルに比べて、胸が張り出しており小顔で、顔の作りもどことなく繊(せん)細(さい)。

			　初めて見るが、岩巨人(ジヤールート)の女性なのだろう。

			　その彼女が、体当たりをするような勢いでエグザイルの胸に飛び込んだ。

			「しゅらば？」

			「嬉しそうに言うな、ヨナ」

			　いつもの棒読みだったが、わくわくが伝わってきた。ヴァルトルーデは、アルビノの少女の頭をコツンと叩く。

			　だが、状況は彼女たちの想像を超えていた。

			「義兄(にい)さん！　今まで、どこに行っていたんですか！」

			「にいさんって？」

			　ヨナが不思議そうに。

			　言葉の意味が理解できないと、可愛(かわい)く首を傾(かし)げる。

			　そして、それはヴァルトルーデも同じ。外見はまったく似てはいないが、姉妹のようによく似た反応をする二人だ。

			「お前も知っているだろう、スアルム」

			「でも、生きていたのであればっ」

			「目的を果たしたあと、どうするかはオレの勝手だ……」

			　一方、本当に兄妹であるらしいこの二人。だが、エグザイルはすがりつく妹を振り払った。

			「なら、どうして帰ってきたのです」

			「友のためだ」

			　きっぱりとしたその言葉に、スアルムと呼ばれたエグザイルの義妹はなにも言えなくなる。

			「義兄さんは、卑(ひ)怯(きよう)です……」

			「用があってきた。族長はいるか？」

			「族長――義父なら、家に……」

			「そうか」

			　ひとつ頷(うなず)き、それで関心をなくしたと言わんばかりにエグザイルは集落の中心へと迷いなく足を進めていく。

			　ヴァルトルーデにヨナ、そして、スアルムもその岩巨人(ジヤールート)を追った。

			　ついてきているのが分かっているからか。

			　振り向きもせず、エグザイルが言った。

			「大きくなったな、スアルム。まだ、子はいないのか？」

			「結婚も、まだで……」

			「そうか。里の男たちは、見る目がないのだな」

			「義兄さん！」

			　スアルムが怒ったように手を振り上げ、しかし、それは振り下ろされることなく、頬を染めてもじもじと口のなかでなにか言っている。

			　照れているようだ。他種族には、非常に分かりにくいが。

			「なんか、エグがお兄ちゃんしてる……」

			「こう言ってはなんだが、意外だな……」

			「というか、これはあれだよね？」

			「傍(ぼう)観(かん)者(しや)になると、こんなに分かりやすいものなのか……」

			　予想外の展開に、借りてきた猫のように大人しくなる二人。

			　遠巻きにしている他の岩巨人(ジヤールート)たちのことは、とりあえず考えないことにする。必要があれば、エグザイルがなにか言ってくるだろう。

			「でも、人が少なくない？」

			「そう……だな」

			　ヴァルトルーデが上の空で答えたのには、理由がある。

			　集落の裏手。

			　いくつもの木の杭(くい)が並ぶ一画。

			　種族が違うと言っても、習慣は似るものだ。そう考えれば、あそこは墓地なのだろう。

			　それは良い。

			　だが、ここは本当に小さな集落だ。よそ者にエグザイルまで帰ってきたとなったら集落総出の騒ぎになりそうなものだが、見回しても一〇〇人もいないように見える。

			　それに対して、墓地に突き立つ杭は、あまりにも多かった。
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			「変わらないな」

			　エグザイルの声で、ヴァルトルーデの意識が現実に引き戻される。

			　立ち止まった彼の前には、岩巨人(ジヤールート)にあわせた大きさではあるが、掘っ立て小屋のような建物があった。

			　これでも、他の住居に比べればまだましな部類。

			　ユウトが言っていたとおり狩(しゆ)猟(りよう)や山の恵みで生活しているらしい。現金を得る手段は、獲物の肉や毛皮を売りに行く程度だろうか。

			　扉ではなくのれんのような布をくぐってエグザイルが家のなかへ入り、ヴァルトルーデたちも慌ててその後に続く。

			「なにをしに来た」

			　いきなり、頭上から声が降ってきた。

			　それは錯(さつ)覚(かく)ではない。

			　目の前に座る岩のような男は、その体勢でもヨナはおろかヴァルトルーデよりも頭が高い位置にある。

			　エグザイルを一回り大きくし、さらに峻(しゆん)厳(げん)にしたような岩巨人(ジヤールート)。

			　まさに、巨岩だ。

			「義父(とう)さん、義兄さんにそんな……」

			　なにも言わず、巨岩がぎろりと一(いち)瞥(べつ)し義娘を黙らせる。

			「もう一度だけ問う。なんの用だ」

			　よく帰ってきたとは言わない。

			　父子らしい、言葉もない。

			　また、それはエグザイルも同じだった。

			「オレは、族長になる。そのために、帰ってきた」

			　父。否、族長の前にどかりと座り、それが決定だと既定の事実だと。

			　エグザイルは、堂々と宣言した。

			「ベイエル、貴様が族長だと？」

			　冷たくはない。

			　だが、一切の妥協を許さない声音。未踏の絶壁を思わせる。

			「ベイエル？　だれ？」

			「誰って、義兄さんですけど……」

			「え？　エグはベイエル？」

			「え？　エグ？」

			　認識の齟(そ)齬(ご)で、ヨナとエグザイルの義妹スアルムが顔を見合わせた。黙ってはいるが、ヴァルトルーデも、ベイエルなどというのは知らない名だ。

			「そうか。先に、話しておくか」

			　父に背を向け、エグザイルは仲間たちに向き直った。

			「オレには兄がいた。そう、五年前まではな」

			　エグザイルの兄、ベイディスは誰にでも公平で、また、誰よりも強かった。

			　族長である父を助け、当然、その地位を継ぐ者だと思われていた。

			　あの夜までは――

			　その日、エグザイルは狩りに出て夜遅くに集落へ戻ってきた。ドワーフと同じように夜目が効く岩巨人(ジヤールート)にとって、夜の山道など物の数ではない。

			　そして彼が見たのは、誰かがなんらかの手段を用いて、集落へと誘(ゆう)導(どう)したのか――同族を食い散らかすロックワーム。

			　そして、その血を浴びて哄(こう)笑(しよう)を上げる強く優しかった兄だったモノ。

			　その血をもって冥(めい)府(ふ)に住まう悪の相を持つ妖(よう)魔(ま)と契約し、力を得たのだという。

			「ロックワーム？」

			「岩を喰うミミズだ。でかくなれば、オレたちでも丸呑みにできる」

			　そのサイズはもはや虫の範(はん)疇(ちゆう)を超えていたが、知能もほとんどないため、虫としか言いようのない存在でもあった。

			「ベイディスになにがあったのかは、分からん。興味もない。だが、捨て置くわけにはいかなかった」

			「なるほど。それでか……」

			　妙に少ない集落の人々。反対に多すぎる墓標の数。

			　そのような惨劇があったのであれば、納得できる。

			「身内の罪と恥は雪(そそ)がねばならん」

			　奥歯をかみしめ、エグザイルが言う。

			「だから、オレは名を捨て、放浪者となった」

			「そうだったのか」

			「誰にも言ったことはないからな」

			「ユウトたちにも話して良いだろう？　絶対に、力になってくれるはずだ」

			「構わんが、助力はいらんぞ。既(すで)に、討ち果たしているからな」

			「そうか。それは良かった……？」

			　ヴァルトルーデが言葉の途中で固まる。ヨナも、ぽかーんと口を開けていた。

			　だが、それはまだまし。

			　スアルムなど腰を抜かさんばかりに驚いて声も出なかったし、エグザイルの父親からも驚(きよう)愕(がく)している様子が伝わってきた。

			「ああ。〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の仲間になっていてな。黒妖の城郭で、討ち果たした」

			「あの時か……」

			　ヴァルトルーデとユウトを先――エレクティオの下へと進ませるため、エグザイルたちが敵を食い止めた時。ヴァルトルーデには、確かに、敵に岩巨人(ジヤールート)がいた記憶があった。

			　ヨナも、その時の様子を思い出したようで、エグザイルに尋ねる。

			「でも、エグ。その人と戦っている時、なんにもしゃべってなかったよね？」

			「ベイディスには、そんな理性も残っていなかった」

			　だから、ただ力と力をぶつけ合い――殺した。

			　その結果だけが残った。

			「妖(よう)魔(ま)との契約のためか、死体は灰になった。証拠はなにもない。だが、名誉に賭けて、オレは兄だったそれを討ち取った」

			「認めよう」

			　父親でもある族長が、感情のこもらぬ声で、そう言った。

			　子供同士が殺し合った。

			　弟が兄を殺した。

			　そんな話を聞いても、その親は表面上、巨岩のように小動もしない。

			「身内の恥は雪(そそ)いだ。次は、友の役に立ちたい」

			　父を族長を正面から見据え、エグザイルが友――ユウトから提示された条件を伝える。

			　集落の、メインツ近郊の山地への移転。その上で、周辺のモンスターの駆(く)除(じよ)や治安維持の委(い)託(たく)。さらに、希望者を募(つの)り、イスタス伯(はく)爵(しやく)家直属の兵として警備や将来的には北の塔(とう)壁(へき)への遠征を行う。

			　その代価として、年に金貨一万枚を、エグザイルを通して与える。

			　兵を供出はするが、今までと同じような生活を、別の土地で。けれども、汲(きゆう)々(きゆう)と自給自足をすることなく送ることができる。

			　破格と言って良い勧誘だろう。

			「私が、ヴァルトルーデ・イスタスだ。その話は、当主である私が保証する」

			　エグザイルの背後でそう請(う)け合うヴァルトルーデを、族長がさすがに驚きの表情で見つめる。

			　彼は、しばし瞑(めい)目(もく)して考え込むが、結論はひとつ。

			「話は分かった。恐らく、皆も賛成しよう」

			　だが……と前置きをしてから、族長が問う。

			「それだけならば、ベイエル。貴様が族長になる必要はあるまい」

			「ある」

			　エグザイルは、即座に言い切った。

			「友の信義に応えるために、オレ自身がそうしなければならないと決意した」

			「……よかろう」

			　重低音に、大気が震える。

			　一気に部屋が狭くなったような気がしたが、それは決して錯(さつ)覚(かく)などではない。

			　族長が立ち上がった。

			　ただそれだけの動作で、この威圧感。

			「スアルム、皆を集めよ。これより、挑戦の儀を執り行う」

			「は、はいっ」

			　転がるように、エグザイルの義妹が家を出て行く。

			　エグザイルが動くのにあわせてヨナも無言でそれに続き、ヴァルトルーデと族長が残った。

			「迷惑をかけることになるだろうが、よろしく頼む」

			　鋭い眼光を前にしながら、ヴァルトルーデは完全に自然体でそう言った。

			　族長が気負いも緊張もなく、ただ事実を告げる。

			「代価はあるのだろう。ならば、問題はあるまい」

			「代価だけで事足りるのであれば、ここまで足を延ばすことはなかった」

			「すべては、ベイエル次第よ」

			　そう吐き捨てるように言って、彼も家を後にする。

			　遅れて外に出たヴァルトルーデだったが、挑戦の儀が行われる場所は一目で分かった。

			　やはり、騒動の予感はあったのだろう。集落の中心にある広場のような場所に、人だかりができている。

			　その核は、エグザイルだ。

			　龍鱗(ドラゴン・スケイル)の鎧(よろい)を脱ぎ捨てた岩巨人(ジヤールート)が、集落の中央で族長を待ち受けていた。

			　リングもなにもない。内と外を区切るのは、人垣だけ。

			　五年ぶりに戻ってきた族長の息子が、挑戦の儀に臨む。

			　それをどう理解すべきなのか分からず、周囲からは戸惑いが感じられた。

			「まあ、ほどほどにな」

			　そんな空気などお構いなしに、ヴァルトルーデは戦友の横を通って、そう一言激励する。

			「相手次第だ」

			　その返答を聞いて少しだけ相(そう)好(ごう)を崩したヴァルトルーデは、エグザイルの後方に控えるヨナやスアルムの横へと移動した。

			「義兄さんは……」

			「エグザイル――こう呼ばせてもらうが――は強いぞ。考えている以上にな」

			「エグが負ける姿なんて想像できない」

			「でも……」

			　身内同士の戦いなのだから、心配なのは当然か。

			「ところで、エグザイルを兄と呼んでいるようだが、実際に、血は……」

			「私は、族長の養い子です」

			「そうか」

			　そこで族長が現れたため、ヴァルトルーデは口を閉ざさざるを得なかった。

			「待たせたな」

			「準備万端になるのであれば、何時間待っても構わん」

			「吐かせ」

			　岩巨人(ジヤールート)の人垣を割って、族長が姿を現した。

			　外で見ても、やはり巨大だ。

			　普通の巨人族程度あるのではないかと思える身の丈。さらに、その体つきも身長に見合った――いや、それ以上の肉体だ。

			　太陽のように明るい人。

			　このような表現はあくまでも例え話であり、残念ながらその人は太陽ではない。

			　けれども、どうだろうか。

			　このエグザイルの父親は、岩に四(し)肢(し)が生えて生き物になったとしか思えなかった。まさに、岩そのものだ。

			　その岩が、人垣に向かって大声で宣言する。

			「聞いてのとおりだ。これより挑戦の儀を始める。このベイエルが勝てば、この里の長となる」

			「その名は捨てたと言ったはず。今のオレは、エグザイルだ」

			「どちらでも良かろう」

			「なら、勝ってエグザイルと呼ばせてくれよう」

			「やれるものならな」

			　挑戦の儀――試合は、唐(とう)突(とつ)に始まった。

			　まずは力比べ。

			　どちらから示し合わせたわけでもなく、ごく自然に二人の手ががっぷりと組み合う。

			「ぐっ」

			「ぎっ」

			　歯ぎしりの音、筋肉が歪(ゆが)む音、大地がきしむ音。

			　いきなりの展開に、なにが起こるか知っていたはずのギャラリーたちも驚きを隠せない。

			　だが、それはまだ驚きの序章に過ぎなかった。

			「なっ」

			　押されている。

			　あの強大な族長が、徐々にではあるが押されている。

			　最初は上から押さえつけるようにしていたはずが、今では下から押し返され、膝が曲がり、顔も歪んでいる。

			「これくらいはねー」

			「そうだな」

			　驚いていないのは、ヨナとヴァルトルーデぐらいのもの。心情的にはエグザイル寄りであるはずのスアルムですら、ぽかんと口を開けていた。

			「いくぞ」

			　優勢なはずのエグザイルが、ふっと力を抜き手を離した。

			　予期していたとしても、バランスを崩さないわけにはいかない。その間隙を縫って巨体とは思えぬ俊敏さで背後に回ったエグザイルは、膝が曲がってちょうど良い高さになった父親の脇に頭を入れ、両腕で胴を掴む。

			　そのまま、倒れ込むようにして投げ落とした。

			「ぐっ」

			　巨体が頭から地面に打ち据えられ、苦(く)鳴(めい)が漏れる。

			　電光石火の早業に、周囲の岩巨人(ジヤールート)たちからは声も出ない。

			「あんな技を持っていたとは」

			「普段は武器を使ってるしね」

			「そもそも、ドラゴンを投げるわけにもいかんしな」

			「この人たちは、なにを言っているの……？」とでも言いたげなスアルムの視線にも気付かず、そんな感想を漏らす二人。

			　だが、さすがは力を信奉する岩巨人(ジヤールート)の部族で長く族長の座を守り通した男だ。

			　ほんの数秒で意識を挑戦の儀へと戻し、投げを放った無防備なエグザイルへ、起き上がり様に拳を放つ。

			　丸太のような腕から放たれる、破壊的な拳。

			　エグザイルは、一歩踏み込んで肘(ひじ)で受け止める。

			　そのまま腕を脇に挟んで肘を折ろうとするが――それは、罠(わな)だった。

			「ふんっ」

			　びきぃと骨と腱(けん)が砕ける音がする。

			　それでも構わず、族長は残った左腕を大きくスイングして、エグザイルのこめかみへ拳を叩き付けた。

			　技術もなにもない。

			　破壊力だけの一撃。

			「久々に効いたな」

			　さすがに折った腕は離し、数歩吹き飛ばされたエグザイルが、口内の血を唾(つば)とともに吐きながら言う。

			　ユウトがいたら、「イグ・ヌス＝ザドにやられたことは、どういう扱いになってるんだよ」とぶつぶつ言っていたに違いない。

			「当たり前だ」

			「腕一本と、拳一発。割に合わんな」

			「だが、こうするよりあるまい」

			　笑っていた。

			　憎しみの欠片(かけら)もなく、出(しゆつ)奔(ぽん)した期間もなく、なんのわだかまりもなく。

			　二人は、嗤(わら)っていた。

			「……おわりじゃないの？」

			「終わるわけがないだろう。誰が終わらせるというのだ？」

			　ヨナのもっともな意見は、しかし、この場では少数派だった。

			　勝敗は決した。

			　そんなことは、誰にでも分かる。

			　だから、ここからは名誉のための矜(きよう)持(じ)を賭けた戦い。

			　それゆえ、一瞬たりとも目を離せない。

			「だけど、変なのが来るよ？」

			「変なの？」

			　ヨナが、なにか異変に気づいたようだ。

			　広場の中央にいる族長とエグザイル。

			　その足下が不自然に揺れ出した。

			「地震か？」

			　そう口にしながらも、本能的に違うとヴァルトルーデは察していた。

			「エグザイル、下からなにか来るぞ！」

			　その警告と、出現は同時だった。

			　黄土色の巨大なミミズ。

			　胴の太さは、エグザイル二人分以上。地上に出ている部分だけでも、その長さは五メートルは超えている。

			　丸く開いた口は、岩石を取り込むためか、輪のようになった牙(きば)が何重にも並んでいた。

			　ロックワーム。

			　エグザイルの兄が操り、惨劇を引き起こしたというモンスター。

			「あの時の生き残りか？」

			　誰しもが思ったその問いに、応えられるものはない。

			「ヴァル！」

			　背後で、ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜く気配を感じたのか、エグザイルが鋭い声で制止する。

			「だが――」

			「まだ、挑戦の儀は終わっていない」

			　ただそれだけ言って、不(ふ)埒(らち)な闖(ちん)入(にゆう)者(しや)へ、さも当然と言わんばかりに近づいていく。

			「分かった、任せるぞ！」

			　ヴァルトルーデは討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を鞘(さや)には戻さず、足下に突き立てた。それっきり、手を触れようともしない。

			　最高の信頼の証だ。

			「お前の相手は、こっちだ」

			　エグザイルがそうは言っても、ロックワームに通じるはずもない。

			　傷ついているものから食らうのは当然と、片腕を押さえた族長へ、その丸い口を向ける。

			「こっちだと言ったぞ」

			　そんなロックワームを、エグザイルが横合いから殴りつけた。

			　内臓のように弾力のある表面。拳がめり込み、その形が体表に穿(うが)たれる。

			　どの程度の損傷かは分からないが、ターゲットを変える程度のダメージはあったようだ。

			　ロックワームは、今度は直接補食するのではなく、まず、その長い体をエグザイルに巻き付けて蛇のように締め付けた。

			　必勝の攻撃だ。

			　相手が、エグザイルでさえなければ。　

			「ふんっ」

			　エグザイルが上半身に力を込めると、筋肉が一気に隆起する。風船のように膨らんだ肉体が締め付けに綻(ほころ)びを生み、両腕が自由を取り戻す。

			　その頃には、既(すで)に〝死の輪〟を備えたロックワームの口が寸前に迫っていた。

			「はっ」

			　エグザイルががっちりとその口を掴み、それ以上の侵攻を許さない。それどころか、引くことすらもできなくする。

			「はあッッ」

			　万力のような握力でロックワームの口を掴んだエグザイルは、そのまま徐々に両腕を広げていった。

			　分厚い布を引き裂いていくような音がする。

			　始めは、徐々に。

			　やがて一気に、ロックワームの体が縦に裂ける。

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)の絶叫はない。ただ、体液をまき散らし、真っ二つに分けられた。

			　誰しも、声を失った。

			　五年前、集落を壊(かい)滅(めつ)寸前にまで追いやった存在。それが、たった一匹だったとはいえ、素手で切り裂かれたのだ。

			　凄(そう)絶(ぜつ)な光景に、反応ができない。

			「挑戦の儀は、決した」

			　そこに、エグザイルの低く大きな声が体に浸透するかのように響き渡る。

			「見てのとおりだ。これより、このエグザイルが我らの長となる」

			　一瞬の静寂。

			　そして、爆発。

			「エグザイル！　エグザイル！　エグザイル！」

			　岩巨人(ジヤールート)たちが、口々に新たな族長を、強者を称える。

			「我らはこれより、新天地へ移住する」

			　ロックワームを投げ捨てたエグザイルが、周囲の歓声を抑えるほどの大音声で宣言した。

			「そこで新たなる主に仕え、仇なすものを狩り、岩巨人(ジヤールート)の本(ほん)懐(かい)を遂げることになるだろう」

			　それを聞いて、本当に出る幕がなかったなと苦笑しつつ、ヴァルトルーデは討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を鞘(さや)にしまった。

			　とりあえず、治療が必要だろう。

			　せめて後始末ぐらいは手伝おうと歩みを進めたヴァルトルーデの横を、岩巨人(ジヤールート)にしては小柄な巨体が走り抜けていった。

			　スアルムは、エグザイルが戻ってきた時と同じように、その胸へ飛び込んだ。

			　ただし、その時よりもずっと力強く。

			「離れろ、汚れるぞ」

			「人を心配させて……っっ」

			　そんな息子と義理の娘の姿を見て、二人の父は岩のような巨体を酷(ひど)くゆっくりと起こしながら言った。

			「ベイエル……。いや、エグザイルよ。族長の座を譲る件、ひとつ条件がある」

			「なんだ？」

			「スアルムを妻として迎えろ。その娘は、お前のことをずっと待っていた」

			「分かった」

			「義父(とう)さん、義兄(にい)さん……！」

			　人間からすると、非常に分かりにくいのだが……どうやら照れているようだった。

			　二人とも。

			「とりあえず、ラーシアに土産(みやげ)話ができたな」

			「ちょっと、笑えなくなってきたんじゃない？」

			　結ばれた二人を祝福するようにヴァルトルーデが言った言葉に、真顔で答えるヨナ。

			　その正論に応えられる人間は、残念ながらどこにもいなかった。

		

	
		
			　

			４・報告連絡相談

			　

			「こうして、みんなが揃うのも久しぶりだな」

			　いつもの部屋――食堂兼会議室と化した感のある一室――に並ぶ顔ぶれを、ヴァルトルーデは感慨深そうに眺めながら言った。

			　彼女が嘘を吐くことなどないという事実を差し引いても、上機嫌には違いない。

			「というか、主にボクがはぶられてただけだよねー」

			「仕方ないだろ。ラーシアを送り出した直後に、王都から無茶振りが来たんだから」

			　長方形のテーブルの短辺に座るヴァルトルーデの左手側にいるラーシア。その反対側にいるユウト。

			　ユウトの隣にはヨナがいて、ラーシアの左右にはアルシアとエグザイル。今日は、アカネは事情があってヨナの隣に座っていた。

			「みんな簡単に話を聞いているとは思うけど、情報のすり合わせをするために集まってもらったわ」

			　ラーシアが帰還し、アカネが料理の方向性を見つけ、エグザイルが部族の長となった数日後。

			　集まった仲間たちを前に、真紅の眼帯を身につけたアルシアが開会を宣言する。

			　まさに、パーティの要。この死と魔術の女神の大司教(パトリアーチ)なくして、彼らの現在の成功はなかっただろう。

			「アルサス王子のご訪問に関しては、とりあえず後回しにしましょう。最初は、気分が滅入る話からのほうが良いかしら？」

			「その振りからすると、ボクの話だね」

			「主に、俺の気が滅入る話題だよね？」

			「ユウトの気分が良くなる話なんてあるの？」

			「さっさとやれ」

			「じゃあ、早速」

			　おどけた調子で咳払いをしてから、ラーシアが言った。

			「ユウトに言われて、ハーデントゥルムの危険な闇(やみ)の組織を潰して、ついでに裏社会のトップに立ってきたよ」

			「……おかしいな。ついに私は、読み書きだけでなく会話まで不自由になったのだろうか？」

			　ヴァルトルーデが、まったく理解できないという顔をしてつぶやく。

			「正直、ヴァルのこの自(じ)虐(ぎやく)ネタってリアクションに困るわよね」

			「そりゃ、日本じゃ滅多にいないってレベルじゃないからなぁ……」

			　ユウトがアカネの悩みに相(あい)槌(づち)を打っているのは、現実逃避以外のなにものでもない。それでも、結局、ヴァルトルーデにこの件を話すと決めたのは、彼自身だった。

			　深(しん)謀(ぼう)遠(えん)慮(りよ)もなにもない。

			　単純に、秘密はあって良いけど、隠し事は嫌だっただけだ。

			　言い訳というわけではないが、ユウトは補足説明をする。

			「まあ、公開するわけでも、便宜を図るわけでもない。むしろ、治安は良くなるから認めて欲しいな……って」

			「……今回だけだからな？」

			　相当な葛(かつ)藤(とう)があっただろうが、ヴァルトルーデは最後には子供に甘い母親のような台詞(せりふ)で認めてくれた。

			　ユウトの想像通りに。

			「ただし、真っ当な道に戻りたいという者がいたならば、最大限配(はい)慮(りよ)して欲しい」

			「それはもちろん。うちは、足抜け大歓迎。むしろ、組織ごと合法化まであるよ」

			「そっちのほうがヤバそうな気がするんだけど……」

			　ラーシアの報告はこれだけではなかった。どちらかといえば、次の話が本番。

			「それで、危ない所を潰す時にね、ああ、こいつらは王都から流れてきたみたいなんだけど、かなり狂っててね」

			「まどろっこしいな」

			　ヴァルトルーデの言葉を受け、ラーシアはちらりとアカネを見てから、端的に言った。

			「どうも、王都で不死の怪物(アンデツド)絡みの事件が起こってるっぽい」

			　結論を先に言ってから、グリム・ディの首領の様子をぼかして伝える。

			「死霊(ゴースト)、幽鬼(レイス)などの類(たぐい)ではないようね」

			「じゃあ、屍生人(ゾンビ)、塚人(ワイト)、食屍鬼(グール)……」

			「他に有名で強力なところだと、吸血鬼(ヴアンパイア)に、死界の王(ノーライフキング)か？」

			　アルシア、ユウト、エグザイルが、順番に有名な不死の怪物(アンデツド)をあげていく。地下墳(ふん)墓(ぼ)ならともかく、通常、街中に不死の怪物(アンデツド)が現れることはあり得ない。

			　背後に、死霊術師でもいない限りは。

			「そういうの、やっぱりいるんだ……」

			「いるー。攻撃すると、だいたい死ぬ」

			「そ、そうなの……？」

			　不安げなアカネへ、ヨナが当たり前のように言う。彼女の気持ちをおもんばかったわけではなく、端的に事実を伝えただけだろうが。

			「いずれにしろ、自然発生したとは思えないが……」

			　だが、具体的な被害も分からないうちから、動くわけにはいかない。

			　冒険者時代なら正義感からボランティアをするのもひとつの選択肢だっただろうが、今の立場で下手に動いては軋(あつ)轢(れき)が大きすぎる。

			　そう考えたユウトは、こう結論づけた。

			「とりあえず、俺は宰(さい)相(しよう)に話しを通してみる」

			「では、私はトラス＝シンク神殿、ヴァルはヘレノニア神殿を通して警告を……ですね？」

			「任せろ」

			「当座はそれで良いとして、それだけ？」

			　ラーシアが皆を代表するかのように、口を開いた。

			「そうだな……」

			　現時点では充分だろう。

			　だが、どうも安心できない。それは、アカネを除く皆が共有している思いでもあった。

			「ラーシア。もし、目(め)端(はし)が利いて信頼できる人間がいるなら、王都に派遣できないか？」

			「オッケー。見(み)繕(つくろ)っておくよ」

			「頼む」

			　心配のしすぎかもしれないが、杞(き)憂(ゆう)に終わるならばそれで良い。

			　ユウトがそう折り合いを付けるのを見計らっていたかのように、元気よくヨナが手を挙げた。

			「じゃあ、次はエグの話。本人には任せられない」

			　その割には、声は相変わらずローテンションだったが。

			「細部は、私がフォローしよう」

			「構わん」

			　同行者だった二人のお墨付きも得て、ヨナが口を開く。

			「まず、エグザイルが妹の人と、結婚するって」

			「ええっ？　なにそれ？　いきなり、どういうこと!?」

			　案の定、ラーシアが過(か)剰(じよう)反応を示す。

			　いずれそうなるだろうと思っていたヴァルとユウトとは違い、エグザイルが結婚するなんて想像もしていなかったといった様子だ。

			「しかも妹だって？」

			「こういうのを、俺の故郷だと青天の霹(へき)靂(れき)って言うんだ」

			「こっちだと、自然崇拝者(ドルイド)の自然魔法(ネイチヤー・マジツク )で、雷を落とせたりするけどね……って、今は関係ないよ！」

			　ユウトの無駄話に、ラーシアが立ち上がってノリツッコミを披露する。

			「それはおめでとう……で良いのよね？　でも、妹さんと結婚って問題ないの？」

			　極めて常識的な発言をするアカネ。当たり前だが、大切なことだ。

			　貴重な人材が加わってくれたわ……と、アルシアは内心喜んでいた。

			「いや、妹と言っても血のつながりはないのだろう？」

			　ヴァルトルーデが一応、確認する。

			「ああ。両親が山の事故で死んでな。族長だったうちが引き取っただけだ」

			「義理の！　妹！」

			　なにかがラーシアの心の琴(きん)線(せん)に触れたらしい。吐血しそうなほど興奮していた。

			「時々、ラーシアって地球から来たんじゃね？　って思うことがあるんだが、俺は間違ってないよな？」

			「気持ちは分からないでもないわ。あと、地球と言っても、ほぼ現代の日本限定よね」

			　頭上でかわされる来訪者二人の会話を遮(さえぎ)るかのように、ヨナが立ち上がる。

			「あと、エグがお父さんの腕を折ってた」

			「それは、娘が欲しければ俺の屍(しかばね)を越えてゆけ的な？」

			「それから、ロックワームを素手で真っ二つ」

			「おっさん、部族をうちの領地に勧誘しに行ったんだよな……？」

			　ユウトは事前に簡単な経緯を聞いていたが、話がまったくかみ合わない。

			「ヨナ、印象に残ったシーンだけ語らないように」

			「ヴァルにダメだしされた……」

			　せっかく頑張ったのにと、哀しそうな瞳(ひとみ)でヨナが席についたところで、ラーシアがヨナの味方につく。正確には、より面白いほうに。

			「これは、ヴァルが有罪だね。間違いない」

			「七：三で有罪かしら」

			「俺はノーコメントで」

			「アルシアぁ……」

			「まったく……」

			　このままでは、埒(らち)があかない。

			　アルシアがひとつ手を叩いて注意すると、エグザイルに説明を委ねた。

			　最初から、こうすべきだった。

			「オレが親父を倒して、代わりに族長になった。こちらへの移住の同意も得ている。ロックワームは、ちょっと乱入してきただけ。結婚は、流れだ」

			「流れですかー。余裕ですなー」

			「すまんな、ラーシア」

			「……いや、謝られると辛いんだけど。というか、この空間、独り身に辛いよね！　今、気付いたよ！」

			　そして、気付いた時には手遅れだった。

			　すねるラーシアは放置し、ユウトは話を進める。

			「とりあえず、部隊の編成はエグザイルのおっさんに任せるよ。装備の手配もあるから、できれば早めに」

			「そうだな。見栄え重視なら、装備は揃えたほうが良いな」

			「うんうん。そうやって、実務の話をすると良いよ！」

			　ラーシアのお墨付きも出たので、ユウトは本題のアルサス王子来訪について話を進める。

			　アルサス王子本人と、婚約者のユーディット・マレミアスの他、随(ずい)行(こう)するのは数名。

			　訪問先は、当初の予定通り。執り行われる夕(ゆう)餐(さん)会の料理は、アカネが担当。

			　そして、この訪問の真の目的は、ケラの森の奥にある祭(さい)壇(だん)で王の証をその身に受けることにある。

			　これらの要点を、ユウトは簡単に説明していく。

			「ふうん。あの森に遺跡なんかあったんだ……。面白そうだね」

			　最初に反応をしたのはラーシアだった。

			「面白がるものではないが、久々に心躍(おど)るのは確かだな」

			「ヴァル、不(ふ)謹(きん)慎(しん)でしょう？　でも、もちろん私も参加するわよ」

			　たしなめる側のアルシアですらこうなのだから、パーティの総意と言って良いだろう。

			　つくづく、宰(さい)相(しよう)のあの判断は誤りだった。

			　話を聞いていたアカネが、念のためにとユウトへ尋ねる。

			「それに関しては、私は留守番よね」

			「だな。同じく留守番のユーディット嬢の接待をお願いすることになると思う」

			「うっ。地味に、重要な役目を……」

			　その配役が後にロートシルト王国の文化史に大きな影響を残すことになるとは、当人もまだ気付いていない。

			「アカネといえば、料理はどうなったの？」

			　とりあえずの配置や計画が定まったところで、ラーシアがアカネに尋ねた。

			「料理？　ああ。夕餐会のか」

			「良い振りをもらっちゃったわ」

			　苦笑を浮かべながら、アカネが立ち上がる。

			「そろそろ、休憩にしても良いわよね？」

			「それは構わないが……」

			「ありがと。ちょっと待ってて」

			　そう言って出て行ったアカネが、カートのようなものを押して戻ってくる。

			「あ、良い匂い」

			　まず、ヨナが食いついた。

			「確かに、そうだな」

			「悪くない」

			「朱音、これ……」

			「ご名答」

			　そういえば、保温もできる魔道具(マジツク・アイテム)も渡してたっけとユウトは思い出すが、今はそんなことよりも、この懐かしい匂いが気になって仕方ない。

			「アルサス王子たちに出す料理候補、ハンバーグよ」

			「これが、挽(ひき)肉(にく)をこねて焼いたっていう？」

			　ラーシアが実物を目の前にして、興味津々に言う。

			「まあ、まずは食べてみて」

			　鉄板の皿――とはいかず陶器の皿に盛りつけられているが、それは確かにハンバーグだった。

			　中央に手のひらサイズのハンバーグが鎮(ちん)座(ざ)し、ソースがかかっている。地味な色合いだが付け合わせのにんじんの鮮やかさがそれを補っていた。

			「見た目は、完全にハンバーグだな」

			「問題は味でしょう？　まあ、味見は嫌になるくらいしたけどね……」

			　それは嘘ではないのだろう。事実、みんなにハンバーグの皿を並べ終えたにもかかわらず、彼女の前にはなにも用意されていない。

			「いただきます」

			　フォークとナイフで大きめに切り分け、口いっぱいにほおばった。

			　ふんわりとした口当たり、溢(あふ)れる肉汁。

			　ユウトは、それを夢中になって飲み込んだ。ソースだけは食べ慣れたものではなかったが、コクがあってなかなか美(お)味(い)しい。

			「旨(うま)い」

			「ありがとう。でも、具体的な感想も忘れないようにね」

			　アカネとしては、誉(ほ)められれば当然素直に嬉しい。

			　それがユウト相手なら、なおさら。

			　けれど、彼女にとって今回はそこがゴールではない。改良点を指摘してもらわないと困るのだ。

			「でも、旨いし」

			　そう言ってユウトは付け合わせのにんじんを口に入れ、水を一口飲んでから、次の一口とナイフとフォークをハンバーグへと向ける。

			　思えば、こんなに夢中でなにかを食べるのはいつ以来だろう？

			　食べ慣れたものが美味しい。

			　それは、ユウトにも当てはまる事実だったのかもしれない。

			「このソース、どうやって作ったんだ？」

			「ベースは赤ワインね。フライパンにバターを溶かして、小麦粉を入れて、ワインのアルコールを飛ばす。そこに、ハチミツと魚(ぎよ)醤(しよう)を少し足して調整ってところ」

			「へぇ」

			「本当は、お醤油が欲しかった……。というか、ケチャップやウスターソースがあれば、こんなに苦労は……」

			「いや、充分だろ」

			　ただ食べているだけの身で偉そうだが、その苦労の成果はきちんと出ている。

			　ハンバーグ自体も、卵やパン粉のようなつなぎは使わず、塩だけでひたすらこねて作ったらしい。

			　材料がない以上、手間が必要とは言え、ユウトは頭が下がる思いだった。

			「ただ、そのせいで、合い挽(び)きじゃなくて牛肉一〇〇パーセントになったんだけどね。そしてまた、牛肉を買うのに一苦労よ……」

			　雄牛であれば、農耕に。雌牛であれば、乳牛として。

			　ブルーワーズで、牛は家(か)畜(ちく)というよりは資源に近い。そのため、季節の祭りでも滅多に見かけることはなく、役に立たなくなった時にだけ供されるのが一般的。

			　そう。

			　一般的と言うことは例外もまた存在する。その旨(うま)さに目を付けた王侯貴族のために肉牛を飼育している施設が少数ながらあった。

			　ただし、高級品である。

			　アカネが躊(ちゆう)躇(ちよ)するほどの金額だったが……。

			「金で解決するのか？　なら、牧場ごと買い取ってもいいけど」

			　などという幼なじみの返答に、アカネのなかでなにかが切れ、以降、自重は止めてユウトへ判断を丸投げするようになったという。

			「ごちそうさまでした」

			　まさに平らげるという表現がふさわしい食べっぷりを見せたユウトが、ひとかけらも残さず完食して満足した息を吐く。

			　彼としては、文句のない最高のできだった。

			　けれど、ヴァルトルーデたちはどうだったろう？

			　今さらながら気になって、あるいはようやく周りを見る余裕が生まれ、ユウトは皆の様子を観察する。

			「ボクは良いと思うよ」

			　ラーシアは気に入ったようだ。ユウトと同じく皿を空にしている。

			「ユウトたちの故郷には、こういう料理が他にもいっぱいあるわけ？」

			「ああ。いくらでも」

			「ボクもいつか、行ってみたくなったよ」

			「……頑張ろう」

			　ラーシアの何気ない一言でますます重たくなる責任に、忙しさにかまけて呪文の研究ができていなかったと罪悪感が刺激される。

			　そんなユウトの横から、夢から覚めたかのようなヨナの声がした。

			「アカネのことを甘くみてた……」

			「ほめてくれるのは嬉しいけど、もともとどういう評価だったのか気になるわね」

			「変な服着せるし」

			「変じゃないわよ。可愛(かわい)いでしょ？」

			　価値観の相違はなかなか埋まらない。

			「でも、これが食べれるならちょっとは我慢してもいい」

			「だが、量が足りないな」

			「まあ、エグザイルのおっさんはそうだろうな」

			　岩巨人(ジヤールート)基準では、残念ながら参考にならない。

			「ああ。確かに美(お)味(い)しかった。今までに食べたことがない料理だ」

			　そう前置きしてから、ヴァルトルーデが言った。

			「しかし、もう少し、噛み応えが欲しいところだ。脂も旨(うま)いが、肉は歯ごたえがなくては」

			「なるほど。そういう好みもあるのね」

			　初めての注文に、アカネが目を輝かせる。

			　こういう意見が欲しかったのだといった雰囲気だ。

			　ヴァルトルーデに続いて、アルシアも感想を述べる。

			「私は、多少味が薄めなのが気になりました。好みの範(はん)疇(ちゆう)に入るかもしれませんが、もう少し味が濃いほうが喜ばれるでしょう」

			「そうかな？」

			　逆に、これ以上は濃すぎるようにユウトには思えるが、アカネの解釈は違っていた。

			「田舎(いなか)のおじいちゃんとかおばあちゃんって、私たちからすると信じられないほど塩っ辛い鮭(さけ)とかお漬け物とか食べるじゃない？　それと同じことなんじゃ？」

			「まあ、イメージは分かる」

			　現代人よりも遥かに動き汗をかくブルーワーズの人々。王族でも、現代人より安(あん)穏(のん)な生活をしているとは言えないだろう。なら、塩分を欲するのも道理かもしれない。

			「さて。というわけで試食係はヴァルとアルシアさんで決定ね。さあ、厨(ちゆう)房(ぼう)へ行きましょう」

			「今からか？」

			「ヴァルはともかく、私には仕事が……」

			「ユウトがやってくれるわよ。ね？」

			「お、おう」

			「はい。問題なしね」

			　有無を言わせず、アカネが二人を引っ張っていく。

			　さすがに強引に振り払うわけにもいかず、二人ともなすがままだ。

			　アルシアからは抗議のオーラが出ているような気がするが、ユウトは後片付けに忙しいと気付かない振りをした。

			「うう。美(お)味(い)しい物が食べられるのは良いのだが……」

			「ヴァルはまだ運動で解消できるでしょう？　私なんて――」

			　そんな声も次第に遠くなる。

			　残された四人の間に、なんとも言えない沈黙が流れた。

			　ラーシアが、去って行った三人の様子を茶化してユウトに言う。

			「奥さん同士、結構上手くやってくれるかも、とか思ったでしょ？」

			「言うな」

			「でも、なんか俺の居場所なくなりそうじゃない？　とかも思ったよね？」

			「言うなって……」

		

	
		
			　

			５・王子来訪

			　

			「ようこそおいでくださいました」

			　王都セジュールにある、冒険者時代の拠点。

			　今やイスタス伯(はく)爵(しやく)家の王都における出先機関となったその邸宅で、アルシアは賓(ひん)客(きやく)に頭を下げた。

			　訪問者はアルサス王子と、その婚約者ユーディット・マレミアス。それに、わずか二名の供。

			「手間をかける」

			　赤銅色のダブレットに太(ふと)腿(もも)の辺りがやや膨らんだズボンを穿(は)いた美形の王子が、堂々と進み出た。

			　宝剣トレイターを背負い、ヴァルトルーデにも比(ひ)肩(けん)する超一流の剣士らしく隙のない足さばきだ。

			　その後ろから控えめについてくるユーディットは、コルセットで上半身を強く締め付け体型を整えた上で、スカートが大きく膨らんだドレスを身に纏(まと)っていた。

			　びっしりとレースで飾られた純白の衣装は、その可(か)憐(れん)さとは逆に、体への締め付けがきつく、ヴァルトルーデは元よりアルシアでさえも音を上げてしまうはず。

			　けれども、彼女は愛する人と一緒にいる喜びで、本当に幸せそうに微笑(ほほえ)んでいた。

			「本来であれば、正面から訪れるべきなのだが」

			「事情は聞き及んでおりますので」

			　大司教(パトリアーチ)としての正装に身を包んだアルシアが、小さく頭を下げる。

			　多数ではないが確実に存在する、アルサス王子廃(はい)嫡(ちやく)の動き。

			　それを封じ込めるため、後継者としての証を立てる。反対派に気取られぬよう、秘密裏に迅速に。

			　そのため、宰(さい)相(しよう)たちと協力して、ユウトはちょっとした小細工を弄(ろう)していた。

			　訪問団は、既(すで)に出発して王都からファルヴへと向かっているが、当然ながら、そのなかに王子の姿はない。

			　それを隠れ蓑(みの)にして、昼過ぎにこの邸宅に入ったアルサス王子一行は、ここから瞬間移動(テレポート)してファルヴの城(じよう)塞(さい)へと赴(おもむ)く手はずになっていた。

			「早速ですが、参りましょう。ヨナ」

			「…………」

			　無言どころか、呼吸も最低限にして気配を隠していたヨナが、仕方ないといった仕草で前に出る。

			　ヨナが借りてきた猫のように大人しくなっているのは、皆から――ラーシアまでも――問題を起こさないようにと言い含められているからというのもあるが、実際には人見知りをしているだけだった。

			　アルシア、アルサス王子、ユーディット。それに二名の随(ずい)行(こう)員を円環状に並べ、その中心に立ったアルビノの少女が超能力(サイオニツク・パワー)を発動させる。

			「《テレポーテーション》」

			　ヨナから溢(あふ)れ出る光を受けて、事前に聞いてはいたもののアルサス王子一行は反射的に目を閉じる。

			　微(かす)かな浮遊感。

			　光が収まり、目を開いた時には、彼らはまったく別の場所にいた。

			「ここが……」

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)。

			　その城門の前に、アルサス王子一行は現れた。

			　時計などはないが、天に輝く太陽を見れば分かる。王都にある邸宅に入ったのと同じく、今はまだ昼過ぎ。体感したとおりの時間しか経過していないのだと。

			　戦となれば固く閉じられ外敵の侵入を拒む城門は、現在開け放たれ、賓(ひん)客(きやく)を歓迎している。

			　城門の先、城館への道には多数の出迎えが立ち並んでいた。

			　アルサスから見て右側には、クロード・レイカーを筆頭とした文官たちに、ヘレノニア神殿からアレイナ・ノースティンら聖堂騎士(パラデイン)や神官たちが並んでいる。

			　左側は、エグザイルを先頭に二〇名ほどの岩巨人(ジヤールート)たちが護衛兵として侍っていた。

			　光り輝く玻璃鉄(クリスタル・アイアン )製の胸甲(ブレストプレート)を装備した彼らは、このイスタス伯(はく)爵(しやく)家にしか存在しない存在だ。

			　見るからに雄(ゆう)壮(そう)で、同時に凄味を感じさせる。

			「イスタス伯爵家一同、ご来訪を心より歓迎いたします」

			　正面から進み出て、膝を折り臣(しん)下(か)の礼を取るイスタス伯ヴァルトルーデ。

			　これが正装であると言わんばかりに、白金色の魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)と豪(ごう)奢(しや)なマントを身に纏(まと)っている。

			　堂々とその礼を受けるアルサス王子。

			　美姫を傍(かたわ)らに置いた威(い)厳(げん)のある王族に、忠誠を誓う騎士。

			　まるで、伝説の一ページだ。

			「まずは、城(じよう)塞(さい)をご案内いたします」

			　さらに、異界から来た大魔術師(アーク・メイジ)まで加わった。

			　そんなホストに促(うなが)され、王子一行は静かにゆっくりと城内へと足を踏み入れる。

			　エグザイル率いる岩巨人(ジヤールート)部隊は周囲を警戒しながらそれを見送り、アレイナ・ノースティンたち聖堂騎士(パラデイン)が崇(すう)敬(けい)の視線を向ける。

			　しかし、その中でアルサスの目を最も引いたのは、直立不動のまま微動だにしないクロードの姿だった。

			　記憶にあるよりも年を取り、だが生き生きとしている老(ろう)官(かん)吏(り)。

			　アルサスは彼に視線を合わせ、笑顔を浮かべて微かに頷(うなず)く。

			　たったそれだけで、数多の言葉を受け取ったかのようにクロード・レイカーの心は感動の波に翻弄されたが、それを表に出すことは決してない。

			「ご案内……と言っても、別に珍しいものはありませんが」

			「いや、この場所にいるというだけで充分だよ」

			　城館内に入って比較的近しい人間だけになったため、多少砕けた口調で言葉を交わすユウトとアルサス。

			　他にいるのは、ヴァルトルーデとユーディットだけだ。

			　ヨナは自分の仕事を終えると同時にどこかへ消え、アルシアは王子の随(ずい)行(こう)員を宿泊先となる貴(き)賓(ひん)室(しつ)へと先に案内している。

			　ラーシアは名代としてケラの森に住む自然崇拝者(ドルイド)の下に向かっており、そして、この場にいないアカネが一番の修(しゆ)羅(ら)場(ば)に突入しつつある頃だろう。

			「ヘレノニア神の息吹(いぶき)を感じるかのようだ」

			　信仰厚き聖騎士であるアルサスには、ユウトやアカネが最初に感じた時とはまた違った印象があるようだった。

			　ユウトは案内役に徹し、アカネが忙しく働いているのとは別の厨(ちゆう)房(ぼう)や浴場、会議室、一般の執務室などを順番に回っていく。

			　どれも質(しつ)実(じつ)剛(ごう)健(けん)で目を楽しませるものではないが、浴場のシステムには二人して目を見開いて驚いていた。

			「遠くから見た時にも思ったけれど、この城(じよう)塞(さい)はどんな素材でできているんだい？」

			「分かりません」

			　石造り――と言えばそうなのだが、継ぎ目もなくどんな石でできているのかも分からない。

			　そのため、なにかあれば呪文で補修するしかないのだ。

			「だが、メンテナンスなど必要ないように見えるが？」

			「普通ならば、そうでしょう」

			　ヨナの提案で一度強度実験をやってみたのだが、全力で使用した《差分爆裂(デイフアレント・ブラスト)》や《エレメンタル・ミサイル》であれば、壁に穴を開けられるということは判明した。

			　案内しつつ、そんな話を披露する。

			「ほう。かなりの強度だね。さすが、ヘレノニア神からの賜(たまわ)り物だ」

			「私は止めたのですが……」

			　まさに神をも恐れぬ所行を知られ、珍しくヴァルトルーデは恐縮していた。

			「いや、重要なことだよ。刃の鋭さを知らずに、戦場に立つことはできない」

			「私の世界では、『彼を知り、己を知れば、百戦危うからず』とか言いますね」

			「真理だね、それは」

			　本当に楽しそうに笑顔を浮かべ、壁と言わず扉と言わず窓と言わず、気になったものに遠慮なく触れていくアルサス王子。

			「アルサス様、子供のようですわ」

			「それだけ興味津々ということさ」

			　婚約者が止めても、まるで意に介さない。まるで、不可視の重圧から解放されたかのよう。

			　ユーディットは、そんなアルサス王子の姿を、本当に嬉しそうに目を細めて見ていた。

			「こちらから、街が一望できます」

			　次に案内したのは露台(バルコニー)。

			　ヴァルトルーデとアカネからの告白を受け取った場所なので、ユウトとしては誰かと一緒に来たくなかったのだが、他に場所がないのだから仕方ない。

			　まさか、この二人に対して《飛行(フライト)》の呪文を使うわけにもいかないだろう。

			「くっ」

			「どうかされまして？」

			「いえ、まったくなにも」

			　しかし、露骨に反応するヴァルトルーデによって、ユウトのポーカーフェイスは無駄になった。

			「なるほど……」

			　ユーディットがそんなヴァルトルーデとユウトを見比べ、得心いったと楽しそうに笑う。

			「どうかしたのかい？」

			「どうやらここは、素敵な場所のようですわ」

			　ユーディットがふわふわとした髪を揺らしながら笑う。

			　可(か)憐(れん)な少女にしか見えない彼女は、淑女のように謎めいた言葉で婚約者を煙に巻いた。

			　彼女の推測は恐らく正解なのだろうが、別に知られたからといって実害はない。

			（この居心地の悪さはなんだ……）

			　頬に熱を感じつつ、ユウトは仕事を進めることを選んだ。ヴァルトルーデへ非難の視線を送るのは忘れなかったが。

			「こちらへどうぞ」

			　露台(バルコニー)の端へ来賓の二人を誘い、単眼の望遠鏡を手渡した。

			　魔道具(マジツク・アイテム)ではない、職人の手による逸品。望遠鏡自体、金貨数十枚はする高級品ではあるが、存在自体は広く知られている。

			「玻璃鉄(クリスタル・アイアン )のレンズですので、少し重たいです」

			「ああ、噂には聞いている。鉄のように頑(がん)丈(じよう)なガラスだとか」

			「それだけなら、玻璃鉄(クリスタル・アイアン )でレンズを作る必要はありませんが」

			　つまり、なにか仕掛けがあるというのだろう。

			　アルサスはユウトの言葉に興味を引かれ、説明を求めるのではなくまず望遠鏡を覗いた。

			「……これはっ」

			　アルサスが現象を理解するまで、時を要した。

			　現象を理解してからも、納得するまで何度も裸眼と望遠鏡とを往復する。

			「あ、当然ですが太陽は見ないでください。まあ、治療はしますが」

			　そんな王子の興奮した様子に、ユウトは平然と言わずもがなの注意をする。

			「どうされたのです？」

			「ユーディット、君も、見てみるといい」

			　百聞は一見にしかずと、アルサスが婚約者へと望遠鏡を手渡す。

			　戸惑いつつ受け取ったユーディットだったが、のぞき込むと同時に感嘆の声を漏らした。

			「まあ……。随(ずい)分(ぶん)とはっきり見えるのですね」

			　肉眼では、街並みを景色として認識するのが精々。人の姿など、豆粒とは言わないが、詳(しよう)細(さい)を判別するのは難しい。

			　ところが渡された望遠鏡で見たところ、人の顔まではっきり見えるようになっていた。あまりに倍率が高く、どこを見ているのか分からないほど。

			「これは、魔道具(マジツク・アイテム)ではないのか？」

			「厳密には異なります」

			　視力を強化する《鷹の眼(ホークアイ )》の呪文をかけておいただけの代物だった。

			「持続はたぶん、数ヶ月ってところです。街灯からの類推ですが」

			「数ヶ月か……」

			　アルサス王子の頭のなかでは、主に戦場での用途が展開されているに違いない。偵(てい)察(さつ)に通信に、使い道はいくらでも思いつく。

			「よろしければ、お持ちください」

			「いいのか？」

			「はい。効果が切れた際には、お抱えの魔術師(ウイザード)にでも依頼していただけますか」

			　なんとなく裏のある話をする彼らに対し、彼らの美しい婚約者たちは、純粋に露台(バルコニー)からの光景を楽しんでいた。

			「街ゆく人はみな、笑顔を浮かべていますね。素晴らしいことです」

			「皆が幸せであれば、それに勝る喜びはありません」

			　どんな為(い)政(せい)者(しや)が言ったとしても、笑われるか疑われるかするだろう台詞(せりふ)。だが、それは間違いなくヴァルトルーデの本心だった。

			　彼女としては、賓(ひん)客(きやく)を前にしてとにかく敬語をと心がけているため、ラーシアやヨナが聞いていたら別の意味で笑われていたかもしれないが。

			「夜景はもっと美しいです。恐らく、お泊まりになられる部屋からもご覧いただけるでしょう」

			「それは素敵ですわね。ねえ、アルサス様」

			「そうだな。しかし、この発展具合は目を見張るものがある」　

			　アルサスの言うとおり、ファルヴの街は日々成長し続け、まだ工事は終わらず人口も増加の一途をたどっている。

			　未来のある、季節で言えば芽吹きの春を思わせる街。

			　自分に同じことができるだろうか。

			　そう、羨(せん)望(ぼう)と嫉(しつ)妬(と)がない交ぜになった感情を抱いたアルサスは、しかし、それを即座に否定した。

			　こんなことが、他の誰にできるというのか。今も、いとも簡単に王都からこの地へ運ばれ、とんでもなく高性能な望遠鏡をぽんと渡されたばかりではないか。

			　むしろ、そんな彼らが、貴族という立場に甘んじているほうが不思議だ。望めば、王にでもなれるだろうに。

			　だが、アルサス王子にとってそれは、開けば取り返しのつかない魔法の箱のように思えてならなかった。

		

	
		
			　

			６・夕餐会

			　

			　一方、アルサス王子がそんなことを考えているとは露とも思わないユウトは、一行が最上階の貴(き)賓(ひん)室(しつ)に入ったのを見届け、安(あん)堵(ど)のため息を吐いた。

			　城(じよう)塞(さい)の案内が一通り終わったら、数時間の休憩をおいて夕(ゆう)餐(さん)会ということになっている。

			　とりあえず、そこを越えれば楽になる……はずだ。

			　ヴァルトルーデはと見れば、まるで貴婦人のような笑顔を浮かべていた。

			　絵画のように美しく、そしてぴくりとも動かない。

			「笑顔が貼り付いてる」

			「気疲れが酷(ひど)いですね。少し、休みましょう」

			「ヴァル、しゃべり方が戻ってないぞ」

			「いいえ、いや、うむ。どうも、戻したら、もう一度同じことができる自信がな」

			　滅多なことでは疲労の色など見せないヴァルトルーデも、今回は勝手が違うようだ。

			　自分がアカネやアルシアにされたように、彼女の顔をむにむにと揉みほぐし、強ばりを取ってやる。

			「うん。こっちのほうが可愛(かわい)い」

			　ユウトも疲れていたのかもしれない。

			　正気だったなら絶対にしないだろう行為と言葉に、ヴァルトルーデはらしくもなく慌てふためいた。

			「いや、まあ、なんだ。イヤではないのだがな。その、あれだ。私にもな、心の準備というものがな。そもそも、婦女子の顔に無断で触れるのはな、どうなのかと思う部分もあるぞ」

			「あ。うっ……」

			　そう言われて、ユウトも大胆さに気付いた。

			　取り乱しながら距離を取る。

			「まあ、ユウトなら構わないのだが。それでもだな――」

			「キヲツケマス」

			　二人して顔を見合わせ、そうする度にうつむく。なんともむずがゆい光景。

			　誰にも見られてはいなかった。

			　見られては。

			「終わりましたか？」

			　貴賓室での仕事を終えたアルシアが出てきていたことに、二人揃って気付いていなかった。

			「あー。うう……」

			「しまった……」

			「はぁ……。先が思いやられますね」

			　アルシアとしては、この程度で照れてどうする。もっと強引に……と言いたいところだが、今は王子来訪という大イベント中だけに、あきれるだけで済ませる。

			「二人とも、夕(ゆう)餐(さん)会の準備があるのでしょう？　そういうのは、あとにしなさい」

			　とりあえずいつまでもこんなところにいるわけにもいかない。

			　二人はアルシアに促(うなが)される形で貴(き)賓(ひん)室(しつ)から離れ、滅多に訪れることがなかった最上階から、彼らのプライベートスペースへと移動する。

			「準備？　なんの話だ？」

			「とぼけても無駄ですよ」

			「うう……」

			「この格好ではダメか？」

			「ヴァル、俺でもそれは無理だって分かるぞ」

			　諦(あきら)めろと、ユウトがヴァルトルーデの肩に手を置いて諭(さと)す。

			　もう、『準備』はできているのだ。今になって逃げ出すという選択肢は許されない。

			　アルシアもヴァルトルーデの肩をがっちりと掴み、ハーデントゥルムから来たレジーナ・ニエベスが待つ控え室へと強制連行した。

			　

			　このファルヴの城(じよう)塞(さい)には、使用されていない部屋が数多く存在している。

			　アカネの〝城〟となった第一厨(ちゆう)房(ぼう)がそうだったし、アルサス王子一行を通した最上階の貴賓室もそうだった。

			　豪華な大広間――に隣接したこの部屋も、今回ようやく日の目を見ることになった。

			　本来は、大広間での会合時の控え室や少人数での談話室としての用途を想定しているのだろう。比較的こぢんまりとした部屋だった。

			　それでも、壁は金糸銀糸で飾られ絵画や置物などの調度品も一流。黒(こく)檀(たん)の一枚板を使用したダイニングテーブルは、このために用意された逸品だ。

			　今回は随(ずい)行(こう)員が少なく、大広間では寒々しい印象を与えてしまう。

			　アルシアに案内されてきたアルサス王子にもユーディットにも、不満の色は見られない。

			　そしてなにより、ホストの美しさが群を抜いている。

			　立ち上がって彼らを迎えたヴァルトルーデは、見慣れないドレスを着ていた。

			　濃紺の繻子(サテン)で仕立てられたドレスは、首の根元からアームホールの下側まで斜めに大きくカットされ、肩が露わになっている。

			　それを隠すように白に近い灰色のボレロを羽織っており、首元のリボンにつけられた同じ生地で作ったコサージュが華やかさを演出している。

			　胸の下辺りに配された帯のようなベルトが胸を強調し、それとは対照的に広がりが抑えられたスカート部分がより彼女をスマートに見せていた。

			　神秘的で天の恩(おん)寵(ちよう)を受けたかのようなヴァルトルーデの容姿と相まって、神話に語られる女神の衣装のよう。

			　その横で、恥ずかしそうに立つユウトも、いつもの制服は脱ぎ、新しい服に袖を通していた。

			　といっても、スラックスとワイシャツはそのまま。その上にベストをあわせて詰め襟(えり)の学生服は脱ぎ、一番上に魔道具(マジツク・アイテム)の白いローブを羽織っている。

			　アカネは、どうせならスーツを着せたかったようだが、時間も技術も足りなかった。ネクタイですら窮(きゆう)屈(くつ)に感じているユウトからすると、たまったものではないが。

			「改めまして、ご来訪を心より歓迎いたします」

			　来賓の二人がスツールに腰を下ろしたのを確認し、ヴァルトルーデが挨(あい)拶(さつ)をする。それと同時に、食前酒のワインがグラスに注がれる。

			　ソムリエ役は、ユウトから事前にアルサス王子の随(ずい)行(こう)員へお願いしていた。本来、ヴァルトルーデやユウトにまでサーブする義理はないのだが、他に適任者がいないため我慢してもらった格好だ。

			「……美味(うま)いな」

			「クロニカ神王国からの贈答品です」

			「ほう」

			　感心の声をあげて、アルサス王子がもう一口グラスをあおる。

			　つい数時間前に露台(バルコニー)で感じた不安は、おくびにも出さない。

			　ユウトはあまり美(お)味(い)しいとは思えなかったが、酒好きでなければこんなものなのだろう。その分、ヴァルトルーデが嬉しそうに飲んでいるので問題ない。

			「そのお召し物は、実に大胆ですが素敵ですね」

			　ワインよりもよほど気になるといった様子で、ユーディットがヴァルトルーデへ問いかける。

			「アマクサの故郷から来たもう一人の来訪者。彼女の尽力によるものです」

			「今はまだ試作段階ですが、よろしければ後ほどサンプルをお見せできます」

			　ヴァルトルーデから他人行儀にアマクサと呼ばれたのがユウトにとっては逆に新鮮で、変に笑わないよう口を挟む。

			　先回りして要望を言い当てられたユーディットは、少女のようにはにかんだ。

			「注文も？」

			「もちろん」

			　そのために、わざわざレジーナまで呼んだのだ。ヴァルトルーデの着替えを手伝わせるためだけに、ハーデントゥルムの評議員を呼びつけるはずがない。

			　今度は、どんな顔で驚いてくれるのか。

			　そんなつもりはないのだが、ユウトのやることなすことにレジーナが良い反応をしてくれるので、ちょっと楽しみになってしまう。

			「本日は、私たちの故郷に伝わるコース料理を召し上がっていただきたいと思います」

			「異世界の食事か」

			「突飛なものではありませんので、ご安心を」

			「コースとはなんです？」

			「一度に料理を運び込むのではなく、召し上がる速度に合わせ、順番にご提供します」

			　ワインとパン。そしていくつかの食器が載っているだけの机(き)上(じよう)を示しながら、ユウトが説明する。

			　少なくともロートシルト王国にはまだコース料理の概念がない。つまり、この場が初めてになるわけで、いわばアカネがルールとなるのだ。

			　マナーを気にしていた彼女が、それに気付いた時に見せた笑顔は晴れ晴れとしていた。

			「鶏胸肉のハムとイチジクの前菜です」

			　ワインと同じく、アルサス王子の随(ずい)行(こう)員が運び入れてくれたオードブル。

			　黒(くろ)胡(こ)椒(しよう)がきいたハムをスライスし、角切りにしたリンゴの実を散らしてバルサミコ酢(す)に似た酢とオリーブオイルで作ったドレッシングをかけたもの。彩(いろど)りは、ハーブで補ってある。

			「まあ。なんて芸術的な」

			「うん。これは美しいね」

			　王宮の料理人も、日々研(けん)鑽(さん)を積んでいるはずだ。

			　しかし、地球における料理の進歩とはそれこそ数百年の隔たりがある。専門家ではないとはいえ、当たり前のように享(きよう)受(じゆ)しているアカネにかなうはずがない。

			「……これは、随(ずい)分(ぶん)と贅沢に胡椒を使っているようだ」

			「このソースもさわやかですね」

			　胡椒がきいた鶏肉のハムとリンゴの甘みが調和し、舌を楽しませる。

			　鶏は、カイエ村で飼育していたものをさばき、アカネが手ずから加工した。鶏ハムは地球にいた頃から作っていたので、なんの問題もなかった。

			　味も合格点をもらえたようでほっとする。ミラー・オブ・ファーフロムでこの部屋を覗いているはずのアカネも喜んでいるだろう。

			　さんざん味見をしたはずなのに食べるのに集中しているヴァルトルーデは……可愛(かわい)いのでなにも言えない。礼を失しなければそれで良しとしよう。

			　歓談をしつつ一皿目は綺麗になくなり、頃合いを見計らって次はスープが運ばれてきた。

			「ブイヤベース。これは、こちらにもある料理ですが」

			「そうなのかい？」

			「海が近い漁師町では、よくありますよ。ただし、作法はこちらのものですが」

			　多元大全で調べて初めて知ったのだが、ブイヤベースにはブイヤベース憲章なるものがあるらしい。

			　全部が全部珍しいものでは疲れる。素材はなるべく地物を。でも、新奇性も欲しい。

			　そんなわがままにうってつけだ。

			　ジャガイモもトウモロコシもなくポタージュを作るのが難しいと、あれこれ探していたなかで行き当たり、あまりにも都合がよすぎてアカネとハイタッチをしてしまった一品。

			　目の前でスープをサーブし、具となる魚は別の皿にあけられ取り分けられる。

			　小魚で出(だ)汁(し)を取り、ふんだんに香辛料を使って味付けをしたスープは絶品だった。　

			「滋味豊かですわね。夢中になってしまいそう」

			　そうは言いつつも、優雅にスプーンを運ぶユーディット。

			　そんな彼女とは対照的に、アルサス王子は無言で食べ続け、バゲットにも遠慮なく手を伸ばしている。

			　パンは、王都でユウトたちがひいきにしていた店に焼いてもらったもの。スープに合う物をという注文によく応えてくれた。

			　本来のフルコースであれば、次は魚料理。

			　しかしそれはアカネが保たないので省略。今回は、彼女がルールだ。

			　次に運ばれてきたメインの肉料理は、一度、皆の前でアカネが披露したハンバーグ。

			　ただし、ヴァルトルーデやアルシアの意見を採り入れ、細部はかなり調整されている。

			　たとえば、肉の噛み応えを出すためにハンバーグの周囲に豚のバラ肉を巻き、ボリューム感を出していた。

			「私の故郷では、一番人気の料理です。祝いの席でもリクエストされることが多いです」

			　ユウトの中で嘘は言っていない。

			　ただ、子供にとって――と言っていないだけ。

			「それは楽しみだ」

			「ええ」

			　ナイフとフォークを使って切り分ける二人。

			　口へ運び、一口噛みしめる。

			　結果は――言うまでもないだろう。

			　驚きに目を見開いた、その表情がすべてだ。

			（確かに、旨(うま)いのは分かる。でも、ヴァルまで一心不乱に食べることはないだろ……）

			　本当に驚き感動している時は、黙ってしまうものらしい。

			　アルサスが、口は言葉を発するための器官であることを思い出したのは、頼みもせずに出てきた二皿目を食べきってからのことだった。

			　ユーディットにあわせてパティはやや小さめにしていたので、ユウトとアカネの中では、アルサスがおかわりすることは計算通りでもあったのだが。

			「素晴らしい。いや、本当に素晴らしい。私は、神の食を口にしたようだ」

			「過分なお褒(ほ)めの言葉に、料理人も喜んでいるでしょう」

			「まったくですわ。是非、お会いしたいものです」

			「デザートと一緒に、こちらへ参ります」

			　そう、ユーディットというよりは向こうで見ているであろうアカネへ呼びかける。露骨に嫌そうな顔をしているだろうが、そのわがままは聞き届けられない。

			　ワインや会話を楽しむこと数分。

			　ユウトが言ったとおり、アカネが会食場に姿を現した。

			　服装は、いつか着ていたメイド服。

			　精一杯すました顔でデザートのシャーベットを配り終えたアカネは、主賓二人の横で頭を下げた。

			「まずは、ご賞味ください」

			　ヴァルトルーデよりは自然な。しかし、堅さの残った声でデザートを勧める。

			　氷が使い放題だったため、まだ珍しい紅茶を使った、ミルクティーのシャーベットを作った。

			　色合いはやや地味だが、甘く、なにより冷たい食感がゲスト二人を大いに楽しませる。

			「お口に合いましたでしょうか？」

			「こんな料理を食べたのは初めてだよ。いや、君たちの故郷のものであれば当然だが」

			「まだ若い女性が、これほどの物を作り出せるとは、同じ女として誇らしいですわ」

			「故郷の技術のたまものです」

			　アカネの様子は謙(けん)遜(そん)しているように見えるが、実は早くこの場から立ち去りたい。いや、逃げ出したいと思っているはず。

			「彼女――朱音は、この衣装の発案者でもあります」

			「まあ」

			　この日、何度目かの驚きの声。

			　ユウトとしては当然、今日の立役者を逃がすはずなどない。アカネから恨みがましい視線が飛ぶが、当たり前のように無視する。

			「勇人……」

			　我慢しきれず、アカネは声にまで出していた。

			　フォローが大変だ……と、ユウトは内心苦笑する。

			「こちらの魔法は使えないとは聞いていたが、それを補って余りある才(さい)媛(えん)のようだ」

			　アルサスのその言葉は率直な賞賛であり、同時に、彼としては、なぜこの地にこれほどの人が集まるのかという疑問を思い起こさずにはいられない。

			　ヴァルトルーデ・イスタス。

			　恐らくはこのブルーワーズで最高の聖堂騎士(パラデイン)であり、異界の衣装も着こなす美しき聖女。

			　世界を救った英雄であれば、それも当然なのだろうか。

			〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟に囚(とら)われた自分とは……。

			「アルサスさま？」

			　思考の深(しん)淵(えん)にはまりかけたアルサスの意識を、ユーディットの甘い声が引き戻す。

			「いや、このデザートをどうやって作るのかと考えていただけだよ」

			「氷に塩を足すと温度がぐぐっと下がるので、それを利用しています」

			「それは初めて聞く現象だね」

			　表面上は、いや、アルサスの内心以外は和やかに食後の語らいは進む。

			　こうして、夕(ゆう)餐(さん)会は成功裏に幕を下ろした。

			　だから、アルサス王子が感じた心の闇(やみ)に気付いた者は、たった一人。数十年にわたって彼を思い続けた、婚約者だけだった。

		

	
		
			　

			７・ケラの森へ

			　

			「これは、思っていた以上にマズいことになってるね……」

			　立ち止まって森を見渡しながら、ラーシアが一人ごちる。普段の陽気さは、すっかりなりを潜めていた。

			　ファルヴとハーデントゥルムの間に広がるケラの森。

			　その奥にあるとされるヘレノニア神の古き祭(さい)壇(だん)を訪れるため、この森を実質的に治めている自然崇拝者(ドルイド)へ使者を送ったが、設定した書簡への返答期限を過ぎても反応はなかった。

			　無視されているのであれば、それはそれで構わない。やりようはある。

			　だが、返事ができないような状態であれば問題だ。

			「そういう意味では、ボクを派遣したのは良いことなんだろうけど」

			　鬱(うつ)蒼(そう)と生い茂る木々が月光を遮(さえぎ)り、完全に闇夜のなかに沈んでいた。

			　自然崇拝者(ドルイド)たちの集落へ赴(おもむ)くも、無人の家々が連なっているだけ。朝から出発していたラーシアだったが、未だ一人の人間も確認できていない。

			　獣(けもの)はおろか、虫の声さえ聞こえない完全に静寂な夜。

			　ラーシアは干し肉を乱暴にかみちぎり、無理矢理のどの奥へ押し込んだ。

			「ユウトたちは、アカネの料理を食べてるんだろうなぁ。いや、あの二人は気苦労が凄(すご)いか。やはり真の敵は、格好だけの護衛で美味(うま)いもん食ってるエグだ」

			　さすがのラーシアでも、ヴァルトルーデが緊張しつつも、しっかり酒も食事も堪能しているとは見抜けなかった。

			「とりあえず、戻るか進むか……」

			　森を広く捜(そう)索(さく)していたため、肝心の遺跡にはまだたどり着いていない。

			　夜の闇(やみ)も、呪文で補えば問題はなくなる。

			　多少の疲労はあるものの、集中力は失っていない。

			　冷静に状況を分析し、ラーシアは反対の結論をくだした。

			「まだ行けるは、もう危ない。ここは、やっぱり――」

			　戻ろう。

			　そう決めたところで、ラーシアの索敵範囲に複数の気配を感じた。

			　同時に、霧が立ちこめ始める。

			「あちゃー。なんか来ちゃったよ」

			　油断なく警戒をするラーシアへ、冒険者としての経験が相手がどんなモンスターかを告げていた。

			　のろのろとした足音。

			　一気に低下する気温。

			　鼻をつく腐臭。

			「急所のない連中かよ！」

			　屍生人(ゾンビ)、塚人(ワイト)、食屍鬼(グール)。

			　あらゆる不死の怪物(アンデツド)の混成軍が草原の種族(マグナー)を取り囲み、食い散らかそうというのか、あるいは仲間にしようとでもいうのか。

			　徐々に包囲の輪を狭めていく。

			「王都に出た連中と関係があるのかなぁ」

			　証拠はない。

			　根拠もない。

			「でも、無関係ってことはありえないよね！」

			　ラーシアが魔法の短杖(マジツクワンド)を取り出しつつ、そう断定した。

			　不死の怪物(アンデツド)がそれを肯定するはずもなく、一歩一歩確実に迫ってくる。

			「《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》」

			　振り下ろした魔法の短杖(マジツクワンド)から解き放たれた純粋魔力の弾丸が屍生人(ゾンビ)を吹き飛ばす。駆け出し冒険者ならともかく、ラーシアにとってこの程度の相手、問題にもならない。

			「うう、オーバーキルだ。もったいない」

			　そんな余計なことを考える余裕もある。

			　しかし、その奥から現れた新手を目の当たりにし、ラーシアから笑顔が消えた。

			　見るからに重たそうな黄金のアクセサリを首から提げ、半ば朽(く)ちた呪文書を手にした亡者。陽光の下ならどぎつい印象を与えるだけだっただろうが、この闇夜では妖(あや)しく美しい。

			　さらに、下半身は人のそれではなく、蛇のように長くのたくっている。そして、その進路に生えていた植物が、音もなく腐り果てていった。

			「あちゃぁ、死界の王(ノーライフキング)まできたよ……」

			　最低でも魔導師(ウオーロツク)級の理術呪文を操り、個体によっては同程度の神術呪文を習得した者もいるという死界の王(ノーライフキング)。

			　さらに、文字通りの不死者であり、その尾に絡め取られれば全身の骨は砕け、長い鈎(かぎ)爪(づめ)で一薙(な)ぎされれば毒で全身をかきむしるほどの激痛を与える。

			　それが、一体だけではない。前後左右から、都合四体も現れこちらを取り囲んだ。

			「どうしよ、これ」

			　生者の存在しない森で、その言葉に応える声はなかった。

		

	
		
			　

			外伝・王子来訪の舞台裏

			　

			（みんな、大変そうよね……）

			　神官が書類を読み上げる声を聞きながら、アルシアは仲間たちに思いを馳(は)せていた。

			　アルサス王子来訪。

			　その一大イベントが控えているにもかかわらず、トラス＝シンク神殿で通常の業務をこなしていた。

			　それはもちろん重要なのだが、疎(そ)外(がい)感(かん)がある。というのも、自分だけが大きな役割を割り振られていないのだ。

			　ヨナは例外として、最も責任と重圧がかかる位置にいるのがアカネ。

			　ホストであるヴァルトルーデやユウトも、衣装合わせや当日のスケジュール決めに予行演習にと忙しくしていた。

			　エグザイルは岩巨人(ジヤールート)の部隊編成が佳(か)境(きよう)を迎えつつあるし、ラーシアもハーデントゥルムでいろいろあるようだ。

			　そこで我が身を振り返れば、ユウトのサポートぐらいはしているが、他はといえばアカネが作る料理の試食程度。それはそれで大変だし重要でもあるのだが、それだけ。

			（トラブルがあった時の切り札だよとユウトくんからは言われていますが……そう、寂(さび)しいのね）

			　書類の朗読を終えた神官へ的確な指示を出しながら、死と魔術の女神の大司教(パトリアーチ)は、唇を歪(ゆが)めた。なんのことはない。拗(す)ねていただけだったのだ。

			　昔は除(の)け者にされるのが当たり前だったというのに、なんて贅沢になったものか。

			　そう自(じ)嘲(ちよう)する彼女へ、先ほどとは別の神官が声をかけてきた。

			「アルシア様」

			「なに？」

			「ご来客です」

			　心当たりのない訪問に疑問を抱くが、その名前を聞くとすぐに通すよう言いつける。

			「こんにち……は」

			「よく来たわね」

			　ほどなくして現れたのは、顔見知りの少女。オズリック村からファルヴへやって来た、ハーフエルフの魔術師(ウイザード)レンだった。

			　男女問わず目を惹(ひ)かれる慈(じ)愛(あい)に満ちた微笑(ほほえ)みを浮かべたアルシアは、彼女を応接スペースへと迎え入れる。

			「突然、ごめん……なさい」

			「構わないわよ。気にしないで」

			　ただでさえも小さな体をさらに縮ませて、レンが言う。長く美しい金色の髪が、彼女を覆(おお)い尽くしてしまうような錯(さつ)覚(かく)すらした。

			「お兄ちゃんに、渡して欲しい物が、あって……」

			「ああ、魔法薬(ポーシヨン)ね」

			　ハーフエルフの少女が籐(とう)かごのふた代わりだった布を取り払うと、十本ほどの瓶が詰め込まれていた。

			「ユウトくんが頼んでいた物ね」

			「うん。まだ、半分ぐらいだけど……」

			　領内の村に魔法薬(ポーシヨン)を配備するという話はアルシアも聞いている。クロード同様、やりすぎではないかと考えなくもなかったが、それでこそユウトだという思いのほうが強い。

			「だけど、なぜ私に？」

			「お兄ちゃんが、忙しそうだった……から。それと、これを一緒に渡して欲しくて」

			　籐かごに入っていたのとは別に、魔法薬(ポーシヨン)の瓶をいくつか取り出しテーブルの上に置いた。

			「これは？」

			「疲れた時に良い魔法薬(ポーシヨン)……だよ」

			　レンが言うには、単純に肉体的な疲労を取るだけでなく、精神の緊張をほぐす効果があるのだという。

			「なるほど、《静心(カーム)》の呪文ね」

			「……うん」

			　興奮状態にある対象を鎮めるための神術呪文だが、言われてみれば、疲労状態の人間にも効果がありそうだ。

			　特に、今のユウトたちは、肉体だけでなく精神的にも倦(けん)怠(たい)があるだろうから。

			　さらに、わざわざレンが自分へ持ってきた理由も分かった。

			　彼女が、この小さなレンがこの薬を渡せば、ユウトの性格を考えると、逆にレンに心配をかけてしまったと謝罪するだろう。そして、疲労を隠すようになるはずだ。

			　そうなっては、せっかくの好意も意味がない。

			　だから、正面から注意できるアルシアへ託そうというのだろう。

			「気を遣ってくれてありがとうね」

			「よろしくお願い……します」

			　言葉は少ないが、しっかりと解り合う二人。

			　傍(はた)目(め)には分かりにくいが、彼女たちもまた、一種の幼なじみなのだった。

			　

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)へと移動したアルシアは、まずヴァルトルーデの下へと足を向けた。最近、ハーデントゥルムとファルヴを忙(せわ)しなく往復しているレジーナが、こちらへ来ているのを耳に挟んだからだ。

			「あ、アルシア良いところに」

			「動かないでくださいっ」

			「す、すまぬ……」

			　レジーナに注意されるヴァルトルーデ。領主の威(い)厳(げん)はどこにもない

			　今、ヴァルトルーデとレジーナの二人は、仮縫いを行っているところだった。

			　アルサス王子を歓迎する夕(ゆう)餐(さん)会。そのために仕立てるドレスのだ。

			「ヴァル、怒られた」

			　途中でアルシアと一緒になったヨナが、平坦な声で言う。

			　それはラーシアのように面白がっているだけだったが、ヴァルトルーデには効果があった。子供の前で、無様な姿は見せられない。

			　再び仮縫いへと戻った――主な仕事は、じっとしているだけだが――幼なじみへ、アルシアが声をかける。

			「私たちのことは、気にせずに。ちょっと差し入れを持ってきただけですから」

			　それを聞いて、ヴァルトルーデが露骨に嫌そうな顔をする。それに気付かぬ振りをして扉を閉め、部屋の中へと入っていく。

			　真紅の眼帯によって、形でしか外界を知ることができないアルシアでも、仮縫い中のドレスが斬(ざん)新(しん)なデザインであることが分かる。

			　そして、あの幼なじみは恥ずかしがっているのだということも。

			　昔からそうなのだ。普通の娘なら喜びそうな服は拒絶し、機能性だけで選ぼうとする。

			　可愛(かわい)い服を着るのが嫌なわけではない。

			　自分には似合わないと、なぜか思い込んでいるのだ。

			（ユウトくんを連れてくれば、それで解決しそうね）

			　来訪者の少年がほめれば、それで決着する。だが、それは最後の手段として取っておくべきだろう。このあられもない姿は、ちょっと見せられない。

			「レンが、特製の魔法薬(ポーシヨン)を届けてくれたって」

			　アルビノの少女が、大股で近づいてヴァルトルーデとレジーナに告げる。

			「そうなのよ。だから、お裾(すそ)分(わ)けです。レジーナさんもどうぞ」

			「私もですか？」

			　作業の手を止め、レジーナが驚きの声を上げた。魔法薬(ポーシヨン)といえば、最低でも金貨二五枚はする。しかも、特製と言われたそれをぽんと渡されて驚くなというほうが無理があった。

			「ええ。お疲れでしょう」

			「私は、疲れてなどいないぞ」

			　そう主張するヴァルトルーデだったが、声はげんなりとしている。一緒に礼儀作法の講義も受けて、疲(ひ)弊(へい)しているのだろう。

			「レンが言うには、心労にも効果があるそうよ。まだ試作品のようなものなので、飲んだら感想を聞かせてちょうだい」

			　アルシアは魔法薬(ポーシヨン)の瓶を二本、手近なテーブルへ置いた。

			　そうしてからヨナと壁際へと移動し、少しだけ作業を見守る。

			　アルシアには分からなかったが、アカネがプリントアウトしたデザイン画と見比べながらの作業。レジーナが中心になっているが、実際の作業は一緒に連れて来た針子が行っているようだ。

			「もう良いのではないか？」

			「いえ、調整して、もう何度かお伺いします」

			「ヨナ、替わらないか？」

			「や！」

			　一言――というよりは一音で拒絶され、ヴァルトルーデはうな垂れた。

			「ヴァル。レジーナさんたちに、迷惑をかけてはいけませんよ」

			「うっ。分かった……」

			　幼なじみの責任感に訴えるような形になってしまったが、ドレスが不格好な出来になったら一番損害を受けるのはヴァルトルーデ自身。やり遂げてもらうしかない。

			「一段落したら、またみんなで遊びに行きましょう」

			　最後にそう言って、アルシアは部屋を出て行った。

			「アルシア、ヴァルに甘い」

			　ヨナの襟(えり)を掴んで引きずりながら。

			　アトラクションかなにかと勘違いしているのか、アルビノの少女は大喜びだ。

			　廊下を歩きながら、アルシアは先ほどのヴァルトルーデの様子を想起する。

			　ユウトと婚約――まだ、内々にだが――することになっても、浮かれた様子はない。いつもどおり。

			　だが、それこそ顕(けん)著(ちよ)な変化と言える。

			　ユウトが帰れなくなったと知り、続けてアカネが来てから、情緒不安定だった幼なじみ。それが、大幅に是正されたということなのだから。

			　一方のレジーナ。以前は、ユウトへの慕(ぼ)情(じよう)と依存が混ざったような状態だったが、最近は後者が薄れ、尊敬の感情が取って代わろうとしているように見える。

			　仕事上の関係ということで歯止めがかかっているようだし、ヴァルトルーデへの接し方を見るに、妬(と)心(しん)もあまり感じられない。

			　今のところは、経過観察といったところか。

			　ユウトがヴァルトルーデやアカネと婚約をしたと聞いた時の、レジーナの反応も分からない。

			　そう結論づけると、次は厨(ちゆう)房(ぼう)へと進路を取った。

			　

			「アルシアさん、ちょうど良いところに」

			「今、もの凄(すご)く帰りたくなったわ」

			「まあまあ、そう言わずに。ヨナちゃんも、食べていくでしょう？」

			「そのために生きてる」

			　意地汚いのか深いのか分からない台詞(せりふ)とともに、ヨナは椅子に座った。アカネがその隣の席を叩いて、アルシアを急かす。

			「まったく……」

			　もともと、ただ魔法薬(ポーシヨン)を置いて出て行くつもりではなかった。それでも、この肉が焼ける音を聞くと、胃が痛くなる。

			　既(すで)に、試作品には散々協力しているのだ……。

			（胃と脂肪が犠牲になりましたね……）

			　しかし、その脂肪がすべて胸の成長に回っていることは、誰にも言えない秘密だった。

			「ちょうど良いタイミングで来てくれたわ。もうすぐ焼き上がるから、ちょっと待っててね」

			「むしろ、動かない」

			　今ほどヨナが頼もしいと思ったことはない。これなら、味見程度で済ませられるだろう。

			　そんな皮算用をして、アルシアは意識をアカネへと向けた。

			　魔道具(マジツク・アイテム)のコンロをいくつも使用し、パティを焼き上げている来訪者の少女。

			　重圧は感じているようだが、良い意味で吹っ切ったのだろう。はつらつとして、前向きに見える。

			（ですが、新しい環境に馴(な)染(じ)みすぎているようにも思えますね……）

			　ユウトがいたというのが、見知らぬ土地で過ごすのに大きな力となったのは確か。それは良いのだが、揺り戻しが心配だ。

			　その上、人間関係の変化にも巻き込んでしまった。今でも正しい判断だと思っているし、誰も不幸にはなっていない。それでも、性急だったのは確か。

			　アルシアとしては、このまま安定してくれることを心から願っていた。同時に、なにかあった際には、全力でサポートしようとも思っている。

			「はい。お待たせ」

			「生まれた時から、ずっと待ってた」

			　調子の良いことを言うヨナの頬をつねってから、アカネが置いた皿へと意識を移す。

			「肉！」

			「ハンバーグとは別に、お肉が添えてあるのかしら？」

			「まあ、ファミレス……大衆食堂みたいなところのメニューにあったんだけど、これならボリュームアップできるかなって」

			　もう一人の試食担当、ヴァルトルーデがしきりに言っていたのが量の問題だ。

			　ハンバーグ自体を大きくする、数を増やすのは本番を考えれば難しい。ならばということで、今回はこしょうをきかせた豚バラ肉が添えられている。

			「悪くない」

			「……そうですね。けれど、浮いているように思えますね」

			　別の料理を一度に出された違和感とでも言うべきか。それぞれは確かに納得いく味だが、ばらばらに自己主張しているのだ。

			「やっぱりかぁ……」

			　アカネとしても、自覚はあったのだろう。

			　アルシアが料理の残り――といっても、大部分だが――をヨナに譲り渡す姿を眺めつつ、アカネが髪をかき上げた。

			　ゴムでまとめていた茶色に近い髪が、ふぁさりと解放される。

			「根を詰めるのは良くないわよ。そうそう、レンからの差し入れを持ってきたの」

			　精神的な疲労も癒(いや)す魔法薬(ポーシヨン)だと説明して、一本手渡す。

			　しかし、そこから先のアカネの反応は予想外だった。

			「家宝にするわ」

			　どうしてそうなるのか、まったく理解できなかった。

			「ちゃんと飲んで、感想を聞かせてちょうだい」

			「なるほど。それを理由にして、レンちゃん会いに行けば良いのね」

			　微妙に話が通じない。

			（さすがは、ユウトくんの幼なじみね……）

			　妙なところに納得しながら、アルシアは厨(ちゆう)房(ぼう)を離れた。

			　

			「こちらは予想通りというか、なんと言うべきなのかしらね……」

			　ヨナをアカネの下に残して、アルシアは一人でユウトの執務室を訪れた。ここが、本当の目的地。

			「ああ、アルシア姐さん」

			　疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)――とまではいかないが、ユウトが妙に透明な笑顔でトラス＝シンクの愛娘を迎え入れた。もちろん、彼女にその表情は見えなかったが、声だけで彼の状態は分かる。

			「だいぶ疲れてるわね」

			「これくらい、なんてことないよ」

			「疲れていることは、否定していないわね……」

			　レンから預かった籐(とう)かごを応接スペースのテーブルに置いてから、机にかじりついているユウトへ近づいていく。まったく仕方のない人だ。

			「えっと？」

			　そのまま手を取り、応接スペースのソファへと移動させる。襟首を掴まないだけ、ヨナよりはましな扱いだろう。

			「少し、休みなさい」

			　有無を言わせずユウトをソファに座らせ、自身もその隣に陣取った。

			「……やっぱり、なにがなんだか分からない」

			「疲れているのよ」

			「でも、まだ仕事が……」

			「休みなさいと言ったわよ？」

			　なおも机と戻ろうとするユウトを捕まえ、横に転がした。ふとももの上に頭が乗るように。

			「……展開が早すぎて、なにがなんだか分からない」

			「偶然レンと会ったから、魔法薬(ポーシヨン)を預かってきましたよ」

			　膝枕に動揺するユウトが正気を取り戻す前に、アルシアは彼の髪を撫(な)で、来訪の用件を告げた。多少の脚色は、許されるだろう。

			「頼んでた分か。早いな」

			　早速、報酬支払いの書類を作ろうとする大魔術師(アーク・メイジ)を、アルシアは片手で押さえた。まったく、真面目すぎるのも困る。

			「別に、急ぐ必要はないでしょう」

			「まあ、そうだけど……」

			「このまま、お話でもしましょうか」

			　こうなれば、無理矢理にでも休ませるしかない。

			　仕事の邪魔をしているのかもしれないが、ユウトのことだから、今日処理しなければならない分は、終わらせているに違いない。

			　それどころか、この状態で地球へ戻るための呪文開発を進めている可能性もある。

			「いや、この体勢でお話って言われても……」

			　しかし、膝の上の彼は落ち着きがない。

			「別に、初めてではないでしょう？」

			「数の問題じゃないと思うんだけどな！」

			　そんな反応を返すユウトは、とても新鮮だ。

			　自然と、相(そう)好(ごう)が崩れてしまう。

			「大丈夫よ、ヴァルにもアカネさんにも言ったりしないから」

			「そういうのを気にしてるわけじゃ……」

			「でも、この部屋に二人が来る可能性はあるわよね」

			「今、もの凄(すご)い勢いで血の気が引いたんだけど」

			「私には見えないから、よく分からないわ」

			　そう他人事のようにかわしたアルシアは、手を彼の頬にやり、そのまま全体をさすっていく。当初は冷たく感じられたが、すぐに熱くなっていった。

			「分かったって。休憩にするから、手を離して」

			「失礼ね」

			　言葉で形だけ抗議し、アルシアはユウトを解放した。

			「寝たままでは、魔法薬(ポーシヨン)を飲めないものね」

			「いや、村に配る物だから」

			「それとは別に、レンから試作品を預かってるのよ」

			　籐(とう)かごとは別にしていた魔法薬(ポーシヨン)の瓶を取り出し、ユウトへ押しつける。

			「試作品かぁ」

			「精神的な疲労も癒(いや)す効果があるそうよ」

			「ふうむ……」

			　彼は、しばし悩んだ。

			　アルシアにも、それは分かる。

			　ここでそれを飲んだら、自分は疲れていると自白するようなものなのだから。

			「まあ、物は試しだな」

			　しかし、大魔術師(アーク・メイジ)の探究心は、それを凌(りよう)駕(が)した。

			　姉弟子のお手並み拝見と、一気に嚥(えん)下(か)すると……。

			「へぇ……。味は悪く――」

			　そう言いかけて、ユウトは突然意識を失った。空になった魔法薬(ポーシヨン)の瓶が床を転がり、彼自身は糸が切れた人形のように横たわる。

			　再び、彼女のふとももに頭を乗せて。

			「ユウトくん？」

			「すぅ……」

			　さすがに慌てたアルシアが肩を揺すると、寝息で応えが返ってきた。

			「まったく……」

			　かなり無理をしていたのだろう。

			　肉体的に疲れている時にリラックスしたら、寝るのは道理だ。

			「ここまで極端な効果が出るとは、あまり参考にならないかもしれないわね」

			　優しく、髪を撫(な)でる。

			　今は、このまま寝かせてあげたい。

			　彼女にとっても、大切な人なのだから。

			「もちろん、ヴァルやアカネさんとは違う意味ですけどね」

			　誰へともなく言い訳をしてしまう。

			　そう。彼は、二人の婚約者なのだ。

			　この時のアルシアは、まさか、それに自分が巻き込まれることになるとは、思ってもいなかった。

			　期待していなかったか――と聞かれたら、答えることはできなかっただろうが。
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